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１
、
七
二
人
の
雇
用
者
の
労
務
管
理
と
一
三
〇
�

の
栽
培
管
理

宮
崎
県
Ｍ
市
の
Ａ
農
場
は
、
三
一
三
箇
所
に
分

散
す
る
一
三
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
借
地
・
直
営
農
場

と
、
四
七
〇
戸
の
契
約
農
家
に
よ
る
二
四
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
の
大

規
模
野
菜
経
営
で
あ
る
。
売
り
方
は
市
場
を
通
さ
ず
、
ス
ー
パ
ー

に
直
接
販
売
し
て
お
り
年
商
は
一
五
億
円
（
二
〇
〇
七
年
）
に
な

る
。ス

ー
パ
ー
も
店
に
並
べ
る
多
種
の
野
菜
を
、
こ
の
農
業
企
業
に

任
せ
れ
ば
品
揃
え
し
て
く
れ
て
便
利
だ
し
、
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
で
き

る
と
考
え
て
取
引
し
て
い
る
よ
う
だ
。
話
を
聞
い
て
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
で
訪
問
し
た
大
規
模
野
菜
経
営
と
同
じ
や
り
方
に
驚
い
た
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
ク
ラ
ウ
ド
と
現
場
を
結
ぶ
こ
と
に
取
り
組
む

Ｉ
Ｔ
企
業
の
担
当
者
と
一
緒
に
訪
問
し
た
が
、
こ
の
Ｉ
Ｔ
の
仕
組

み
は
、
農
業
に
こ
そ
有
益
と
感
じ
た
。
取
り
組
む
相
手
は
屋
外
だ

し
、
し
か
も
分
散
す
る
農
地
で
作
業
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
条

件
が
ど
う
し
て
も
多
様
で
日
々
そ
れ
が
変
わ
る
の
に
、
一
方
、
従

業
員
へ
の
作
業
の
指
示
は
概
し
て
機
械
的
な
も
の
に
な
る
傾
向
が

否
め
な
い
。
そ
し
て
家
族
員
と
異
な
り
、
生
育
状
況
や
生
き
物
の

様
子
を
把
握
し
て
作
業
の
中
身
を
変
え
る
、
な
ど
の
柔
軟
さ
を
従

業
員
に
期
待
す
る
の
は
難
し
い
。

だ
か
ら
こ
そ
、
大
規
模
経
営
だ
と
管
理
が
粗
に
な
り
、
水
管
理

や
肥
料
の
適
期
を
失
い
、
家
族
経
営
と
比
べ
て
単
収
が
落
ち
る
こ

と
に
な
る
の
で
あ
る
。
ス
ケ
ー
ル
デ
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。

２
、
ほ
場
毎
に
原
価
計
算

だ
が
会
社
支
給
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
ち
、
朝
の
打
ち
合
わ

せ
を
終
え
て
、
指
示
さ
れ
た
ほ
場
に
従
業
員
が
向
う
時
点
か
ら
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
オ
ン
に
す
る
と
、
時
間
と
行
動
の
軌
跡
が
残
る

し
、
ク
ラ
ウ
ド
に
よ
り
事
務
所
で
把
握
で
き
る
。
こ
れ
は
労
働
者

の
管
理
で
も
あ
る
が
、
農
業
の
多
く
は
一
人
作
業
な
の
で
、
熱
中

症
に
か
か
っ
た
従
業
員
を
救
助
で
き
た
と
こ
の
仕
組
み
の
良
さ
も

経
営
者
は
述
べ
て
い
た
。

そ
れ
以
上
に
強
調
さ
れ
る
べ
き
は
、
ほ
場
で
の
作
業
時
間
が
自

動
的
に
入
力
さ
れ
、
作
業
内
容
を
現
場
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
イ

ン
プ
ッ
ト
す
る
か
ら
、
そ
れ
ら
が
Ｉ
Ｔ
会
社
の
ク
ラ
ウ
ド
に
入

り
、
ほ
場
毎
の
原
価
計
算
が
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
肥
料
や
農
薬

の
投
入
、
あ
る
い
は
ト
ラ
ク
タ
ー
等
の
機
械
作
業
も
イ
ン
プ
ッ
ト

さ
れ
る
の
で
、
コ
ス
ト
計
算
が
で
き
る
し
、
そ
れ
も
ほ
場
ご
と
・

農
産
物
ご
と
に
出
来
る
の
は
驚
き
で
あ
る
。

３
、
生
産
履
歴
と
現
場
対
応

さ
ら
に
大
事
な
こ
と
は
、
ほ
場
で
ク
ラ
ウ
ド
か
ら
生
産
履
歴
を

引
き
出
し
、
従
業
員
が
考
え
る
こ
と
で
あ
る
。
現
場
に
着
い
た
ら

大
規
模
に
し
て
精
密
―
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
ク
ラ
ウ
ド
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状
況
は
変
わ
っ
て
お
り
、
事
務
所
で
指
示
さ
れ
た
作
業
が
必
ず
し

も
適
切
で
は
な
く
、
肥
料
設
計
を
変
え
た
り
作
業
内
容
を
変
え
た

方
が
よ
い
場
合
が
あ
る
。
そ
の
場
合
、
数
年
間
に
渡
る
そ
の
ほ
場

の
履
歴
を
引
き
出
し
、
従
業
員
は
現
場
で
考
え
る
。
そ
う
す
る
こ

と
が
ク
ラ
ウ
ド
の
下
で
は
可
能
に
な
る
の
で
あ
る
。

製
造
業
で
同
じ
よ
う
な
条
件
に
あ
る
工
場
内
で
は
、
指
示
さ
れ

た
作
業
だ
け
を
こ
な
す
の
が
普
通
で
あ
る
。
こ
の
点
農
業
の
場
合

は
異
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
強
調
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

そ
う
し
た
自
主
的
な
判
断
を
持
っ
た
経
験
が
あ
る
従
業
員
は
十

年
も
す
る
と
熟
練
労
働
力
に
な
り
、
出
身
農
家
に
戻
っ
た
り
、
あ

る
い
は
新
規
就
農
す
る
。
こ
う
し
た
出
身
従
業
員
を
、
こ
の
経
営

は
契
約
農
家
と
し
て
組
織
化
す
る
。
の
れ
ん
分
け
だ
が
、
同
じ
よ

う
な
ス
タ
イ
ル
の
経
営
に
な
る
し
、
や
り
方
が
経
営
者
の
そ
れ
と

同
じ
に
な
る
の
で
あ
る
。

い
ま
や
ト
ラ
ク
タ
ー
や
コ
ン
バ
イ
ン
に
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ
が

付
い
て
、
ほ
場
の
水
分
や
単
収
も
自
動
的
に
記
録
さ
れ
る
の
で
、

ク
ラ
ウ
ド
に
収
納
し
て
分
析
に
使
え
る
。
翌
年
の
肥
料
設
計
や
土

地
利
用
計
画
に
も
反
映
す
る
。

分
散
が
激
し
く
ま
た
規
模
も
大
き
く
な
る
と
、
米
国
に
は
、
毎

日
、
刈
り
取
り
の
順
番
を
飛
行
機
で
成
熟
具
合
を
ほ
場
ご
と
に
見

な
が
ら
確
認
し
て
、
複
数
の
コ
ン
バ
イ
ン
の
刈
り
取
り
ル
ー
ト
を

決
め
る
よ
う
な
大
規
模
経
営
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
こ
ま
で
は

い
か
な
い
。

だ
が
分
散
に
よ
る
燃
料
の
増
加
や
労
働
時
間
の
無
駄
を
考
え
る

と
何
と
か
し
て
団
地
的
な
利
用
を
期
待
し
て
い
る
。
そ
し
て
行
政

の
斡
旋
を
期
待
し
て
い
た
が
、
そ
れ
に
応
え
る
か
の
よ
う
に
主
力

の
農
場
が
あ
る
Ｍ
市
で
は
な
く
、
離
れ
た
Ｎ
市
が
企
業
誘
致
と
同

じ
手
法
で
二
四
�
を
用
意
し
て
く
れ
た
。
そ
れ
に
応
え
て
、
借
地

料
も
二
割
ア
ッ
プ
で
借
り
る
し
、
す
で
に
施
設
も
造
っ
て
地
元
に

こ
ち
ら
の
熱
意
を
示
し
て
い
る
。
腰
を
据
え
た
進
出
で
あ
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

も
と
も
と
の
発
想
は
、
何
軒
か
の
法
人
と
組
ん
で
、
工
業
団
地

の
手
法
を
用
い
、
加
工
場
を
併
設
し
て
の
農
業
団
地
を
構
想
し
て

い
た
の
だ
が
、
こ
れ
は
構
想
が
大
き
す
ぎ
て
現
時
点
で
は
う
ま
く

い
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
と
比
べ
れ
ば
小
規
模
だ
が
、
行
政
の
協
力

で
団
地
的
な
利
用
が
で
き
た
。
な
ら
ば
借
地
料
も
高
く
負
担
し
て

も
採
算
は
合
う
の
で
あ
る
。
法
人
化
し
て
す
で
に
二
五
年
、
カ
ッ

ト
野
菜
工
場
も
併
設
し
、
さ
ら
に
地
元
の
高
齢
者
の
雇
用
を
積
極

的
に
行
っ
て
い
る
。
五
五
歳
以
上
の
高
齢
者
雇
用
の
専
業
法
人
を

子
会
社
と
し
て
持
ち
、
地
域
に
貢
献
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
経
営
の
見
え
る
化
」、「
生
産
の
見
え
る
化
」、「
顧
客
の
見
え
る

化
」
で
戦
略
を
全
従
業
員
に
理
解
し
て
も
ら
い
、
さ
ら
に
新
三
Ｋ

農
業
と
し
て
、「
カ
ッ
コ
良
く
て
、稼
ぎ
が
あ
っ
て
、感
動
が
あ
る
」

農
業
が
目
指
す
べ
き
農
業
の
姿
だ
と
し
て
い
る
。
そ
の
積
極
性
は

評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

（
Ｈ
２
）
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１
、
集
落
営
農
に
よ
る
新
た
な
展
開
へ

一
九
六
〇
年
代
半
ば
に
コ
メ
の
佐
賀
県
平
均
反
収
を
一
気
に
引

き
上
げ
た
の
は
集
団
栽
培
だ
っ
た
。
戦
前
の
佐
賀
段
階
を
想
起
し

て
新
佐
賀
段
階
と
注
目
を
浴
び
た
が
、
そ
の
集
団
栽
培
の
実
行
部

隊
は
集
落
の
全
農
家
が
参
加
す
る
生
産
組
合
で
あ
っ
た
。
大
正
時

代
初
期
に
設
立
さ
れ
た
農
事
実
行
組
合
は
昭
和
で
は
産
業
組
合
の

内
部
組
織
と
し
て
機
能
し
、
戦
後
、
名
前
を
佐
賀
で
は
生
産
組
合

と
変
え
て
、
営
農
改
善
の
推
進
母
体
・
農
政
活
動
の
担
い
手
・
農

協
の
基
盤
組
織
、
と
し
て
機
能
を
継
続
し
て
い
る
。
そ
の
生
産
組

合
は
、
集
落
の
農
家
の
意
見
を
ま
と
め
、
生
産
調
整
の
実
施
と
団

地
化
、
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
等
の
農
地
利
用
調
整
を
担
っ

て
き
て
い
た
。

集
落
営
農
の
統
計
上
の
定
義
は
「
集
落
を
単
位
と
し
て
、
農
業

生
産
過
程
の
全
部
又
は
一
部
に
つ
い
て
の
共
同
化
・
統
一
化
に
関

す
る
合
意
の
下
に
実
施
さ
れ
る
営
農
」
で
あ
り
、
機
械
の
共
同
所

有
、
そ
し
て
共
同
利
用
や
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
よ
る
利
用
、
集
落
と

し
て
の
ま
と
ま
っ
た
農
地
（
各
農
家
の
経
営
耕
地
は
分
散
・
錯

圃
）
の
中
で
転
作
の
団
地
化
等
の
調
整
や
、
農
地
の
集
積
・
作
業

受
委
託
、
構
成
農
家
の
出
役
に
よ
る
共
同
作
業
、
集
落
営
農
の
一

括
管
理
等
、
の
ど
れ
か
に
該
当
す
る
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
と
し

て
い
る
。
生
産
組
合
の
役
割
と
大
い
に
重
な
る
の
で
あ
る
。

そ
の
集
落
営
農
の
仕
組
み
を
見
る
前
に
、
平
坦
部
水
田
は
ど
の

よ
う
な
状
況
に
至
っ
て
い
る
か
、
概
観
し
て
お
こ
う
。

�
二
毛
作
と
耕
地
利
用
率

：

佐
賀
の
平
坦
部
で
は
、
表
作
に
コ
メ

と
並
ん
で
大
豆
、
そ
し
て
裏
作
に
麦
や
た
ま
ね
ぎ
、
と
二
毛
作
体

系
が
確
立
し
て
い
る
。
県
の
水
田
（
田
本
地
）
の
利
用
率
は
一
五

〇
％
（
二
〇
一
一
年
）
と
全
国
ト
ッ
プ
（
二
五
年
間
継
続
）
だ
が
、

平
坦
地
で
は
一
五
〇
〜
二
〇
〇
％
に
近
い
。同
年
の
農
水
省
の『
耕

地
及
び
作
付
面
積
統
計
』
に
よ
れ
ば
、
佐
賀
県
の
田
本
地
面
積
は

四
一
・
八
千
�
、そ
の
内
、稲
作
付
が
六
五
％
の
二
七
・
三
千
�
、

残
り
が
二
〇
％
の
大
豆
八
・
三
千
�
、
飼
料
作
や
野
菜
等
で
三
・

集
団
栽
培
か
ら
集
落
営
農
へ

堀
口

健
治

―
佐
賀
平
坦
で
の
農
業
展
開
―
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〇
千
�
、
不
作
付
が
三
・
三
千
�
と
な
っ
て
お
り
、
裏
作
は
麦
類

が
五
〇
％
の
二
一
・
一
千
�
、
た
ま
ね
ぎ
二
・
六
千
�
、
残
り
が

飼
料
作
、
野
菜
、
果
樹
、
そ
し
て
不
作
付
等
と
な
っ
て
い
る
。

�
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
（
以
下
、
Ｂ
Ｒ
と
略
称
）
と
団
地

転
作

：

現
在
の
転
作
率
（
〇
九
年
は
三
六
・
五
％
）
に
合
わ
せ
た

三
年
輪
作
の
Ｂ
Ｒ
が
普
及
し
、
Ｂ
Ｒ
内
で
は
コ
メ
が
作
付
で
き
な

い
年
は
大
豆
を
主
と
す
る
団
地
転
作
に
な
っ
て
い
る
。
平
坦
部
に

多
い
用
水
の
た
め
の
ポ
ン
プ
そ
の
も
の
を
止
め
る
の
で
稲
の
作
付

は
で
き
な
い
。
そ
の
仕
組
み
を
集
落
の
人
は
、
全
農
家
参
加
の
生

産
組
合
で
決
め
て
了
解
し
、
ま
た
他
か
ら
の
入
作
の
人
は
そ
れ
に

従
わ
ざ
る
を
得
な
い
と
す
る
関
係
に
あ
る
。

�
整
備
さ
れ
た
ほ
場

：

佐
賀
独
特
の
ク
リ
ー
ク
（
長
年
の
干
拓
に

よ
る
水
田
の
た
め
の
用
排
兼
用
水
路
）
の
水
を
田
に
乗
せ
る
た
め

に
行
う
足
踏
み
水
車
の
労
働
は
苦
汗
的
だ
っ
た
が
、
戦
前
に
電
気

ポ
ン
プ
に
変
わ
り
そ
の
労
働
は
無
く
な
っ
た
。
そ
し
て
戦
後
の
ほ

場
整
備
事
業
で
約
八
割
の
水
田
は
区
画
も
大
き
く
な
り
、
大
型
機

械
が
操
行
し
や
す
く
な
っ
て
い
る
。
暗
渠
排
水
も
ほ
ぼ
施
行
済
み

で
、
表
作
の
大
豆
や
裏
作
麦
の
た
め
の
土
壌
や
水
管
理
が
よ
く
な

り
、
単
収
の
引
き
上
げ
に
貢
献
し
て
い
る
。

�
数
集
落
を
対
象
に
し
た
共
同
乾
燥
調
製
施
設
に
よ
る
高
品
質
で

均
質
な
商
品
作
り

：

コ
メ
や
大
豆
等
の
共
同
乾
燥
調
製
施
設
（
約

一
四
〇
施
設
）
を
農
協
が
主
に
積
極
的
に
設
置
し
、
そ
れ
ら
に
よ

る
地
域
面
積
カ
バ
ー
率
は
コ
メ
で
約
八
割
（
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
四
五
％
、
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
三
七
％
）、麦
約
九
〇
％
、
大

豆
ほ
ぼ
一
〇
〇
％
と
い
わ
れ
、
佐
賀
は
効
率
的
で
競
争
力
の
あ
る

コ
メ
や
大
豆
・
麦
生
産
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

�
集
落
営
農
組
織
に
よ
る
農
作
業
や
機
械
の
共
同
化
の
進
展
・
生

産
費
削
減
の
生
産
構
造

：

〇
七
年
の
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策

で
、
認
定
農
業
者
の
ほ
か
、「
経
営
主
体
と
し
て
の
実
体
を
有
し
将

来
効
率
的
か
つ
安
定
的
な
農
業
経
営
に
発
展
す
る
と
見
込
ま
れ
る

集
落
営
農
組
織
を
支
援
対
象
と
し
て
い
る
。
基
本
的
に
は
特
定
農

業
団
体
又
は
特
定
農
業
団
体
と
同
様
の
要
件
を
満
た
す
組
織
が
主

た
る
対
象
で
農
作
業
の
受
託
、
規
約
の
作
成
、
一
元
的
な
経
理
、

中
心
的
な
者
の
目
標
農
業
所
得
が
定
め
ら
れ
、
主
た
る
従
事
者
な

い
し
そ
の
候
補
が
お
り
、
農
業
生
産
法
人
の
計
画
を
有
す
る
、
と

い
う
要
件
を
満
た
し
て
い
る
組
織
と
し
て
い
る
。

〇
九
年
八
月
時
点
で
佐
賀
県
は
四
八
一
経
営
体
、
認
定
農
業
者

を
含
め
て
、
水
田
経
営
所
得
安
定
対
策
の
加
入
率
は
高
く
、
麦
・

大
豆
で
一
〇
〇
％
、
稲
で
六
五
％
の
面
積
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
。

〇
七
年
の
品
目
横
断
対
策
の
時
期
に
一
斉
に
加
入
し
た
集
落
営
農

組
織
は
四
八
八
、
そ
の
う
ち
集
落
型
法
人
を
目
指
す
も
の
は
四
八

〇
、
さ
ら
に
そ
の
四
八
〇
の
内
訳
は
、
特
定
農
業
団
体
（
農
作
業

受
託
に
よ
り
農
用
地
の
利
用
集
積
を
図
る
相
手
方
と
し
て
農
用
地

利
用
改
善
団
体
に
よ
っ
て
特
定
農
用
地
利
用
規
定
に
位
置
付
け
ら

れ
た
任
意
組
織
）
三
四
、
特
定
農
業
団
体
に
準
ず
る
組
織
は
四
四

六
と
な
っ
て
い
て
、
農
用
地
利
用
改
善
団
体
が
無
い
が
国
が
認
め

集団栽培から集落営農へ ��������������������������
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る
「
準
ず
る
組
織
」
の
数
が
佐
賀
で
は
最
も
多
い
。
一
一
年
実
施

の
集
落
営
農
実
態
調
査
を
み
る
と
、
集
落
営
農
組
織
一
万
四
六
四

三
の
内
訳
は
、
法
人
一
六
％
、
特
定
農
業
団
体
一
二
％
、
特
定
農

業
団
体
に
準
ず
る
組
織
二
六
％
だ
か
ら
、
こ
の
割
合
と
比
較
す
る

と
佐
賀
は
「
準
ず
る
組
織
」
の
占
め
る
割
合
が
大
（
同
年
調
査
で

佐
賀
は
七
〇
％
）
で
、
法
人
や
特
定
農
業
団
体
が
少
な
い
の
が
特

徴
で
あ
る
。

し
か
し
〇
九
年
調
査
に
よ
る
と
、
参
加
し
た
集
落
率
は
集
落
全

体
の
七
七
％
、
集
落
営
農
に
参
加
し
た
農
家
数
の
県
下
の
総
農
家

数
に
占
め
る
割
合
は
六
八
％
、
集
落
営
農
の
経
営
耕
地
面
積
と
農

作
業
受
託
の
合
計
が
県
の
耕
地
面
積
に
占
め
る
割
合
は
六
三
％

と
、
集
落
営
農
へ
の
集
中
率
は
日
本
で
ト
ッ
プ
の
位
置
に
あ
る
。

集
落
内
に
は
す
で
に
認
定
農
業
者
と
し
て
規
模
拡
大
に
取
り
組

む
個
別
農
家
も
存
在
す
る
。
法
人
を
含
む
認
定
農
業
者
数
は
六
五

六
を
数
え
、
集
落
営
農
と
認
定
農
業
者
で
コ
メ
の
約
六
五
％
を
カ

バ
ー
し
て
い
る
。
麦
・
大
豆
は
両
者
で
一
〇
〇
％
カ
バ
ー
す
る
が

そ
の
内
訳
は
集
落
営
農
八
割
、
認
定
農
業
者
二
割
と
な
っ
て
い

る
。
集
落
営
農
の
役
割
の
大
き
さ
が
分
か
る
の
で
あ
る
。
そ
の
集

落
営
農
は
五
年
以
内
の
法
人
化
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
が
、
実
の

と
こ
ろ
、
集
落
営
農
の
中
で
は
、
作
業
の
受
託
率
等
大
い
に
異
な

り
、
仕
組
み
も
異
な
っ
て
、
経
理
の
一
元
管
理
や
農
地
の
Ｂ
Ｒ
に

よ
る
利
用
調
整
が
共
通
と
い
う
特
徴
も
あ
る
。
一
概
に
法
人
化
が

期
待
で
き
る
水
準
で
は
な
い
。
家
族
員
を
ベ
ー
ス
に
し
た
自
営
農

も
多
く
、
次
へ
の
展
開
を
ど
う
す
る
か
、
協
議
の
段
階
に
あ
る
。

た
だ
し
二
毛
作
に
よ
る
機
械
の
効
率
的
利
用
や
単
収
の
高
位
安

定
も
あ
り
、
佐
賀
県
の
コ
メ
、
大
豆
、
麦
等
の
生
産
費（
〇
八
年
）

は
北
海
道
に
並
ん
で
低
く
、
反
当
り
コ
メ
は
九
六
千
円
（
北
海
道

九
三
千
）、大
豆
三
五
千
（
北
海
道
六
四
千
）、小
麦
四
四
千
（
北
海

道
五
一
千
）
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
競
争
力
も
注
目
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

２
、
集
団
栽
培
か
ら
現
在
に
至
る
佐
賀
農
業
の
進
展

�
集
団
栽
培

：

日
本
農
業
年
報
Ｘ
Ｖ
Ｉ
号
『
米
作

新
し
い
波
』

（
お
茶
の
水
書
房
、
六
七
年
）
で
宮
島
昭
二
郎
は
「
小
農
技
術
の

勝
利
と
苦
悩
」
と
題
し
て
以
下
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
佐
賀
県

平
均
で
の
驚
異
的
な
コ
メ
反
収
、
六
六
年
五
一
二
㎏
、
六
七
年
五

四
二
㎏
は
集
団
栽
培
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
短
稈
穂
重
型
の
品
種

統
一
、
稲
作
こ
よ
み
、
追
肥
・
穂
肥
を
含
む
施
肥
基
準
、
一
斉
防

除
を
、
全
農
家
が
参
加
す
る
生
産
組
合
（
二
〇
‐
五
〇
�
規
模
）

の
共
同
の
実
践
の
成
果
だ
と
し
て
い
る
。
小
農
的
な
技
術
を
全
員

が
一
斉
に
実
施
す
る
と
い
う
集
団
栽
培
で
あ
り
、
戦
前
来
の
農
事

実
行
組
合
と
い
う
地
縁
・
血
縁
的
な
性
格
の
団
体
（
県
下
の
生
産

組
合
二
六
〇
〇
余
の
う
ち
、
六
六
年
に
集
団
栽
培
に
取
り
組
ん
だ

も
の
は
八
五
五
集
団
、
六
七
年
に
三
七
八
集
団
が
加
わ
っ
た
）
が

担
っ
て
い
る
。
だ
が
、
兼
業
化
な
ど
階
層
分
化
に
よ
っ
て
、
集
団

栽
培
は
新
た
な
段
階
を
模
索
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
意
味
で
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「
苦
悩
」
と
宮
島
は
表
現
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

�
集
落
内
の
作
業
受
委
託
や
請
負
耕
作
の
動
き

：

七
〇
年
刊
行
の

九
州
農
業
研
究
会
編
『
日
本
米
作
論
』（
お
茶
の
水
書
房
）
で
、
宮

島
は
そ
の
後
の
集
落
内
の
動
き
を
総
じ
て
停
滞
現
象
と
指
摘
し
た

が
、
伊
東
勇
夫
は
六
八
年
の
三
日
月
村
の
調
査
か
ら
、
専
業
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
へ
の
兼
業
農
家
の
作
業
委
託
が
進
展
し
て
い
る
こ
と
を

指
摘
し
、
ま
た
集
落
に
よ
っ
て
は
請
負
耕
作
が
現
れ
て
い
て
、
新

た
な
動
き
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
農
作
業
受

託
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
時
間
給
は
一
二
〇
〇
円
、
対
し
て
委
託
側
の

出
稼
ぎ
・
土
方
に
出
る
時
間
給
は
二
〇
〇
〇
円
で
あ
っ
て
、
受
託

側
の
弱
さ
が
あ
る
と
い
う
。
ま
た
請
負
耕
作
も
請
負
料
が
玄
米
四

俵
（
三
万
二
千
円
相
当
、
な
お
肥
料
な
ど
委
託
側
負
担
だ
と
二
万

円
の
み
の
受
け
取
り
）
で
あ
り
、
委
託
側
の
残
り
分
は
戦
前
の
寄

生
地
主
取
り
分
よ
り
も
多
く
、
受
け
手
側
の
苦
し
さ
を
指
摘
し
て

い
る
。
し
か
し
そ
れ
で
も
な
お
規
模
拡
大
を
目
指
す
動
き
が
集
落

内
に
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

こ
う
し
た
個
別
の
受
け
手
は
、
裏
作
麦
の
作
業
受
託
や
期
間
借

地
で
さ
ら
に
拡
大
を
続
け
る
が
、
い
ま
だ
限
ら
れ
た
集
落
の
現
象

で
あ
り
、
ま
た
借
地
よ
り
も
作
業
受
委
託
が
多
い
。

�
六
転
輪
作
の
Ｂ
Ｒ
と
集
団
転
作

：

転
作
が
強
化
さ
れ
る
な
か

で
、
集
団
栽
培
で
音
頭
を
取
っ
た
生
産
組
合
が
、
Ｂ
Ｒ
を
取
り
入

れ
団
地
転
作
を
進
め
る
主
役
と
し
て
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な

る
。
農
地
の
計
画
的
な
利
用
調
整
だ
け
で
な
く
、
集
落
で
機
械
利

用
組
合
を
作
り
共
同
利
用
を
進
め
、
地
域
全
体
で
コ
メ
だ
け
で
は

な
く
、
大
豆
や
裏
作
麦
等
に
も
収
穫
機
な
ど
の
共
同
利
用
を
集
落

が
導
入
し
始
め
る
の
で
あ
る
。
集
落
内
に
は
個
別
規
模
拡
大
の
農

家
も
い
る
と
し
て
も
、
全
体
と
し
て
、
土
地
利
用
に
合
わ
せ
て
、

機
械
利
用
を
集
団
的
に
行
う
動
き
が
強
ま
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

八
四
年
の
全
国
農
協
中
央
会
編
『
地
域
営
農
集
団
―
そ
の
活
動
と

成
果
』
で
は
、
内
海
修
一
「
六
転
輪
作
方
式
に
よ
る
集
団
的
農
用

地
利
用
―
佐
賀
県
・
小
島
営
農
集
団
」
は
九
割
の
ほ
場
（
七
四
－

七
五
年
県
営
圃
場
整
備
及
び
暗
渠
）
が
整
備
さ
れ
た
農
家
二
四
戸

・
水
田
三
〇
�
の
動
き
を
語
っ
て
い
る
。
集
落
全
体
の
機
械
共
同

利
用
組
合
（
七
三
年
）
か
ら
小
島
営
農
集
団
（
七
八
年
）
へ
と
集

落
内
の
上
層
を
主
体
に
し
た
営
農
集
団
内
の
作
業
受
委
託
に
変
わ

っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
間
、
農

協
の
カ
ン
ト
リ
ー
が
数
集
落
を
対
象
に
七
一
年
に
設
け
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
動
き
と
並
行
し
て
、
転
作
率
一
五
〜
一
七
％
の
水

準
を
受
け
、
従
来
の
バ
ラ
転
か
ら
農
地
を
六
等
分
し
た
六
点
輪
作

の
Ｂ
Ｒ
の
仕
組
み
に
集
落
が
ま
と
め
上
げ
る
。
そ
し
て
輪
作
に
割

り
当
て
の
転
作
面
積
を
超
え
る
水
田
が
入
っ
て
し
ま
っ
た
農
家
に

は
、
コ
メ
一
〇
俵
に
相
当
す
る
一
一
万
円
（
転
作
奨
励
金
込
）
が

互
助
金
と
し
て
渡
る
よ
う
に
し
た
。
集
落
全
体
で
転
作
等
に
は
対

応
し
つ
つ
、
農
家
の
三
分
の
一
を
占
め
る
規
模
の
大
き
い
層
が
農

作
業
を
受
託
す
る
仕
組
み
に
移
り
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

�
四
転
輪
作
と
共
同
利
用

：

八
九
年
の
全
国
農
協
中
央
会
編
『
営
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農
指
導
と
地
域
・
農
業
振
興
』（
�
）
で
倉
内
宗
一
「
四
転
輪
作
方

式
に
よ
る
集
団
的
農
用
地
利
用
に
よ
っ
て
大
幅
な
コ
ス
ト
低
減
を

実
現
」
は
、
小
城
郡
農
協
の
久
蘇
生
産
組
合
の
事
例
を
紹
介
し
て

い
る
。
地
区
農
家
の
全
戸
が
参
加
し
、
転
作
大
豆
・
麦
と
稲
作
を

組
み
合
わ
せ
た
四
点
輪
作
方
式
に
よ
る
集
団
的
農
用
地
利
用
を
展

開
す
る
と
と
も
に
、
ト
ラ
ク
タ
ー
と
コ
ン
バ
イ
ン
の
共
同
所
有
・

共
同
利
用
な
ら
び
に
共
同
作
業
に
よ
っ
て
労
働
時
間
の
短
縮
と
機

械
の
過
剰
投
資
の
抑
制
に
よ
る
大
幅
な
コ
ス
ト
低
減
を
実
現
し
て

い
る
。
Ｂ
Ｒ
は
七
八
年
の
水
田
利
用
再
編
対
策
初
年
度
以
来
だ

が
、
コ
メ
の
所
得
を
反
当
た
り
六
俵
と
し
て
、
転
作
奨
励
補
助
金

を
差
し
引
い
た
残
り
を
転
作
超
過
実
施
者
に
補
償
し
て
い
る
。

転
作
大
豆
は
集
落
農
家
の
共
同
出
役
に
よ
っ
て
栽
培
し
て
い

る
。
コ
メ
と
麦
は
、
生
産
組
合
所
有
の
ト
ラ
ク
タ
ー
及
び
コ
ン
バ

イ
ン
を
共
同
に
使
い
な
が
ら
、
栽
培
管
理
は
個
別
農
家
が
行
う
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
作
業
受
託
は
多
く
は
な
く
、
共

同
所
有
・
共
同
利
用
と
い
う
個
別
経
営
の
形
が
生
き
て
い
る
。

か
く
し
て
、
上
記
の
よ
う
に
佐
賀
県
内
、
そ
れ
も
平
坦
の
水
田

地
帯
で
も
、
地
域
に
よ
り
、
集
落
内
の
階
層
性
が
強
く
表
れ
る
と

こ
ろ
か
ら
請
負
や
作
業
受
委
託
が
そ
れ
ほ
ど
進
ん
で
い
な
い
と
こ

ろ
ま
で
、
多
様
に
分
布
し
て
い
る
。
た
だ
し
生
産
組
合
の
下
、
個

別
農
家
の
認
定
農
業
者
に
よ
る
バ
ラ
バ
ラ
の
借
地
や
受
託
の
展
開

よ
り
も
、
共
同
所
有
・
共
同
利
用
や
一
部
の
農
家
に
よ
る
受
託
な

ど
、
生
産
組
合
を
下
地
に
集
落
営
農
の
形
で
の
作
業
受
委
託
の
面

積
が
大
き
い
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

３
、
集
落
営
農
の
次
へ
の
展
開

�
熟
度
の
異
な
る
集
落
営
農

：

組
織
率
で
ト
ッ
プ
を
行
く
佐
賀
の

集
落
営
農
だ
が
、
そ
の
内
実
は
多
様
で
あ
る
。
設
立
時
に
計
画
し

た
五
年
後
の
法
人
化
の
課
題
も
現
況
は
そ
う
簡
単
で
は
な
い
。
集

落
営
農
の
中
身
は
異
な
り
、
熟
度
が
異
な
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
佐
賀
県
の
水
田
地
帯
の
あ
る
管
内
の
集
落
営
農
を
熟
度

別
に
見
た
も
の
が
あ
る
。
一
一
年
の
時
点
で
、
以
下
の
「
五
段
階

に
よ
る
組
織
の
熟
度
分
類
」
を
行
っ
た
も
の
だ
が
、
組
織
運
営
強

化
の
目
安
と
し
て
、
第
一
段
階
（
共
同
作
業
）
は
、
米
・
麦
・
大

豆
の
主
要
三
作
物
か
ら
一
作
目
以
上
で
基
幹
二
作
業
以
上
を
共
同

で
実
施
す
る
も
の
。
第
二
段
階
（
共
同
利
用
）
は
、
主
要
作
物
で

二
作
物
以
上
の
機
械
の
共
同
利
用
を
行
う
組
織
で
、
基
幹
二
作
業

以
上
の
機
械
の
共
同
利
用
を
行
う
も
の
。
共
同
利
用
だ
が
、
全
員

作
業
方
式
と
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
へ
の
担
い
手
集
約
方
式
の
両
方
を
含

む
と
し
て
い
る
。
第
三
段
階
（
農
地
利
用
調
整
）
は
、
転
作
の
Ｂ

Ｒ
と
稲
・
麦
類
の
品
種
毎
の
団
地
化
実
施
が
可
能
な
農
地
調
整
機

能
を
持
つ
も
の
。
第
四
段
階
（
経
理
の
完
全
実
施
）
は
、
収
支
を

計
算
し
て
組
合
員
へ
と
配
分
す
る
利
益
配
分
方
式
を
行
う
組
織
で

配
分
方
式
は
特
に
問
わ
な
い
と
し
て
い
る
。第
五
段
階（
法
人
化
）

は
組
織
内
の
合
意
が
形
成
さ
れ
法
人
化
を
目
指
す
組
織
で
あ
る
。

な
お
こ
の
段
階
区
分
は
必
ず
し
も
発
展
段
階
を
表
す
も
の
で
も
な
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い
が
、
一
つ
の
選
択
肢
し
か
選
べ
な
い
調
査
の
よ
う
で
、
第
一
段

階
が
二
四
％
、
第
二
段
階
が
一
五
％
、
第
三
段
階
が
二
四
％
、
第

四
段
階
が
一
％
、
第
五
段
階
が
四
％
で
あ
る
。
合
計
は
一
〇
〇
％

に
な
ら
な
い
が
未
記
入
の
も
の
が
多
か
っ
た
た
め
と
み
ら
れ
る
。

た
だ
、
第
一
段
階
共
同
作
業
と
第
三
段
階
農
地
利
用
調
整
の
割
合

が
大
き
い
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
よ
う
に
多
様
な
レ
ベ
ル
に
あ
る
佐
賀
の
集
落
営
農
組
織

を
、
経
営
体
と
し
て
十
分
な
条
件
を
満
た
し
て
い
る
と
み
な
す
こ

と
は
大
変
難
し
い
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
だ
け
た
と
思
う
が
、
農

業
セ
ン
サ
ス
は
多
様
な
性
格
の
佐
賀
の
集
落
営
農
を
一
つ
の
も
の

と
し
て
お
さ
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
集
落
営
農
組
織
を
構
成
す
る

農
家
は
、
一
〇
年
セ
ン
サ
ス
で
は
、
集
落
営
農
組
織
で
生
産
・
販

売
を
行
っ
て
い
る
コ
メ
等
以
外
に
個
人
で
野
菜
や
畜
産
な
ど
の
生

産
・
販
売
を
し
て
い
な
け
れ
ば
、
農
家
と
し
て
計
上
さ
れ
な
い
か

ら
で
あ
る
。
た
め
に
構
成
農
家
に
基
幹
的
農
業
従
事
者
に
該
当
す

る
者
が
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
計
上
さ
れ
な
く
な
っ
た
。
そ
の

た
め
、
過
去
年
次
と
の
単
純
比
較
が
で
き
な
い
。
佐
賀
県
の
農
家

数
は
、
九
〇
年
五
〇
、
二
九
六
、
九
五
年
四
四
、
八
六
二
、
〇
〇

年
四
一
、
一
三
五
、
〇
五
年
三
七
、
九
一
九
だ
っ
た
が
、
一
〇
年

は
二
五
、
一
〇
八
と
、
五
年
前
の
農
家
数
の
六
六
％
に
激
減
す
る

の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
営
農
集
団
組
織
が
発
足
し
た
と
な
る
と
、

構
成
農
家
は
農
家
と
し
て
計
上
さ
れ
な
い
こ
と
に
依
る
か
ら
で
あ

る
。

一
一
年
度
の
農
業
白
書
で
、
都
府
県
別
の
集
落
営
農
の
耕
地
面

積
カ
バ
ー
率
（
〇
九
年
の
集
落
営
農
調
査
に
よ
る
経
営
耕
地
面
積

を
同
年
の
県
の
耕
地
面
積
で
除
し
た
）
と
〇
五
年
と
一
〇
年
度
の

農
林
業
セ
ン
サ
ス
に
よ
る
販
売
農
家
減
少
率
を
示
す
図
で
、
佐
賀

県
の
耕
地
面
積
カ
バ
ー
率
は
四
割
を
大
き
く
上
回
っ
て
全
国
ト
ッ

プ
に
あ
る
こ
と
が
分
か
る
が
、
販
売
農
家
率
減
少
率
は
逆
に
五
年

前
の
四
割
の
水
準
に
あ
り
驚
か
さ
れ
た
。
セ
ン
サ
ス
の
農
家
把
握

の
仕
方
に
議
論
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。

�
期
待
さ
れ
る
集
落
営
農
の
中
身

：

一
一
年
度
に
県
が
全
組
織
を

対
象
に
調
査
し
た
集
落
営
農
組
織
実
態
調
査
で
は
、
集
落
営
農
組

織
が
目
指
す
べ
き
姿
と
し
て
は
機
械
の
共
同
利
用
、
団
地
化
に
よ

り
低
コ
ス
ト
化
を
図
る
も
の
が
圧
倒
的
で
、
露
地
野
菜
な
ど
の
新

規
作
物
の
導
入
等
に
賛
意
を
示
す
も
の
は
少
な
か
っ
た
。
そ
し
て

今
後
も
集
落
営
農
組
織
は
「
必
要
」
と
答
え
た
集
落
営
農
の
責
任

者
が
二
四
五
、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
必
要
な
い
」
が
四
七
、「
現
状

で
は
判
断
が
つ
か
な
い
」
が
一
六
二
で
あ
り
、
意
外
に
意
見
が
分

か
れ
て
い
る
。
必
要
と
す
る
も
の
は
、
複
数
回
答
だ
が
、
地
域
の

農
地
を
守
る
担
い
手
（
受
け
皿
）
と
し
て
必
要
の
選
択
を
ト
ッ
プ

に
、
す
で
に
組
織
が
出
来
上
が
っ
て
い
る
こ
と
、
生
産
コ
ス
ト
を

引
き
下
げ
る
こ
と
が
可
能
、
大
型
機
械
で
省
力
化
、
す
で
に
補
助

事
業
で
大
型
機
化
が
入
っ
て
い
る
か
ら
等
々
、
多
様
だ
が
、
機
械

作
業
の
効
率
性
を
指
摘
す
る
者
が
多
い
の
が
よ
く
わ
か
る
。
一

方
、
必
要
な
い
と
す
る
も
の
は
、
事
業
等
で
経
営
面
積
の
下
限
な
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ど
の
要
件
が
な
い
な
ら
不
要
、
機
械
利
用
組
合
で
十
分
、
自
分
の

都
合
で
作
業
を
し
た
い
と
か
、
と
し
て
お
り
、
事
業
が
ら
み
の
要

件
の
た
め
に
集
落
営
農
が
必
要
だ
っ
た
の
だ
と
受
け
取
っ
て
い
る

も
の
が
い
る
こ
と
、
ま
た
共
有
機
械
を
使
う
だ
け
で
よ
い
と
し
て

い
る
も
の
も
い
る
。
ま
た
現
状
で
は
判
断
が
付
か
な
い
の
は
、
現

状
の
機
械
利
用
の
方
式
等
で
満
足
と
す
る
も
の
が
多
い
か
ら
の
よ

う
に
見
え
る
の
で
あ
る
。

と
い
う
こ
と
は
、
五
年
以
内
に
法
人
化
と
い
う
方
向
は
、
機
械

利
用
組
合
の
あ
り
方
も
多
様
だ
が
、
こ
れ
の
強
化
に
集
落
営
農
組

織
の
法
人
化
の
み
が
必
要
か
ど
う
か
、
法
人
化
が
そ
の
方
向
を
強

化
す
る
か
、
が
論
点
に
な
ろ
う
。
と
り
わ
け
担
い
手
の
明
確
化
や

発
展
方
向
の
ビ
ジ
ョ
ン
化
で
、
作
業
受
託
の
主
た
る
受
け
手
は
あ

る
程
度
明
確
化
で
き
て
も
、
農
地
の
集
積
等
を
図
る
特
定
の
担
い

手
を
集
落
で
決
め
る
段
階
に
な
い
集
落
営
農
も
多
い
と
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
検
討
さ
れ
て
い
る
法
人
化
は
、
コ
ン
バ
イ
ン
な
ど
を

共
同
化
し
て
い
る
が
田
植
え
機
や
防
除
機
が
個
別
の
場
合
、
田
植

え
機
と
常
用
管
理
機
も
共
同
化
す
る
方
向
と
一
部
に
農
地
集
積
を

含
め
た
場
合
の
法
人
化
を
初
期
の
そ
れ
と
し
て
、
す
で
に
中
心
と

な
る
構
成
員
が
複
数
い
る
場
合
は
法
人
化
で
こ
れ
ら
に
農
地
を
集

積
さ
せ
る
方
向
を
考
え
て
い
る
よ
う
だ
。
さ
ら
に
す
で
に
中
心
と

な
る
構
成
員
と
こ
の
外
に
認
定
農
業
者
が
い
る
場
合
は
、
構
成
員

へ
の
農
地
集
積
と
認
定
農
業
者
へ
の
農
地
集
積
を
と
も
に
考
え
る

法
人
化
も
検
討
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

法
人
化
へ
の
議
論
を
そ
れ
ぞ
れ
の
集
落
営
農
で
す
で
に
始
め
て

い
る
が
、
ま
ず
は
数
集
落
で
持
っ
て
い
る
共
乾
施
設
を
核
に
法
人

化
を
進
め
る
考
え
も
あ
る
よ
う
だ
。
熟
度
の
違
い
を
基
本
に
、
法

人
化
に
一
気
に
向
か
う
組
織
は
そ
う
多
く
は
な
い
で
あ
ろ
う
し
、

ま
た
法
人
化
の
内
容
そ
の
も
の
に
も
工
夫
や
柔
軟
性
が
要
り
そ
う

で
あ
る
。
そ
う
し
た
こ
と
を
支
援
で
き
る
政
策
な
り
支
援
策
で
あ

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

４
、
戸
別
所
得
補
償
と
コ
メ
の
生
産
枠
の
県
間
調
整

戸
別
所
得
補
償
で
佐
賀
の
大
豆
は
主
食
米
を
は
る
か
に
上
回

る
。
と
い
う
こ
と
は
、
割
り
当
て
ら
れ
た
コ
メ
生
産
枠
を
他
県
に

譲
っ
た
と
し
て
も
、
大
豆
が
増
反
さ
れ
れ
ば
損
は
な
い
。
コ
メ
の

戸
別
所
得
補
償
の
反
一
万
五
千
円
は
入
ら
な
い
が
、
そ
れ
と
同
額

の
二
毛
作
助
成
が
入
っ
て
く
る
。
さ
ら
に
譲
っ
た
相
手
県
か
ら
さ

ら
に
一
定
の
額
が
送
ら
れ
て
も
く
る
。

か
く
し
て
自
民
党
政
権
の
末
期
に
始
ま
っ
た
県
間
調
整
は
民
主

党
の
政
権
下
で
も
さ
ら
に
伸
び
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
。
し
か

し
、
自
民
党
政
権
下
で
は
こ
れ
が
起
き
な
い
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て

い
た
の
だ
が
、
新
潟
に
佐
賀
の
コ
メ
の
枠
を
譲
る
ほ
ど
に
、
翌
年

の
農
水
省
の
佐
賀
県
に
対
す
る
コ
メ
の
割
当
枠
が
削
減
さ
れ
る
結

果
と
な
っ
た
。
こ
の
点
は
、
本
誌
の
品
川
論
文
が
詳
し
い
の
で
略

す
が
、
し
か
し
計
算
だ
け
か
ら
い
え
ば
、
大
豆
の
有
利
性
は
明
ら
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か
だ
か
ら
、
コ
メ
の
枠
を
他
県
に
譲
る
こ
と
に
大
き
な
支
障
は
な

い
よ
う
に
見
え
る
。
だ
が
、
日
本
の
農
政
は
コ
メ
を
主
に
な
さ
れ

て
き
た
の
で
、
政
権
の
交
代
を
含
め
て
、
主
食
の
コ
メ
の
枠
は
確

保
し
て
お
い
た
方
が
よ
い
と
の
根
強
い
考
え
が
農
民
や
農
業
団

体
、あ
る
い
は
自
治
体
関
係
者
に
あ
る
。コ
メ
を
生
産
す
る
権
利
、

す
な
わ
ち
コ
メ
生
産
権
を
保
持
し
て
お
く
こ
と
が
今
後
の
農
政
に

対
し
て
一
種
の
担
保
・
強
力
な
保
証
に
も
な
る
の
で
、
一
二
年
は

佐
賀
は
他
県
に
譲
る
こ
と
を
止
め
た
の
で
あ
る
。
市
場
を
使
っ
て

の
コ
メ
の
生
産
枠
の
譲
渡
・
あ
る
い
は
転
作
枠
の
譲
渡
と
い
う
政

策
は
、
Ｅ
Ｕ
の
酪
農
生
乳
枠
の
譲
渡
と
同
じ
よ
う
に
、
適
地
適
産

・
適
者
適
産
に
向
か
う
一
つ
の
有
力
な
政
策
ツ
ー
ル
と
期
待
し
た

の
が
、
再
び
、
市
町
村
内
、
市
町
村
間
、
と
い
う
県
内
の
調
整
に

留
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
惜
し
い
こ
と
で
あ
る
。
不
足

す
る
国
産
の
大
豆
・
麦
の
増
産
に
佐
賀
県
は
も
っ
と
貢
献
す
る
は

ず
だ
っ
た
。
枠
の
譲
渡
を
奨
励
す
る
政
策
は
途
中
で
各
県
に
割
り

当
て
る
農
水
省
の
枠
の
原
則
維
持
等
、
変
更
し
な
い
こ
と
が
大
原

則
で
あ
る
。
市
町
村
内
の
枠
の
譲
渡
や
市
町
村
間
の
譲
渡
は
、
そ

れ
を
も
っ
て
翌
年
の
県
か
ら
の
市
町
村
へ
の
配
分
に
は
反
映
さ
せ

て
い
な
い
の
で
あ
る
。
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た
。
現
地
調
査
で
は
、
久
富
西
営
農
生

産
組
合
、
嘉
瀬
地
区
共
乾
施
設
利
用
組
合
、
南
部
地
域
大

豆
共
乾
利
用
組
合
（
Ｊ
Ａ
佐
城
南
部
地
域
大
豆
共
同
乾
燥

調
製
施
設
）、西
川
副
地
区
営
農
組
合
を
訪
問
す
る
こ
と
が

で
き
、
組
合
長
を
は
じ
め
農
家
の
方
々
、
農
協
、
佐
賀
市

の
担
当
者
に
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
た
。
Ｊ
Ａ
佐
賀
中

央
会
に
は
現
地
調
査
を
含
め
全
体
の
調
整
を
行
っ
て
い
た

だ
い
た
。
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

集団栽培から集落営農へ ��������������������������
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１
、
日
本
農
業
に
お
け
る
集
落
営
農
の
大
局
的
な
展

開
過
程

�
農
業
構
造
再
編
は
最
後
の
崖
っ
ぷ
ち
に
さ
し
か
か
っ
た

日
本
農
業
は
今
、
長
ら
く
労
働
力
の
中
心
部
分
を
担
っ
て
き
た

昭
和
一
桁
世
代
の
本
格
的
な
リ
タ
イ
ア
の
時
期
に
突
入
し
つ
つ
あ

る
。
統
計
上
の
制
約
か
ら
、
一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年
二
月
一

日
〜
一
九
三
五
（
昭
和
一
〇
）
年
一
月
三
一
日
生
ま
れ
ま
で
を
便

宜
的
に
昭
和
一
桁
世
代
と
す
れ
ば
、
一
九
九
五
年
に
は
一
四
六
万

人
の
農
業
就
業
人
口
で
、
全
体
の
三
五
％
を
占
め
た
一
桁
世
代
は

二
〇
〇
五
年
に
は
依
然
と
し
て
一
一
一
万
人
で
三
三
％
を
占
め
て

い
た
。
し
か
し
、
二
〇
一
〇
年
に
は
そ
の
数
は
一
挙
に
六
〇
万
人

へ
と
半
減
し
、
割
合
も
二
三
％
に
後
退
し
た
。
こ
こ
で
、
担
い
手

継
承
に
失
敗
す
れ
ば
、
日
本
農
業
は
内
部
崩
壊
の
崖
っ
ぷ
ち
に
立

た
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
農
業
構
造
問
題
の
現
局
面
を
象
徴
的
に
示
す
四
つ
の

事
実
を
簡
潔
に
確
認
し
て
お
こ
う
�
。

第
一
は
、
認
定
農
業
者
数
が
一
九
九
三
年
の
制
度
発
足
以
来
、

初
め
て
減
少
す
る
事
態
に
至
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
上
述

の
昭
和
一
桁
世
代
の
リ
タ
イ
ア
が
濃
い
影
を
落
と
す
と
と
も
に
、

他
方
で
は
戸
別
所
得
補
償
制
度
に
変
わ
っ
た
担
い
手
政
策
が
「
認

定
農
業
者
」
と
い
っ
た
制
度
的
要
件
を
必
要
と
し
な
く
な
っ
た
こ

と
が
影
響
を
与
え
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
家
族
農
業
経
営
が

順
調
な
再
生
産
を
行
い
え
な
い
事
態
に
陥
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て

い
る
。

第
二
は
、
家
族
農
業
経
営
の
脆
弱
化
を
補
完
・
代
替
す
る
目
的

で
組
織
化
さ
れ
て
き
た
集
落
営
農
に
お
い
て
非
法
人
の
集
落
営
農

や
特
定
農
業
団
体
と
い
っ
た
緩
や
か
な
組
織
で
二
〇
〇
九
年
以
降

減
少
局
面
に
入
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
集
落
営
農
全
体
は
依
然
と
し

て
増
加
局
面
に
あ
る
と
は
い
え
、
そ
の
裾
野
を
な
す
両
組
織
で
の

東
京
農
業
大
学
教
授

谷
口

信
和

佐
賀
県
に
お
け
る
集
落
営
農
組
織
の

現
段
階
と
今
後
の
課
題

農村と都市をむすぶ２０１２．１２
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減
少
へ
の
転
換
は
、
一
集
落
を
基
礎
と
し
た
集
落
営
農
が
二
〇
一

二
年
に
初
め
て
減
少
に
転
じ
た
こ
と
、
東
北
、
関
東
・
東
山
、
近

畿
と
い
っ
た
有
力
な
農
業
地
域
で
は
集
落
営
農
数
全
体
が
減
少
し

始
め
た
こ
と
と
相
ま
っ
て
、
家
族
経
営
の
危
機
が
集
落
営
農
の
危

機
に
つ
な
が
り
始
め
た
兆
候
と
と
ら
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

第
三
は
、
こ
う
し
た
中
で
新
規
学
卒
就
農
の
仕
方
に
重
要
な
変

化
が
生
ま
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
二
〇
一
〇
年
ま

で
は
農
家
出
身
の
自
営
就
農
者
数
が
、
農
家
出
身
の
雇
用
就
農
者

と
非
農
家
出
身
の
雇
用
就
農
者
を
合
わ
せ
た
雇
用
就
農
者
数
よ
り

も
多
か
っ
た
が
、
二
〇
一
一
年
に
は
後
者
に
逆
転
さ
れ
る
事
態
が

発
生
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
農
家
出
身
の
雇
用
就
農
者
数

が
一
〇
年
の
二
六
〇
人
か
ら
一
一
年
の
五
四
〇
人
へ
と
倍
増
す
る

状
況
が
生
ま
れ
た
こ
と
が
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
つ
ま

り
、
家
族
農
業
経
営
の
枠
内
で
農
業
後
継
者
が
確
保
さ
れ
る
時
代

か
ら
、
家
族
経
営
の
枠
外
の
法
人
経
営
な
ど
へ
の
学
卒
就
農
と
い

う
新
し
い
就
業
ル
ー
ト
が
重
要
な
意
味
を
も
つ
時
代
へ
の
移
行
が

着
実
に
始
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

第
四
は
、
こ
う
し
た
状
況
に
対
応
す
べ
く
、
地
域
農
業
に
お
い

て
「
最
後
の
担
い
手
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
Ｊ
Ａ
出
資
農
業

生
産
法
人
が
着
実
に
増
加
を
続
け
る
と
と
も
に
、単
に「
担
い
手
」

の
地
位
に
止
ま
る
の
で
は
な
く
、「
地
域
農
業
の
最
後
の
守
り
手
」

と
し
て
の
役
割
を
拡
大
し
て
き
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
一
方
で
は
Ｊ
Ａ
出
資
法
人
が
水
田
農
業
か
ら
畑
作
（
露
地
野

菜
作
）
・
施
設
園
芸
・
果
樹
作
・
畜
産
・
酪
農
へ
と
作
目
・
畜
種

を
広
げ
る
動
き
が
強
ま
る
と
と
も
に
、
他
方
で
は
「
担
い
手
育
成

・
新
規
就
農
研
修
事
業
」
と
い
っ
た
新
し
い
領
域
に
着
手
す
る
法

人
が
激
増
し
て
い
る
こ
と
が
そ
れ
で
あ
る
。

�
全
国
の
集
落
営
農
の
発
展
過
程

集
落
営
農
は
、
以
上
の
よ
う
な
担
い
手
問
題
に
お
け
る
困
難
を

打
開
す
る
一
つ
の
道
と
し
て
選
択
さ
れ
て
き
た
と
い
っ
て
よ
い
。

し
か
し
、
集
落
営
農
が
独
自
に
農
林
統
計
の
対
象
と
し
て
把
握
さ

れ
た
の
は
二
〇
〇
五
年
か
ら
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
は
〇
七
年
度
か

ら
実
施
さ
れ
る
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
に
お
い
て
担
い
手
の

一
角
に
集
落
営
農
が
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
こ
と

に
対
応
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
「
集
落
営
農
実
態
調
査
」
に
お
い
て
は
、�「
集
落
営
農
」

と
は
、
集
落
を
単
位
と
し
て
農
業
生
産
過
程
に
お
け
る
一
部
又
は

全
部
に
つ
い
て
の
共
同
化
・
統
一
化
に
関
す
る
合
意
の
下
に
実
施

さ
れ
る
営
農
を
い
う
�と
定
義
さ
れ
て
い
る
。集
落
に
つ
い
て
は
、

一
方
で
大
規
模
な
集
落
の
中
に「
組
」な
ど
実
質
的
に
集
落
の
機
能

を
も
っ
た
、
よ
り
小
さ
な
単
位
が
あ
る
場
合
は
、
こ
れ
を
集
落
営

農
の
単
位
と
す
る
と
と
も
に
、
他
方
で
は
複
数
の
集
落
を
一
つ
の

単
位
と
し
て
構
成
さ
れ
る
営
農
を
も
含
む
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
も
容
易
に
推
し
量
る
こ
と
が
で
き
よ
う
に
、集
落
営
農
は

そ
の
規
模
を
み
た
だ
け
で
も
相
当
の
幅
が
あ
る
組
織
形
態
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
佐
賀
県
の
集
落
営
農
の
性
格
を
見
極
め
る
た
め
に
、

佐賀県における集落営農組織の現段階と今後の課題 ��������������
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そ
も
そ
も
集
落
営
農
と
よ
ば
れ
る
組
織
の
大
局
的
な
発
展
過
程
を

ま
と
め
て
お
こ
う
。
筆
者
は
水
田
農
業
を
中
心
に
し
た
集
落
営
農

の
今
日
に
至
る
発
展
過
程
を
三
段
階
で
捉
え
て
い
る
。

第
一
段
階
は
一
九
六
〇
年
代
末
〜
一
九
七
〇
年
代
末
ま
で
の
水

稲
作
に
お
け
る
生
産
組
織
の
段
階
で
あ
る
。
家
族
経
営
は
健
在
だ

が
、
脆
弱
化
が
進
行
す
る
の
に
対
応
し
て
、
こ
れ
を
補
完
す
る
組

織
と
し
て
結
成
さ
れ
た
の
が
生
産
組
織
だ
と
理
解
し
て
お
き
た

い
。
水
稲
作
に
お
け
る
機
械
・
施
設
の
共
同
所
有
・
利
用
組
織
と

し
て
結
成
さ
れ
た
生
産
組
織
は
、
一
方
で
機
械
・
施
設
の
家
族
農

業
経
営
に
よ
る
個
別
導
入
、
他
方
で
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
自
立
化
に

よ
り
解
体
・
再
編
の
時
代
を
迎
え
る
。

第
二
段
階
は
一
九
七
〇
年
代
末
〜
九
〇
年
代
末
の
や
や
長
期
に

渡
っ
た
水
田
転
作
に
関
わ
る
生
産
組
織
の
段
階
で
あ
る
。
水
田
利

用
再
編
対
策
（
一
九
七
八
年
起
点
）
か
ら
始
ま
っ
た
転
作
率
の
上

昇
に
伴
う
麦
・
大
豆
・
飼
料
作
物
の
作
付
割
合
拡
大
は
、
水
稲
作

農
家
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
転
作
作
物
収
穫
機
械
の
未
装
備
と
相
ま

っ
て
、
転
作
に
お
け
る
生
産
組
織
化
の
進
展
を
み
た
。

重
要
な
点
は
大
面
積
を
カ
バ
ー
す
る
麦
・
大
豆
・
飼
料
作
物
の

転
作
で
は
生
産
組
織
が
主
た
る
担
い
手
の
地
位
を
獲
得
し
た
も
の

の
、
稲
作
に
お
い
て
は
家
族
労
働
力
と
機
械
装
備
の
水
準
に
合
わ

せ
て
比
較
的
小
規
模
な
家
族
経
営
に
お
い
て
も
耕
作
か
ら
の
撤
退

は
徐
々
に
し
か
進
行
し
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
転
作
生
産
組
織

の
一
部
は
か
つ
て
の
稲
作
生
産
組
織
と
同
様
に
、
部
分
的
に
は
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
の
自
立
化
に
伴
う
解
体
・
再
編
の
運
命
を
た
ど
る
こ

と
に
な
っ
た
。
と
く
に
一
九
九
三
年
の
「
平
成
の
米
騒
動
」
後
の

転
作
の
緩
和
を
通
じ
て
多
く
の
転
作
生
産
組
織
が
解
散
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。

第
三
段
階
は
二
〇
〇
〇
年
以
降
で
、
転
作
と
水
稲
作
の
両
者
を

通
じ
て
水
田
農
業
全
体
の
生
産
組
織
化
が
進
展
し
た
段
階
で
あ

り
、
文
字
通
り
集
落
営
農
の
組
織
化
が
進
ん
だ
段
階
で
あ
る
。
そ

こ
に
は
、
生
産
調
整
の
再
強
化
と
、
昭
和
一
桁
世
代
の
本
格
的
な

リ
タ
イ
ア
開
始
が
濃
い
影
を
落
と
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
家
族
経
営
の
脆
弱
化
が
深
化
し
、
単
な
る
そ
の
補

完
で
は
な
く
、
代
替
の
役
割
を
担
っ
て
水
田
農
業
全
体
に
対
し
て

組
織
化
さ
れ
た
の
が
集
落
営
農
だ
と
理
解
し
て
お
き
た
い
。
こ
う

し
た
方
向
は
担
い
手
経
営
安
定
対
策（
二
〇
〇
三
年
度
〜
）�
か
ら

品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
（
二
〇
〇
七
年
度
〜
）、戸
別
所
得
補

償
政
策（
二
〇
一
〇
年
度
〜
）に
お
け
る
水
田
農
業
の
担
い
手
と
し

て
の
集
落
営
農
の
認
知
と
し
て
定
着
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

以
上
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
依
然
と
し
て
家
族
経
営
が
強
固
で

あ
り
、農
業
生
産
の
重
要
な
役
割
を
担
い
き
れ
る
と
こ
ろ
で
は
生
産

組
織
や
集
落
営
農
の
役
割
は
相
対
的
に
小
さ
い
も
の
と
み
て
よ
い
。

２
、
佐
賀
県
農
業
に
お
け
る
集
落
営
農
の
急
成
長
と

今
後
の
課
題

�
佐
賀
県
に
お
け
る
集
落
営
農
の
急
成
長
と
そ
の
特
徴

������������� 佐賀県における集落営農組織の現段階と今後の課題
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以
上
の
前
提
的
な
考
察
を
踏
ま
え
て
、
佐
賀
県
の
集
落
営
農
の

実
態
を
概
観
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

表
１
は
「
集
落
営
農
実
態
調
査
」
に
よ
っ
て
、
二
〇
一
二
年
の

集
落
営
農
数
が
五
〇
〇
以
上
の
県
に
つ
い
て
、
〇
五
年
以
降
の
動

向
を
み
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
第
一
に
、
集
落
営
農
が
多
く
設
立
さ
れ
た
一

三
県
は
、
①
都
府
県
全
体
以
上
の
ス
ピ
ー
ド
で
設
立
さ
れ
た
東
北

〜
新
潟
の
東
日
本
の
諸
県
及
び
佐
賀
・
大
分
の
九
州
の
二
県
と
、

②
以
前
か
ら
集
落
営
農
の
設
立
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
富

山
か
ら
福
岡
ま
で
の
西
日
本
の
諸
県
に
区
分
さ
れ
る
。

第
二
に
、
二
〇
〇
五
年
以
降
の
設
立
ス
ピ
ー
ド
が
速
か
っ
た
諸

県
の
設
立
数
の
ピ
ー
ク
は
戸
別
所
得
補
償
制
度
が
導
入
さ
れ
た
二

〇
一
〇
〜
一
二
年
に
か
け
て
集
中
し
て
い
る
中
で
、
佐
賀
県
は
ひ

と
り
二
〇
〇
七
年
の
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
の
導
入
時
に
い

ち
早
く
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
以
後
は
継
続
的
に
減
少
す
る
特
異
な
動

向
を
示
し
て
い
る
。

第
三
に
、
二
〇
〇
六
〜
〇
七
年
の
設
立
数
の
増
加
を
み
る
と
、

佐
賀
県
は
一
年
で
倍
増
以
上
を
達
成
し
、
ど
の
他
県
よ
り
も
著
し

い
増
加
を
示
し
た
。
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
へ
の
対
応
と
し

て
集
落
営
農
が
選
択
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

第
四
に
、
二
〇
一
二
年
段
階
の
集
落
営
農
の
法
人
化
率
を
み
る

と
、
佐
賀
県
は
六
法
人
で
一
・
〇
％
と
上
述
の
①
、
②
の
ど
ち
ら

の
グ
ル
ー
プ
の
諸
県
と
比
べ
て
も
際
だ
っ
て
低
い
こ
と
が
明
ら
か

表１ ２０１２年に集落営農数が５００を超える県の集落営農数の動向

（注）１．網掛けは以下の場合に付けた。
①実数では対前年で減少した場合。
②２０１２年／２００５年の比では都府県平均を下回った場合。
③法人化率では都府県平均を上回った場合。

２．太字は設立数のピークの年を示す。
（出所）農水省「集落営農実態調査」により作成。
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で
あ
る
。
法
人
化
率
は
両
グ
ル
ー
プ
と
も
内
部
の
バ
ラ
ツ
キ
が
大

き
く
、
法
人
化
に
向
け
た
県
ご
と
の
主
体
的
な
取
り
組
み
の
差
違

が
影
響
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ち
な
み
に
、
集
落
営
農
組
織
化
で
先
行
し
た
①
グ
ル
ー
プ
で

も
、
富
山
・
福
井
・
広
島
で
は
法
人
化
率
が
高
い
反
面
、
滋
賀
や

兵
庫
は
余
り
高
く
は
な
い
。
ま
た
、
後
発
的
な
集
落
営
農
組
織
化

グ
ル
ー
プ
②

の
う
ち
、
新

潟
・
大
分
・

秋
田
で
は
高

く
、
岩
手
・

宮
城
・
山
形

で
は
低
い
と

い
う
差
違
が

存
在
し
て
い

る
。そ

こ
で
、

表
２
に
よ
っ

て
、
よ
り
直

接
的
に
品
目

横
断
的
経
営

安

定

対

策

（
後
に
水
田

・
畑
作
経
営
所
得
安
定
対
策
）
に
加
入
し
て
い
る
集
落
営
農
の
動

向
を
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
第
一
に
、
佐
賀
県

は
二
〇
〇
七
〜
〇
八
年
段
階
で
、
今
日
の
戸
別
所
得
補
償
制
度
加

入
組
織
の
ほ
と
ん
ど
が
す
で
に
経
営
所
得
安
定
対
策
に
加
入
し
て

い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
そ
の
後
の
新
規
加
入
は

わ
ず
か
し
か
な
く
、
こ
の
意
味
で
は
担
い
手
と
し
て
の
集
落
営
農

の
組
織
化
は
品
目
横
断
対
策
対
応
で
完
了
し
て
い
た
こ
と
が
分
か

る
。第

二
に
、
二
〇
〇
八
年
段
階
で
七
一
・
二
％
と
高
か
っ
た
集
落

営
農
全
体
に
占
め
る
制
度
加
入
率
は
、
加
入
組
織
が
わ
ず
か
し
か

増
加
し
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
二
年
に
は
七
八
・
五
％

に
ま
で
高
ま
っ
て
い
る
の
は
、
加
入
組
織
以
外
の
集
落
営
農
が
減

少
し
た
た
め
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
制
度
加
入
要
件
を
満
た
さ

な
い
よ
う
な
集
落
営
農
が
徐
々
に
解
散
・
再
編
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
結
果
で
は
な
い
か
と
判
断
さ
れ
る
。

以
上
の
事
実
は
品
目
横
断
対
策
対
応
で
組
織
化
さ
れ
た
佐
賀
県

の
集
落
営
農
の
内
実
に
対
す
る
我
々
の
関
心
を
呼
び
起
こ
す
も
の

で
あ
る
。

表
３
は
、
佐
賀
県
に
お
け
る
担
い
手
の
品
目
横
断
対
策
へ
の
対

応
状
況
を
全
国
と
比
較
し
な
が
ら
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に

よ
る
と
、
第
一
に
、
加
入
申
請
数
・
作
付
計
画
面
積
に
お
け
る
佐

賀
県
の
集
落
営
農
組
織
の
圧
倒
的
な
高
さ
が
明
ら
か
で
あ
る
。

第
二
に
、
全
体
の
作
付
計
画
面
積
に
対
す
る
加
入
申
請
者
の
割

表２ 品目横断的経営所得安定対策・戸別所得補償加入
集落営農数

（注）網掛けは以下の基準で付けた。
①集落営農数についたは対前年で減少した場合。
②２０１２年／２００８年の比では都府県平均を下回った場合。
③制度加入率（品目横断対策や戸別所得補償に加入した集落営農の割合）
では都府県平均以上の場合。
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合
を
示
す
カ
バ
ー
率
（
担
い
手
へ
の
作
付
集
積
率
）
は
佐
賀
県
が

全
国
に
比
べ
て
高
い
だ
け
で
な
く
、
と
く
に
米
に
お
い
て
抜
き
ん

で
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
事
実
か
ら
み
る
限
り
、
佐
賀
県
に
お
い
て
は
集
落
営
農

に
よ
る
水
田
農
業
構
造
の
再
編
が
基
本
的
に
完
了
し
た
こ
と
に
な

る
。
そ
こ
で
、
果
た
し
て
そ
う
な
っ
て
い
る
の
か
の
実
像
に
迫
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

�
集
落
営
農
の
平
均
像

表
４
に
よ
っ
て
、
佐
賀
県
に
お
け
る
経
営
所
得
安
定
対
策
に
加

入
し
た
四
八
〇
の
集
落
営
農
の
平
均
的
な
姿
を
再
現
し
て
み
れ

ば
、
五
〇
ha
の
水
田
経
営
面
積
（
県
内
六
地
域
は
二
八
ha
か
ら
五

八
ha
ま
で
の
幅
が
あ
る
）
に
対
し
て
、
米
三
一
ha
、
麦
三
三
ha
、

大
豆
一
三
ha
の
計
七
七
ha
の
作
付
で
耕
地
利
用
率
が
一
五
四
％
と

い
う
高
度
な
土
地
利
用
体
系
を
実
現
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
す

る
。こ

の
土
地
利
用
体
系
を
よ
り
具
体
的
に
み
る
と
、
計
算
上
か
ら

は
、
①
二
毛
作
が
二
七
ha
あ

り
、
全
体
の
五
四
％
を
占
め

て
、
麦
＋
米
の
一
四
ha
×
二
と

麦
＋
大
豆
の
一
三
ha
×
二
か
ら

成
り
立
っ
て
い
る
ほ
か
、
②
一

毛
作
は
二
三
ha
で
、
米
一
七
ha

と
麦
六
ha
か
ら
成
り
立
っ
て
い

る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
は
裏

作
麦
＋
食
用
米
と
い
う
伝
統
的

な
「
米
麦
二
毛
作
体
系
」
に
匹

敵
す
る
「
麦
大
豆
二
毛
作
体

系
」
が
成
立
し
て
い
る
こ
と
が

表３ 水田経営所得安定対策の加入状況（平成２３年度）

表４ 佐賀県の集落営農の平均像
（平成２２年度経営所得安定対策）

（注）１．網掛けは関連する箇所で相対的に多い方に付けた。
２．カバー率は総作付面積に対する加入申請者の割合。

（出所）農水省「水田経営所得安定対策の加入状況」平成２３年８月２４日公表による。

（出所）「佐賀県集落営農実態調査」（平成２２年度）による。
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注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
表
５
に
示
し

た
よ
う
に
、
家
族
経
営
と
の
関
係
性

か
ら
み
た
集
落
営
農
の
特
徴
は
家
族

経
営
の
「
枝
番
方
式
」
と
し
て
の
組

織
化
に
す
ぎ
ず
、
機
械
の
共
同
所
有

・
共
同
利
用
組
織
の
地
位
に
止
ま
る

こ
と
で
あ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
共
同

所
有
・
共
同
利
用
の
枠
を
超
え
た
基

幹
作
業
に
お
け
る
共
同
化
の
取
り
組

み
が
着
実
に
進
展
し
て
こ
と
を
合
わ
せ
て
指
摘
し
て
お
く
べ
き
で

あ
る
。

表
６
に
よ
れ
ば
、
最
も
共
同
化
が
進
ん
で
い
る
の
は
家
族
経
営

が
独
自
の
機
械
（
コ
ン
バ
イ
ン
）
を
も
つ
こ
と
が
最
も
少
な
い
大

豆
で
、
耕
起
・
整
地
か
ら
収
穫
ま
で
の
二
七
〜
五
〇
％
を
共
同
化

し
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
次
ぐ
の
は
全
く
意
外

に
も
麦
で
は
な
く
米
で
、
逆
に
麦
は
い
ず
れ
の
指
標
で
も
最
も
低

い
水
準
に
止
ま
っ
て
い
る
。
全
体
と
し
て
四
〇
〜
五
〇
％
の
高
い

共
同
化
率
に
到
達
し
て
い
る
の
は
収
穫
で
あ
り
、
麦
大
豆
の
共
同

乾
燥
施
設
や
Ｃ
Ｅ（
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
）を
軸
に
し
て
、

水
田
農
業
の
生
産
組
織
化
が
進
ん
で
い
る
佐
賀
県
農
業
の
実
態
を

反
映
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
今
後
の
集
落
営
農
の
進
む
べ
き
方
向
と
し
て
め
ざ
さ

れ
て
い
る
の
は
何
か
。
こ
の
点
を
示
し
た
表
７
に
よ
れ
ば
、
こ
こ

で
も
機
械
の
共
同
利
用
や
団
地
化
を
通
じ
た
生
産
コ
ス
ト
の
低
減

が
八
五
・
九
％
に
も
達
し
て
、
米
・
麦
・
大
豆
の
機
械
・
施
設
の

利
用
組
合
と
し
て
組
織
さ
れ
て
い
る
佐
賀
県
の
集
落
営
農
の
特
質

を
よ
く
物
語
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
と
は
い
え
、
二
〇
％
弱
で
は

あ
れ
、
米
・
麦
・
大
豆
の
土
地
利
用
型
農
業
に
露
地
野
菜
な
ど
を

導
入
し
、
経
営
の
多
角
化
の
方
向
が
め
ざ
さ
れ
て
い
る
の
は
、
多

く
の
労
働
力
の
就
業
場
面
を
創
出
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

地
域
農
業
を
守
る
た
め
に
可
能
な
限
り

の
地
域
資
源
を
投
入
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

し
か
し
、
表
８
に
示
さ
れ
る
よ
う

に
、
集
落
営
農
の
今
後
の
可
能
性
に
関

し
て
は
、
今
後
も
必
要
と
考
え
て
い
る

の
が
五
二
・
二
％
と
意
外
に
少
な
く
、

一
／
三
強
の
三
四
・
五
％
が
現
状
で
は

判
断
が
つ
か
な
い
と
し
て
い
る
こ
と
は

や
や
驚
き
で
も
あ
る
。
こ
れ
は
政
治
情

勢
が
極
め
て
流
動
的
な
状
況
下
で
、
恐

ら
く
は
現
在
の
農
業
政
策
の
持
続
性
に

対
す
る
不
安
感
が
少
な
か
ら
ず
存
在
し

て
い
る
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
割
合
こ
そ
一

表５ 集落営農組織の活動内容
（複数回答）

表６ 基幹作業共同化の取り組み組織割合(%)

（出所）表４に同じ。

（注）１．整地は米の場合では代掻きをさす。
２．４６９組織についての数字。

（出所）表４に同じ。
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〇
％
に
止
ま
る
も
の
の
、
集
落
営
農
の
必
要
性
を
認
め
な
い
意
見

が
存
在
す
る
こ
と
に
も
注
意
を
払
う
こ
と
が
大
切
で
あ
ろ
う
。

�
今
後
の
課
題

以
上
の
考
察
に
基
づ
け
ば
、
佐
賀
県
の
集
落
営
農
は
全
国
的
な

集
落
営
農
の
発
展
段
階
に
即
し
て
み
る
と
、
第
二
段
階
に
止
ま
っ

て
い
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
そ
れ
は
一
面
で
は
佐
賀
県
の
家
族

農
業
経
営
の
相
対
的
な
強
靱
性
に
根
ざ
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、

他
面
で
は
補
助
金
政
策
対
応
的
な
組
織
化
の
性
格
が
強
い
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
の
問
題
は
、
佐
賀
県
に
お
い
て
は
本
稿

の
冒
頭
で
指
摘
し
た
よ
う
な
農
業
構
造
再
編
の
崖
っ
ぷ
ち
状
況
が

存
在
し
て
は
い
な
い
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
で
は
佐

賀
県
農
業
も
例
外
で
は
な
い
と
い
う
の
が
筆
者
の
見
方
で
あ
る
。

だ
と
す
れ
ば
、
法
人
化
を
い
ち
早
く
進
め
つ
つ
あ
る
他
の
諸
県
の

よ
う
に
、
集
落
営
農
の
経
営
体
と
し
て
の
内
実
を
作
り
上
げ
て
努

力
が
早
急
に
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
昭
和
一
桁
世
代
の
リ

タ
イ
ア
は
そ
れ
だ
け
大
き
な
影
響
を
も
つ
も
の
だ
と
い
う
危
機
意

識
の
共
有
化
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

（
注
）

�
よ
り
詳
し
く
は
、
谷
口
信
和
「
正
念
場
を
迎
え
た
担
い
手
問
題
に
Ｊ

Ａ
と
Ｊ
Ａ
出
資
農
業
生
産
法
人
は
ど
う
向
き
合
う
か
」『
月
刊

Ｊ

Ａ
』
二
〇
一
二
年
九
月
号
、
二
七
〜
三
〇
ペ
ー
ジ

：

谷
口
信
和
「
戸

別
所
得
補
償
制
度
本
格
実
施
下
に
お
け
る
農
業
構
造
問
題
の
現
局

面
」
Ｊ
Ａ
全
中
『
戸
別
所
得
補
償
制
度
本
格
実
施
下
に
お
け
る
Ｊ
Ａ

直
営
型
農
業
経
営
の
動
向
』
二
〇
一
二
年
六
月
、
一
〜
一
一
ペ
ー
ジ

を
参
照
さ
れ
た
い
。

�
集
落
営
農
と
い
う
呼
び
方
は
、
国
の
政
策
に
先
駆
け
て
こ
れ
ら
の
組

織
化
を
図
っ
て
き
た
富
山
県
・
滋
賀
県
・
島
根
県
な
ど
で
は
か
な
り

以
前
か
ら
使
用
さ
れ
て
い
た
が
、
国
レ
ベ
ル
で
は
二
〇
〇
二
年
一
二

月
に
決
定
さ
れ
た
「
米
政
策
改
革
大
綱
」
に
お
い
て
「
担
い
手
経
営

安
定
対
策
」
の
対
象
に
「
集
落
型
経
営
体
」
が
認
知
さ
れ
た
の
が
最

初
で
あ
る
。
谷
口
信
和
「
大
分
県
豊
後
高
田
市
に
お
け
る
集
落
型
経

営
体
の
可
能
性
」『
農
村
と
都
市
を
む
す
ぶ
』
二
〇
〇
四
年
一
月
号
、

三
四
〜
三
五
ペ
ー
ジ
。

表７ 集落営農のめざすべき方向

表８ 集落営農組織の方向性に関する意見

（出所）表４に同じ。

（出所）表４に同じ。
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１
、
は
じ
め
に

本
稿
は
一
九
九
〇
年
代
後
半
以
降
生
産
調
整
が
強
化
さ
れ
る
な

か
、
佐
賀
県
が
ど
の
よ
う
に
し
て
生
産
調
整
に
取
り
組
ん
で
き
た

の
か
を
、
国
の
農
業
政
策
の
側
面
か
ら
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

２
、
品
目
別
作
付
面
積

表
１
は
、
一
九
九
五
年
以
降
の
佐
賀
県
に
お
け
る
（
主
食
用
）

米
・
麦
・
大
豆
の
作
付
面
積
を
み
た
も
の
で
あ
る
。
米
の
作
付
面

積
の
動
き
を
み
る
と
、
一
九
九
五
年
以
降
一
貫
し
て
減
少
し
て
お

り
、
二
〇
〇
〇
〜
〇
五
年
で
は
四
・
八
％
減
少
し
て
い
る
。
そ
の

後
、
二
〇
〇
八
年
は
〇
七
年
に
比
べ
、
先
の
五
年
間
に
匹
敵
す
る

四
・
三
％
の
二
六
、
九
〇
〇
�
と
な
る
が
、
一
〇
年
に
は
二
七
、

八
〇
〇
�
へ
増
加
し
て
い
る
。し
か
し
、一
一
年
に
は
再
び
四
・
三

％
減
少
す
る
な
ど
、近
年
米
の
作
付
面
積
の
変
動
が
顕
著
で
あ
る
。

大
豆
は
、
一
九
九
五
年
に
は
二
、
一
七
〇
�
に
過
ぎ
な
か
っ
た

が
、
二
〇
〇
〇
年
に
は
六
、
四
二
〇
�
と
約
三
倍
の
大
幅
増
を
記

録
し
、
二
〇
〇
八
年
に
は
過
去
最
高
の
九
、
〇
〇
〇
�
を
記
録
し

て
い
る
。
し
か
し
一
〇
年
に
は
七
、
〇
〇
〇
�
台
に
、
翌
一
一
年

に
は
八
、
〇
〇
〇
�
台
に
な
る
な
ど
、
米
同
様
に
近
年
そ
の
変
化

が
大
き
い
。

ま
た
麦
は
、
高
い
水
田
利
用
率
が
示
す
よ
う
に
、
佐
賀
県
で
は

米
や
大
豆
の
裏
作
と
し
て
の
麦
作
が
盛
ん
で
あ
る
。小
麦
は
、一
九

九
五
年
は
約
六
、
〇
〇
〇
�
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
入

り
一
一
、
〇
〇
〇
�
前
後
に
増
加
し
て
い
る
。
他
方
、
大
麦
（
二

条
大
麦
）
は
、
九
五
年
の
一
五
、
〇
〇
〇
�
か
ら
減
少
し
、
〇
五

年
以
降
は
一
〇
、
〇
〇
〇
�
弱
で
推
移
し
て
い
る
。
小
麦
と
大
麦

の
逆
転
現
象
は
、
第
一
に
民
間
流
通
制
度
へ
の
移
行
に
よ
り
、
小

麦
は
数
年
先
の
販
売
予
測
を
実
需
者
と
協
議
す
る
こ
と
で
生
産
計

画
を
立
て
や
す
か
っ
た
の
に
対
し
、
大
麦
は
実
需
者
と
の
協
議
が

水
田
農
業
と
生
産
調
整
・
所
得
政
策

―
水
田
経
営
所
得
安
定
対
策
か
ら
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
―

佐
賀
大
学
准
教
授

品
川

優

農村と都市をむすぶ２０１２．１２
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で
き
ず
生
産
計
画
の
見
通
し
が
立
た

な
か
っ
た
こ
と
、
第
二
に
大
麦
が
当

時
過
剰
気
味
で
あ
っ
た
こ
と
、
第
三

に
大
麦
よ
り
も
小
麦
の
方
が
価
格
が

よ
か
っ
た
こ
と
が
要
因
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
米
と
大
豆
の
作
付
面

積
の
動
き
を
み
る
と
、
そ
の
特
徴
を

大
き
く
四
つ
の
期
間
に
区
分
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
第
一
は
、
米
の
作
付

面
積
の
大
幅
減
と
大
豆
の
作
付
面
積

の
大
幅
増
が
み
ら
れ
た
一
九
九
〇
年

代
後
半
か
ら
、
そ
の
傾
向
が
弱
ま
り

つ
つ
も
続
い
た
二
〇
〇
七
年
ま
で
の

期
間
で
あ
る
。
第
二
は
、
大
豆
の
作

付
面
積
が
大
き
く
増
加
し
、
九
、
〇

〇
〇
�
規
模
を
記
録
し
た
〇
八
・
〇

九
年
で
あ
る
。
第
三
は
、
こ
れ
ま
で

減
少
傾
向
で
あ
っ
た
米
の
作
付
面
積

が
増
加
し
、
逆
に
増
加
傾
向
で
あ
っ

た
大
豆
の
作
付
面
積
が
減
少
に
転
じ

た
一
〇
年
で
あ
る
。
第
四
は
、
米
と

大
豆
が
そ
れ
ぞ
れ
減
少
と
増
加
に
再

び
転
じ
た
一
一
年
で
あ
る
。

以
下
、
こ
れ
ら
四
つ
の
期
間
に
分
け
て
、
佐
賀
県
に
お
け
る
米

と
大
豆
の
変
動
の
背
景
に
つ
い
て
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

３
、
生
産
調
整
の
強
化
と
交
付
金
誘
導

先
述
し
た
第
一
の
期
間
の
う
ち
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
は
生
産

調
整
が
強
化
さ
れ
た
時
期
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、「
水
田
営
農

活
性
化
対
策
」
中
の
九
三
年
に
平
成
の
大
凶
作
が
生
じ
、
そ
の
結

果
九
四
年
に
は
米
の
推
進
と
生
産
調
整
の
緩
和
が
お
こ
な
わ
れ
、

九
五
年
の
佐
賀
県
の
転
作
率
は
一
八
・
二
％
と
二
割
を
切
る
水
準

ま
で
低
下
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
そ
の
後
、
米
の
需
給
が
徐
々
に

緩
和
す
る
な
か
、
一
九
九
六
〜
九
七
年
の
「
新
生
産
調
整
推
進
対

策
」
で
は
転
作
率
が
二
〇
％
台
に
戻
り
、
さ
ら
に
一
九
九
八
〜
九

九
年
の
「
緊
急
生
産
調
整
推
進
対
策
」
に
お
い
て
転
作
率
が
は
じ

め
て
三
〇
％
台
に
突
入
し
て
以
降
、
三
〇
％
台
が
続
い
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
を
中
心
に
二
〇
〇
七
年
ま
で

米
の
作
付
面
積
が
減
少
し
て
い
る
背
景
に
は
、
生
産
調
整
の
強
化

が
あ
る
。

佐
賀
県
に
お
い
て
、
生
産
調
整
の
強
化
は
、
主
に
二
つ
の
条
件

が
重
な
る
こ
と
で
大
豆
生
産
の
拡
大
に
向
か
わ
せ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
一
つ
は
、
土
地
基
盤
整
備
で
あ
る
。
佐
賀
県
は
、
水
田
の
三

〇
ａ
以
上
区
画
整
備
率
が
八
一
・
三
％
と
全
国
第
五
位
に
位
置
す

る
と
と
も
に
、
水
田
の
排
水
良
好
面
積
割
合
は
六
五
・
七
％
と
全

国
第
一
位
の
水
準
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
水
田
の
大
区
画
整
備
と

表１ 佐賀県における米・麦・大豆の推移
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汎
用
性
が
、
大
豆
生
産
の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
。
い
ま
一
つ
は
、

国
の
交
付
金
に
よ
る
政
策
誘
導
で
あ
る
。特
に
二
〇
〇
〇
年
の「
水

田
農
業
経
営
確
立
対
策
」
で
は
、
一
〇
ａ
当
た
り
全
国
と
も
補
償

二
三
、
〇
〇
〇
円
と
団
地
化
・
土
地
利
用
集
積
助
成
四
〇
、
〇
〇

〇
円
、
高
度
利
用
加
算
一
〇
、
〇
〇
〇
円
を
合
算
し
た
い
わ
ゆ
る

「
七
三
、
〇
〇
〇
円
コ
ー
ス
」
が
設
け
ら
れ
、
ま
た
二
〇
〇
四
年

の
米
政
策
改
革
の
産
地
づ
く
り
交
付
金
で
は
、
担
い
手
加
算
な
ど

も
含
め
計
五
〇
、
〇
〇
〇
円
（
県
平
均
）
が
転
作
大
豆
に
交
付
さ

れ
た
。さ
ら
に
、二
〇
〇
七
年
の
水
田
経
営
所
得
安
定
対
策
で
は
、

固
定
払
い
と
数
量
払
い
の
計
三
〇
、
〇
〇
〇
円
（
県
平
均
）
に
、

先
の
産
地
づ
く
り
交
付
金
を
加
え
た
八
〇
、
〇
〇
〇
円
が
交
付
さ

れ
た
。

以
上
の
よ
う
な
、
水
田
の
大
区
画
圃
場
及
び
汎
用
性
に
よ
る
有

利
な
大
豆
生
産
の
条
件
と
交
付
金
の
高
さ
に
支
え
ら
れ
る
こ
と

で
、
佐
賀
県
は
三
年
に
一
回
の
ブ
ロ
ッ
ク
・
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に

取
り
組
み
な
が
ら
、
転
作
大
豆
の
面
積
を
急
激
に
拡
大
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。

４
、
県
間
調
整
に
よ
る
大
豆
の
拡
大

二
〇
〇
八
・
〇
九
年
の
第
二
の
期
間
に
お
い
て
、
さ
ら
な
る
米

の
作
付
面
積
の
減
少
と
大
豆
面
積
の
増
加
の
契
機
と
な
っ
た
の

が
、
国
に
よ
る
「
米
の
生
産
調
整
に
係
る
県
間
調
整
」（
以
下
「
県

間
調
整
」）
の
開
始
で
あ
る
。
県
間
調
整
と
は
、
米
の
生
産
数
量

を
拡
大
し
た
い
都
道
府
県
と
、
生
産
数
量
の
削
減
を
希
望
す
る
都

道
府
県
と
を
国
が
調
整
す
る
制
度
で
あ
る
。
生
産
増
加
を
申
し
出

た
都
道
府
県
は
、
産
地
づ
く
り
交
付
金
か
ら
一
ト
ン
当
た
り
最
低

四
〇
、
〇
〇
〇
円
を
拠
出
し
、
他
方
生
産
の
削
減
を
申
し
出
た
都

道
府
県
に
は
、
国
が
産
地
づ
く
り
交
付
金
を
二
〇
〇
八
年
は
一
ト

ン
当
た
り
一
一
〇
、
〇
〇
〇
円
、
〇
九
年
は
同
八
〇
、
〇
〇
〇
円

を
加
算
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
一
〇
ａ
当
た
り
換
算
で
は
〇
八
年

五
五
、
〇
〇
〇
円
（
県
平
均
）、〇
九
年
四
〇
、
〇
〇
〇
円
（
同
）

と
な
る
。

佐
賀
県
の
県
間
調
整
の
実
績
は
、
二
〇
〇
八
年
七
、
五
八
〇
ト

ン
（
全
国
の
一
〇
〇
・
〇
％
）、〇
九
年
八
、
五
八
〇
ト
ン
（
同
九

〇
・
一
％
）
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
、
二
〇
〇
八
年
に
米
の
作
付

面
積
が
一
、
二
〇
〇
�
と
大
き
く
減
少
し
た
理
由
で
あ
る
。
ま
た

同
年
に
、
大
豆
の
作
付
面
積
が
一
、
〇
〇
〇
�
増
加
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
県
間
調
整
へ
の
対
応
は
大
豆
生
産
の
拡
大
に
よ
っ
て
な

さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
結
果
が
、
二
〇
〇
八
・
〇
九
年
に

お
け
る
九
、
〇
〇
〇
�
規
模
の
作
付
面
積
に
結
び
つ
い
て
い
る
。

５
、
民
主
党
農
政－

戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
対
策

第
三
の
期
間
で
あ
る
米
の
作
付
面
積
が
増
加
し
、
大
豆
の
作
付

面
積
が
減
少
に
転
じ
た
こ
と
は
、
政
権
交
代
に
よ
る
自
民
党
農
政

か
ら
民
主
党
農
政
へ
の
大
転
換
が
大
き
く
関
係
し
て
い
る
。
民
主

党
農
政
の
初
年
で
あ
る
二
〇
一
〇
年
は
、
戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル

���������� 水田農業と生産調整・所得政策―水田経営所得安定対策から農業者戸別所得補償制度
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対
策
（
以
下
「
モ
デ
ル
対
策
」）
の
導
入
と
こ
れ
ま
で
の
経
営
所

得
安
定
対
策
の
併
存
と
い
う
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
の
本
格

実
施
に
向
け
た
移
行
期
で
あ
る
。

モ
デ
ル
対
策
で
は
、
米
に
対
し
米
所
得
補
償
交
付
金
と
し
て
一

〇
ａ
当
た
り
一
五
、
〇
〇
〇
円
が
支
払
わ
れ
る
。
同
様
に
裏
作
の

小
麦
で
は
、
水
田
活
用
所
得
補
償
交
付
金
（
以
下
「
水
田
活
用
交

付
金
」）
の
二
毛
作
助
成
一
五
、
〇
〇
〇
円
と
、
従
来
の
経
営
所

得
安
定
対
策
四
二
、
〇
〇
〇
円
が
支
払
わ
れ
る
。
他
方
、
転
作
大

豆
に
は
、
水
田
活
用
交
付
金
の
三
五
、
〇
〇
〇
円
に
加
え
、
経
営

所
得
安
定
対
策
三
〇
、〇
〇
〇
円
が
交
付
さ
れ
る
。し
た
が
っ
て
、

自
民
党
農
政
下
と
比
べ
る
と
、
米
及
び
小
麦
は
各
一
五
、
〇
〇
〇

円
の
プ
ラ
ス
と
な
る
の
に
対
し
、
大
豆
は
一
五
、
〇
〇
〇
円
の
マ

イ
ナ
ス
と
な
る
。

さ
ら
に
、
先
に
記
し
た
県
間
調
整
か
ら
国
が
撤
退
し
、
助
成
措

置
を
廃
止
し
た
こ
と
で
、
佐
賀
県
と
し
て
は
米
の
生
産
数
量
を
削

減
し
、
大
豆
生
産
を
拡
大
す
る
メ
リ
ッ
ト
が
な
く
な
る
こ
と
と
な

っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
新
潟
県
魚
沼
地
域
の
三
農
協
か
ら
県
間
調

整
（
正
式
に
は
「
認
定
者
方
針
作
成
者
間
調
整
」）
の
申
し
出
が

あ
り
、
三
農
協
が
一
ト
ン
当
た
り
七
〇
、
〇
〇
〇
円
、
一
〇
ａ
当

た
り
三
五
、
〇
〇
〇
円（
県
平
均
）の
調
整
金
を
支
払
う
こ
と
で
、

二
〇
一
〇
年
も
県
間
調
整
に
取
り
組
む
こ
と
が
合
意
さ
れ
た
。
佐

賀
県
は
二
、
六
六
五
ト
ン
を
県
間
調
整
と
し
て
三
農
協
に
提
供
し

た
が
、
そ
れ
は
二
〇
〇
九
年
実
績
の
三
割
水
準
で
あ
り
、
面
積
に

換
算
す
る
と
〇
九
年
の
一
、
六
三
〇
�
か
ら
一
〇
年
の
五
〇
一
�

へ
大
き
く
減
少
し
た
こ
と
に
な
る
。

以
上
が
、
二
〇
一
〇
年
に
大
豆
の
作
付
面
積
が
一
、
二
二
〇
�

減
少
す
る
と
と
も
に
、
主
食
用
米
の
作
付
面
積
が
九
〇
〇
�
増
加

し
た
主
な
理
由
で
あ
る
。

６
、
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度

第
四
の
期
間
で
あ
る
二
〇
一
一
年
は
、
再
度
米
と
大
豆
が
そ
れ

ぞ
れ
減
少
と
増
加
に
転
じ
た
期
間
で
あ
る
。
ま
た
、
民
主
党
農
政

が
二
年
目
と
な
り
、
そ
の
方
針
が
徐
々
に
明
確
に
な
る
と
と
も

に
、
民
主
党
農
政
の
根
幹
で
あ
る
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
が

本
格
実
施
さ
れ
る
な
ど
、
様
々
な
変
化
が
生
じ
て
い
る
。

�

米
の
生
産
数
量
目
標
の
減
少

佐
賀
県
の
二
〇
一
一
年
の
米
の
生
産
数
量
目
標
は
一
四
三
、
一

八
〇
ト
ン
、
面
積
換
算
で
二
七
、
一
七
〇
�
で
あ
る
。
こ
れ
は
一

〇
年
に
比
べ
九
、〇
四
〇
ト
ン
・
一
、七
一
〇
�
減
少
し
て
お
り
、

減
少
率
は
全
国
第
三
位
の
五
・
九
％
で
あ
る
（
全
国
平
均
二
・
二

％
減
）。

自
民
党
農
政
下
で
は
、
全
国
の
米
の
生
産
数
量
目
標
の
減
少
率

を
上
回
る
生
産
調
整
達
成
県
に
は
、
全
国
の
減
少
率
を
上
限
に
翌

年
の
米
の
生
産
数
量
目
標
を
算
出
す
る
措
置
を
講
じ
て
い
た
。
そ

れ
に
よ
り
県
間
調
整
を
通
じ
て
よ
り
多
く
の
生
産
調
整
を
引
き
受

け
て
き
た
佐
賀
県
は
、
米
の
生
産
数
量
目
標
を
維
持
し
て
き
た
。

水田農業と生産調整・所得政策―水田経営所得安定対策から農業者戸別所得補償制度�����������

２３



し
か
し
、
生
産
調
整
を
選
択
制
と
す
る
民
主
党
農
政
で
は
、
選

択
制
で
あ
る
が
故
に
特
別
の
措
置
を
講
じ
て
お
ら
ず
、
そ
の
結
果

佐
賀
県
は
、
県
間
調
整
で
提
供
し
た
分
だ
け
米
の
需
要
実
績
が
少

な
く
な
る
た
め
、
翌
年
の
米
の
生
産
数
量
目
標
を
大
き
く
減
ら
し

て
い
る
。

�

県
間
調
整
へ
の
対
応

二
〇
一
一
年
も
一
〇
年
と
同
じ
く
、
新
潟
県
魚
沼
地
域
の
三
農

協
が
県
間
調
整
を
要
望
し
て
い
る
。
し
か
し
佐
賀
県
で
は
、
県
間

調
整
を
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
米
の
需
要
実
績
が
減
少
し
、
翌
年
の
米

の
生
産
数
量
目
標
が
削
減
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
佐
賀
県

（
Ｊ
Ａ
佐
賀
中
央
会
）は
、毎
年
出
て
く
る
米
の
生
産
数
量
の
余
剰

分
、
す
な
わ
ち
様
々
な
事
情
に
よ
り
農
家
が
米
を
つ
く
ら
な
い
、

あ
る
い
は
つ
く
れ
な
い
数
量
を
提
供
す
る
こ
と
で
県
間
調
整
に
対

応
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
正
確
な
余
剰
分
は
農
家
の
作
付
け
が
終

わ
ら
な
け
れ
ば
確
定
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
過
去
の
実
績
を
参

考
に
出
て
く
る
で
あ
ろ
う
余
剰
分
を
予
測
し
、
提
供
す
る
米
の
生

産
数
量
が
過
大
に
な
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
予
測
数
量
の
三
分
の
一

程
度
に
抑
え
、
合
計
一
、
一
〇
〇
ト
ン
・
一
九
六
�
を
県
間
調
整

で
提
供
し
て
い
る
。こ
れ
は
前
年
実
績
の
四
割
水
準
に
過
ぎ
な
い
。

県
間
調
整
に
と
も
な
う
調
整
金
は
、
二
〇
一
〇
年
同
様
に
一
ト

ン
当
た
り
七
〇
、〇
〇
〇
円
、面
積
換
算
で
一
〇
ａ
当
た
り
三
五
、

〇
〇
〇
円
を
新
潟
県
が
佐
賀
県
に
支
払
う
こ
と
で
合
意
し
て
い
る
。

�

交
付
金
と
生
産
調
整
対
応

二
〇
一
一
年
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
営
所
得
安
定
対
策
か
ら
畑
作

物
所
得
補
償
交
付
金
（
以
下
「
畑
作
物
交
付
金
」）
に
移
行
し
た

年
で
あ
る
。

佐
賀
県
の
大
豆
の
場
合
、
経
営
所
得
安
定
対
策
で
は
、
平
均
反

収
一
九
〇
㎏
の
数
量
払
い
に
過
去
実
績
の
二
〇
、
〇
〇
〇
円
を
加

え
た
三
〇
、
〇
〇
〇
円
が
一
〇
ａ
当
た
り
交
付
金
の
合
計
金
額
で

あ
る
。
他
方
、
畑
作
物
交
付
金
は
、
品
質
加
算
を
含
め
た
数
量
払

い
六
〇
㎏
一
二
、
一
七
〇
円
に
平
均
反
収
一
九
〇
㎏
を
乗
じ
た
三

八
、
五
三
八
円
と
な
り
、
経
営
所
得
安
定
対
策
よ
り
交
付
金
は
有

利
に
な
る
。
こ
の
両
者
の
関
係
を
示
し
た
の
が
図
１
で
あ
る
。
図

中
に
示
す
よ
う
に
、
畑
作
物
交
付
金
で
は
反
収
が
一
三
四
・
九
㎏

を
上
回
れ
ば
、
経
営
所
得
安
定
対
策
を
超
過
す
る
交
付
金
を
得
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
交
付
金
の
増
加
に
よ
り
、
二
〇
一

一
年
の
大
豆
作
付
面
積
は
七
七
〇
�
増
の
八
、
三
九
〇
�
へ
増
加

し
て
い
る
。

ま
た
、
大
豆
以
外
に
も
新
規
需
要
米
に
よ
る
生
産
調
整
対
応
も

増
え
て
い
る
。
新
規
需
要
米
の
水
田
活
用
交
付
金
は
、
一
〇
ａ
当

た
り
八
〇
、
〇
〇
〇
円
で
あ
る
。
図
１
を
み
る
と
、
大
豆
の
畑
作

物
交
付
金
と
水
田
活
用
交
付
金
を
合
わ
せ
た
交
付
金
額
が
八
〇
、

〇
〇
〇
円
を
超
え
る
の
は
、
大
豆
の
一
〇
ａ
当
た
り
反
収
が
二
二

一
・
九
㎏
以
上
の
と
き
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
平
均
反
収
一
九
〇
㎏

を
上
回
る
収
量
が
必
要
で
あ
り
、
交
付
金
で
み
れ
ば
大
豆
よ
り
も

新
規
需
要
米
の
方
が
有
利
と
な
る
。
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新
規
需
要
米
全
体
で
は
、
二
〇
一
〇
年
の
二
八
一
�
か
ら
一
一

年
に
は
六
六
六
�
へ
二
・
四
倍
に
増
え
て
い
る
。
そ
の
う
ち
表
２

に
よ
る
と
、
飼
料
用
米
は
一
〇
年
の
一
三
二
�
か
ら
一
一
年
の
三

二
六
�
へ
二
・
五
倍
の
増
加
、
Ｗ
Ｃ
Ｓ
（
飼
料
用
イ
ネ
）
は
一
三

八
�
か
ら
三
二
八
�
へ
二
・
四
倍
増
加
し
て
い
る
。
特
に
Ｗ
Ｃ
Ｓ

は
、
今
後
大
き
く
拡
が
る
も
の
と
予
測
さ
れ
て
お
り
、
二
〇
一
二

年
の
飼
料
用
米
は
一
一
年
と
ほ
ぼ
同
程
度
の
面
積
規
模
と
み
ら
れ

て
い
る
が
、
Ｗ
Ｃ
Ｓ
は
五
二
〇
�
ま
で
拡
大
す
る
と
予
測
さ
れ
て

い
る
。

な
お
、
米
・
麦
・
大
豆
と
も
に
、
作
付
面
積
に
対
す
る
農
業
者

戸
別
所
得
補
償
の
加
入
割
合
は
、
麦
を
除
き
ほ
ぼ
一
〇
〇
％
に
近

い
水
準
で
あ
る
。

�

品
目
別
所
得
比
較

こ
れ
ま
で
は
農
政
の
変
容
に
と
も
な
う
交
付
金
の
変
動
を
軸

に
、
米
と
大
豆
の
動
き
を
み
て
き
た
。
こ
こ
で
は
、
農
産
物
販
売

所
得
に
交
付
金
を
加
え
た
総
所
得
を
ベ
ー
ス
に
、
米
と
大
豆
の
比

較
を
お
こ
な
う
。

表
３
を
み
る
と
、
米
の
粗
収
益
か
ら
生
産
費
を
差
し
引
い
た
一

〇
ａ
当
た
り
所
得
は
四
六
、
九
九
〇
円
で
あ
り
、
こ
れ
に
米
戸
別

所
得
補
償
交
付
金
を
加
え
る
と
、
総
所
得
は
六
一
、
九
九
〇
円
と

な
る
。
同
様
に
、
大
豆
は
所
得
が
一
一
、
〇
〇
〇
円
の
赤
字
と
な

る
が
、
交
付
金
を
加
算
す
る
と
六
二
、
四
六
三
円
の
総
所
得
に
な

る
。
ま
た
飼
料
用
米
は
、
所
得
ベ
ー
ス
で
は
五
七
、
〇
〇
〇
円
の

赤
字
で
あ
る
が
、
耕
畜
連
携
も
含
め
た
交
付
金
を
合
算
す
る
と
、

総
所
得
は
三
六
、
〇
〇
〇
円
と
な
る
。

こ
の
よ
う
に
総
所
得
で
み
た
場
合
、
主
食
用
米
と
大
豆
は
ほ
ぼ

拮
抗
す
る
が
、
新
規
需
要
米
で
あ
る
飼
料
用
米
の
経
済
性
は
低
い

こ
と
が
分
か
る
。た
だ
し
、二
つ
の
点
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

図１ 佐賀県における大豆をめぐる交付金の位置

資料：「JA佐賀中央会資料」より筆者が作成。
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一
つ
は
、
こ
れ
ま
で
大
豆
の
平
均
反
収
一
九
〇
㎏
で
試
算
を
お
こ

な
っ
て
き
た
が
、
一
九
〇
㎏
は
あ
く
ま
で
も
県
平
均
で
あ
り
、
平

野
部
で
は
二
五
〇
㎏
を
超
え
る
反
収
も
希
で
は
な
い
。
反
収
二
五

〇
㎏
の
場
合
、
所
得
は
五
、
二
七
五
円
の
赤
字
と
な
る
が
、
こ
れ

に
図
１
に
示
す
反
収
二
二
一
・
九
㎏
を
超
え
る
交
付
金
八
五
、
七

〇
八
円
を
加
え
る
と
、
総
所
得
は
八
〇
、
四
三
三
円
と
な
る
。
し

た
が
っ
て
、
主
食
用
米
の
総
所
得
と
比
較
す
る
と
、
大
豆
の
方
が

約
二
〇
、
〇
〇
〇
円
多
く
な
る
。

い
ま
一
つ
は
、
先
に
触
れ
た
Ｗ
Ｃ
Ｓ
の
存
在
で
あ
る
。
飼
料
用

米
で
は
、
総
所
得
が
主
食
用
米
や
大
豆
に
比
べ
て
か
な
り
劣
っ
て

い
た
。
し
か
し
Ｗ
Ｃ
Ｓ
の
場
合
、
家
畜
の
エ
サ
と
し
て
利
用
さ
れ

る
た
め
、
主
食
用
米
の
よ
う
に
品
質
や
収
量
に
注
意
を
払
う
必
要

性
が
乏
し
く
、
ま
た
畜
産
農
家
が
収
穫
作
業
な
ど
の
主
要
作
業
を

お
こ
な
う
た
め
、
Ｗ
Ｃ
Ｓ
農
家
の
労
力
的
・
経
済
的
負
担
は
小
さ

い
。
し
か
も
Ｗ
Ｃ
Ｓ
の
品
質
や
収
量
に
関
係
な
く
、
少
な
く
と
も

水
田
活
用
交
付
金
の
八
〇
、
〇
〇
〇
円
が
確
実
に
補
償
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
そ
の
金
額
は
、
大
豆
の
反
収
二
五
〇
㎏
で
の
総
所
得

と
同
額
で
あ
り
、
Ｗ
Ｃ
Ｓ
農
家
に
と
っ
て
は
経
済
性
が
高
い
。
こ

う
し
た
経
済
性
と
そ
の
確
実
性
が
、
近
年
Ｗ
Ｃ
Ｓ
の
作
付
面
積
が

増
加
し
て
い
る
要
因
で
あ
る
。

７
、
お
わ
り
に
―
二
〇
一
二
年
の
動
き

以
上
、
大
き
く
四
つ
の
期
間
に
分
け
て
、
農
政
の
変
容
と
そ
れ

へ
の
対
応
と
し
て
の
佐
賀
県
の
米
・
大
豆
の
動
き
を
み
て
き
た
。

最
後
に
、
執
筆
段
階
で
把
握
可
能
な
二
〇
一
二
年
の
状
況
に
つ
い

て
簡
単
に
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
、
二
〇
一
一
年
の
反
省
を
踏
ま
え
、
国
は
二
〇
一
二
年
の

米
の
生
産
数
量
目
標
に
対
し
て
調
整
措

置
を
講
じ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
佐
賀

県
が
二
〇
〇
八
年
以
降
、
県
間
調
整
で

新
潟
県
に
提
供
し
た
米
の
生
産
数
量
及

び
、
県
間
調
整
を
除
き
何
ら
か
の
理
由

で
米
を
作
付
け
し
な
か
っ
た
余
剰
分
の

各
二
分
の
一
は
、
佐
賀
県
の
米
の
需
要

実
績
と
し
て
扱
う
よ
う
に
変
更
し
て
い

る
。
さ
ら
に
備
蓄
米
に
つ
い
て
も
、
従

来
の
回
転
備
蓄
か
ら
棚
上
備
蓄
へ
の
移

行
に
と
も
な
い
、
備
蓄
米
が
非
主
食
用

と
し
て
販
売
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
備
蓄

米
の
二
〇
％
を
米
の
需
要
実
績
と
し
て

カ
ウ
ン
ト
し
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
二
〇
一
二
年
の
佐
賀
県

の
米
の
生
産
数
量
目
標
は
、
一
四
一
、

三
〇
〇
ト
ン
、
面
積
換
算
で
二
六
、
一

八
〇
�
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
前
年
に
比

べ
一
、
八
八
〇
ト
ン
の
減
少
で
あ
り
、

表２ 佐賀県における農業者戸別所得補償制度の実績
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減
少
率
は
一
・
三
％
（
全
国
平
均
〇
・
三
％
減
）
で
あ
る
。
し
か

し
こ
れ
ら
の
調
整
措
置
が
な
け
れ
ば
、
減
少
率
は
約
三
％
に
な
る

と
Ｊ
Ａ
佐
賀
中
央
会
は
試
算
し
て
お
り
、
今
回
は
二
分
の
一
の
調

整
に
と
ど
ま
る
と
は
い
え
、
一
定
の
評
価
は
で
き
よ
う
。

次
に
、
県
間
調
整
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
二
年
も
新
潟
県
魚
沼

地
域
の
三
農
協
か
ら
米
の
生
産
数
量
の
要
望
が
あ
っ
た
が
、
佐
賀

県
で
は
県
間
調
整
へ
の
取
り
組
み
を
中
止
し
て
い
る
。
そ
こ
に

は
、
大
き
く
二

つ
の
理
由
が
あ

る
。
一
つ
は
、

県
間
調
整
に
よ

り
減
少
し
た
米

の
生
産
数
量
目

標
を
市
町
村
に

割
り
当
て
る
際

に
、
す
べ
て
の

市
町
村
に
対
し

一
律
に
減
少
率

を
割
り
当
て
る

た
め
、
県
間
調

整
で
米
を
提
供

し
て
い
な
い
農

家
や
地
域
か
ら

不
満
が
噴
出
す
る
な
ど
彼
ら
か
ら
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い
た
め
で

あ
る
。
い
ま
一
つ
は
、
県
間
調
整
に
よ
る
米
の
需
要
実
績
の
減
少

を
改
善
す
べ
く
、
佐
賀
・
富
山
・
山
口
の
三
県
が
農
水
省
に
陳
情

し
た
が
、
新
潟
県
か
ら
米
の
需
要
実
績
の
み
を
基
準
と
し
た
生
産

数
量
目
標
の
決
定
を
歪
め
る
こ
と
に
対
し
て
反
対
の
表
明
が
出
さ

れ
た
た
め
で
あ
る
。

最
後
に
、
労
力
的
・
経
済
的
負
担
の
小
さ
さ
に
加
え
、
高
額
か

つ
確
実
に
受
け
取
る
こ
と
の
で
き
る
水
田
活
用
交
付
金
に
よ
り
、

Ｗ
Ｃ
Ｓ
の
作
付
面
積
が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
先
に
指
摘
し

た
。
そ
の
結
果
、
現
場
で
は
、
大
豆
の
ブ
ロ
ッ
ク
・
ロ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
の
な
か
に
Ｗ
Ｃ
Ｓ
が
混
在
す
る
と
い
っ
た
状
況
も
み
ら
れ

る
。
ま
だ
多
く
の
地
域
で
生
じ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
新
た

な
問
題
と
し
て
今
後
注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

注
�

米
の
作
付
面
積
（
表
１
）
に
比
べ
、
米
戸
別
所
得
補
償
交
付
金
の

加
入
面
積
（
表
２
）
は
少
な
い
。
こ
れ
は
飯
米
用
の
一
〇
ａ
分
が
米
戸

別
所
得
補
償
交
付
金
の
加
入
面
積
か
ら
除
か
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

佐
賀
で
は
、
集
落
営
農
（
非
法
人
）
に
よ
る
戸
別
所
得
補
償
交
付
金
の

加
入
が
多
い
。
し
か
し
、
各
構
成
員
に
よ
り
共
済
の
掛
け
金
に
ば
ら
つ

き
が
あ
り
、
そ
れ
を
集
落
営
農
で
一
本
化
し
た
掛
け
金
に
す
る
こ
と
に

対
し
て
構
成
員
の
反
発
も
少
な
く
な
い
。
そ
の
た
め
、
戸
別
所
得
補
償

に
は
集
落
営
農
で
加
入
し
て
い
る
が
、
集
落
営
農
の
唯
一
の
メ
リ
ッ
ト

で
あ
る
一
〇
ａ
控
除
を
受
け
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

表３ 水田１０a当たりの品目別所得比較

水田農業と生産調整・所得政策―水田経営所得安定対策から農業者戸別所得補償制度�����������
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（
一
）

現
下
日
本
農
業
の
大
き
な
問
題
の
一
つ
に
、
老
人
農
業
化
問
題

が
あ
る
。
農
業
就
業
人
口
の
平
均
年
齢
（
注
）
で
言
え
ば
、
男
子

で
九
五
年
は
全
国
で
六
〇
・
三
歳
だ
っ
た
が
、
〇
〇
年
に
は
六
一

・
五
歳
に
、
〇
五
年
六
三
・
二
歳
、
一
〇
年
に
は
六
五
・
六
歳
に

な
っ
て
い
る
（
第
１
表
）。

（
注
）
こ
の
平
均
年
齢
は
、
農
業
セ
ン
サ
ス
が
�
農
業
従
事
者

等
の
平
均
年
齢
等
、
販
売
農
家
�
と
し
て
発
表
し
て
い
る
数
字
に

よ
る
。
九
五
年
、
〇
〇
年
セ
ン
サ
ス
で
は
表
示
し
た
数
字
の
外
に

農
業
専
従
者
の
数
字
が
発
表
さ
れ
て
い
る
し
、
〇
五
年
セ
ン
サ
ス

か
ら
は
更
に
経
営
者
、
同
居
後
継
者
の
数
字
が
付
け
加
わ
っ
て
い

る
。
第
１
表
で
は
表
示
し
た
三
つ
に
つ
い
て
示
し
た
が
、
こ
の
三

つ
の
農
業
従
事
者
等
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
セ
ン
サ
ス
報
告
書
が

示
し
て
い
る
下
表
で
判
断
さ
れ
た
い
。一
五
歳
以
上
の
世
帯
員（
九

五
年
以
前
は
一
六
歳
以
上
）の
調
査
日
前
一
年
間
の
自
営
農
業
へ

の
従
事
状
況
で
判
断
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
つ
け
加
え
て
お
こ
う
。

佐
賀
農
業
も
同
様
に
老
人
農

業
化
し
て
い
る
。
同
じ
く
男
子

農
業
就
業
者
の
平
均
年
齢
で
示

せ
ば
九
五
年
五
八
・
一
歳
、
〇

〇
年
五
九
・
六
歳
、
〇
五
年
六

一
・
七
歳
、
一
〇
年
六
二
・
七

歳
と
な
っ
て
い
る
。

が
、
注
目
し
た
い
の
は
今
の

男
子
農
業
就
業
者
平
均
年
齢
が

全
国
平
均
の
そ
れ
よ
り
も
ど
の

年
次
も
二
歳
ほ
ど
低
い
こ
と
が

示
し
て
い
る
よ
う
に
、
佐
賀
は

全
国
都
府
県
の
な
か
で
は
老
齢
化
程
度
が
低

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
点
を
も
っ
と
よ
く
示
し
て
い
る
の

は
、
農
業
従
事
者
、
農
業
就
業
人
口
、
基
幹
的
農
業
従
事
者
の
男

女
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
佐
賀
と
同
じ
か
よ
り
低
い
道
府
県
数
の

佐
賀
県
農
業
従
事
者
の
近
年
の
変
動
状
況
に
つ
い
て
の
考
察

東
京
農
工
大
学
名
誉
教
授

梶
井

功

農村と都市をむすぶ２０１２．１２
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動
き
で
あ
る
。
同
じ
く
男
子
農
業

就
業
人
口
平
均
年
齢
で
い
え
ば
、

九
五
年
五
、
〇
〇
年
七
、
〇
五
年

九
と
〇
五
年
ま
で
は
そ
の
数
は
増

え
て
い
た
。
が
一
〇
年
に
な
る
と

そ
の
数
は
三
に
減
っ
て
い
る
。
一

〇
年
の
平
均
年
齢
で
は
、
農
業
従

事
者
、
農
業
就
業
人
口
、
基
幹
的

農
業
従
事
者
の
す
べ
て
で
男
女
と

も
に
佐
賀
よ
り
低
い
の
は
、
北
海

道
だ
け
で
あ
る
。
北
海
道
に
続
い

て
は
青
森
が
農
業
就
業
人
口
、
基

幹
的
農
業
従
事
者
で
佐
賀
よ
り
低

い
。
佐
賀
は
北
海
道
、
青
森
に
つ

づ
く
老
人
農
業
化
率
の
低
い
県

だ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

つ
い
で
な
が
ら
、
男
子
基
幹
的

農
業
従
事
者
の
低
平
均
年
齢
県
に

〇
〇
年
以
降
東
京
都
が
入
っ
て
い

る
（
一
〇
年
は
北
海
道
、
青
森
に

つ
ぐ
低
さ
で
あ
る
）
こ
と
も
注
目

す
る
要
あ
り
と
し
て
い
い
だ
ろ

う
。
都
市
農
業
に
注
目
す
べ
き
、

第１表 農業従事者等の平均年齢の推移
基幹的農業従事者

女
５８．５
５８．９
５５．７

北海道５１．５
青 森５５．３
宮 城５４．６
山 形５５．５
熊 本５４．２

６１．５
６２．０
５９．２

北海道５４．６
青 森５８．６
熊 本５７．７
宮 崎５９．０

６３．９
６４．３
６１．２

北海道５６．２
青 森６０．８
熊 本６０．３

６６．４
６６．８
６４．２

北海道５８．１
青 森６３．７
大 分６３．１

男
６０．６
６１．１
５８．６

北海道５２．０
青 森５６．８
山 形５７．６
千 葉５８．４
長 崎５８．１
大 分５７．９

６２．８
６３．３
６０．９

北海道５４．２
青 森５９．６
千 葉５９．５
東 京６０．９
高 知６０．９
長 崎６０．６
熊 本５８．３
宮 崎５９．６

６４．４
６４．９
６２．２

北海道５５．０
青 森６１．０
東 京６１．７
高 知６１．４
長 崎６１．９
熊 本６０．４
宮 崎６２．０
沖 縄６２．２

６６．０
６６．５
６３．５

北海道５５．９
青 森６２．７
東 京６２．９
高 知６３．４
長 崎６３．４
熊 本６２．７
沖 縄６３．５

農業就農人口
女
５８．３
５８．５
５６．３

北海道５２．７
青 森５５．０
大 阪５５．７
和歌山５６．２
熊 本５５．７

６０．８
６１．０
５９．０

北海道５４．８
青 森５７．７
大 阪５７．５
奈 良５８．７
和歌山５８．２
長 崎５８．９
熊 本５８．６

６３．２
６３．５
６１．５

北海道５６．６
青 森６０．４
東 京６１．１
神奈川６１．３
大 阪６０．２
奈 良６１．５
和歌山６０．８
熊 本６１．３

６６．０
６６．３
６３．８

北海道５８．０
青 森６３．０
大 阪６３．３
和歌山６３．５
大 分６３．８

男
６０．３
６０．７
５８．１

北海道５２．５
青 森５６．４
長 崎５７．７
大 分５６．２
沖 縄５７．７

６１．５
６１．８
５９．６

北海道５３．８
青 森５８．４
東 京５９．２
神奈川５９．６
長 崎５８．８
熊 本５８．３
沖 縄５９．４

６３．２
６３．６
６１．７

北海道５５．０
青 森６０．３
東 京６０．１
神奈川６０．７
大 阪６１．５
和歌山６１．３
熊 本６０．６
宮 崎６１．６
沖 縄６１．０

６５．６
６６．１
６２．７

北海土５５．８
青 森６２．０
大 分６２．７

農業従事者
女
５４．１
５４．２
５２．２

北海道５２．１
青 森５１．６
宮 城５１．４
秋 田５２．０

５５．８
５５．９
５３．９

北海道５３．９
青 森５３．６
宮 城５３．３

５８．７
５８．２
５５．８

北海道５５．７
宮 城５５．４

５９．７
５９．８
５７．７

北海道５６．９
宮 城５７．２

男
５２．１
５２．１
５０．２

青 森５０．０
滋 賀５０．１

５３．２
５３．２
５１．４

宮 城５１．３
富 山５１．４
滋 賀５１．３

５５．４
５５．５
５３．５

宮 城５３．３
滋 賀５３．４
富 山５３．４

５７．０
５７．１
５５．０

北海道５４．９
宮 城５４．８
新 潟５５．０

全 国
都府県
佐 賀

佐賀より
低い県

全 国
都府県
佐 賀

佐賀より
低い県

全 国
都府県
佐 賀

佐賀より
低い県

全 国
都府県
佐 賀

佐賀より
低い県

一
九
九
五
年

二
〇
〇
〇
年

二
〇
〇
五
年

二
〇
一
〇
年

佐賀県農業従事者の近年の変動状況についての考察 ��������������
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と
い
う
こ
と
か
。

（
二
）

農
業
労
働
力
を
、
セ
ン
サ
ス
と
し
て
一
番
広
く
把
握
し
て
い
る

販
売
農
家
の
農
業
従
事
者
数

の
一
九
九
五
年
以
降
の
推
移

を
示
す
と
第
２
表
の
よ
う
に

な
る
。
九
五
年
を
一
〇
〇
に

し
て
計
の
推
移
を
見
る
と
都

府
県
男
〇
〇
年
は
九
二
・

〇
、
〇
五
年
七
五
・
二
、
一

〇
年
六
一
・
四
に
な
る
。
そ

れ
に
対
し
、
佐
賀
は
〇
〇
年

九
五
・
五
、
〇
五
年
八
三
・

三
、
一
〇
年
四
九
・
九
に
な

る
。
女
の
場
合
は
、
都
府
県

が
〇
〇
年
九
三
・
八
、
〇
五

年
七
〇
・
三
、
一
〇
年
六
一

・
二
で
あ
り
、
佐
賀
は
〇
〇

年
九
八
・
七
、
〇
五
年
八
四

・
八
、
一
〇
年
五
一
・
六
に

な
る
。
佐
賀
も
都
府
県
も
九

五
年
以
降
農
業
従
事
者
数
が

減
少
し
て
い
る
こ
と
は
同
じ

だ
が
、
都
府
県
に
く
ら
べ
、
佐
賀
は
〇
五
年
以
降
の
減
少
が
極
め

て
激
し
い
こ
と
に
注
目
さ
れ
た
い
。

第
１
図
は
、
〇
五
〜
一
〇
年
の
こ
の
減
少
度
を
、
〇
五
年
の
各

第２表 販売農家の従事日数別農業従事者数の推移
２５０日～

５００．４

４７０．８

４６７．３

８，６８０

８，４６１

７，７８３

３８６．７

３５２．１

２９６．８

６，４５４

６，１８６

５，１６７

２００．６

２，５２５

１２７．２

１，３０３

２００～
２４９日

９７５．３

２０５．４

１９８．４

１６７．４

１５，４５０

３，３７７

３，３２７

２，２９５

８５６．１

２０４．１

１７８．７

１４１．４

１３，１２５

３，３３６

２，９２３

２，１６０

３７８．９
＋
１２２．８

４，６１６
＋
１，８１３

２４７．２
＋
９４．５

２，４２７
＋
１，２１１

１５０～
１９９日

２２０．４

１９９．６

１８８．４

３，２０４

２，９５６

２，０８６

２１４．７

１８１．０

１５２．３

３，１０８

２，７１２

１，９４９

１３４．３

１，８２２

１１２．４

１，４０１

１００～
１４８日

３３１．０

３０８．０

２７８．５

２５０．５

５，０７９

４，７０６

４，１７６

２，７６８

３０３．５

２６８．３

２３４．６

１９６．８

４，５６０

３，８０６

３，４２２

２，２８７

１４３．９
＋
１４８．５

２，０５７
＋
２，１５７

１１８．４
＋
１３４．８

１，５１９
＋
１，８０２

６０～
９９日

５５６．４

４９１．３

４１７．２

３３６．１

９，０２２

７，５３９

７，９４９

４，０１３

４２５．８

３５８．６

２９７．６

２５７．６

６，２８４

４，９５３

４，７９０

３，１９０

１７０．５
△
１６７．４

２，７７０
△
２，４０５

１４７．３
＋
１５６．１

１，９０１
＋
１，９７４

３０～
５９日

７２７．４

６７４．７

４８６．０

３５３．４

１０，０５９

１１，１８０

８，１４７

３，３９８

５４４．５

５２２．８

３８３．９

３０８．２

７，４０２

８，１６０

５，９９１

２，６４９

１５２．７
＋
１８０．４

１，５１７
＋
２，６８７

１６０．５
＋
１９７．５

１，９９６
＋
３，０２６

～２９日

１，２６５．１

１，１４５．８

８４８．８

６０５．０

１９，７６３

１８，０１０

１４，４３９

７，３０８

１，２１２．７

１１７９．９

８８８．５

６９１．３

１８，９９４

１９，８７８

１６，６７０

８，５８３

１７３．６
△
１６１．２

２，４５２
＋
２，５７７

２６７．８
＋
２８０．７

３，８９６
＋
４，６６７

計

３，８５５．１

３，５４６．０

２，８９９．３

２，３６８．１

５９，３７３

５６，６９６

４９，４４５

２９，６５１

３，３４２．７

３，１３５．１

２，５１６．４

２，０４４．４

５０，３６５

４９，６９５

４２，７０３

２５，９８５

１，０１８．６
＋

１，１１５．１

１３，４１２
＋

１５，９８６

９４１．２
＋

１，１０３．１

１１，７３９
＋

１５，３８４

１９９５

２０００

２００５

２０１０

９５

００

０５

１０

９５

００

０５

１０

９５

００

０５

１０

９５

００

９５

００

９５

００

９５

００

都
府
県
（
千
人
）

佐
賀
県
（
人
）

都
府
県
（
千
人
）

佐
賀
県
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人
）

都
府
県

佐
賀

都
府
県

佐
賀

男

女

６５
歳
以
上
（
男
）

６５
歳
以
上
（
女
）
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第１図 従事日数別農業従事者数の05～10年
　　　の変移（05年＝100にした比率）

都府県（女）

佐賀（女）

都府県（男）

佐賀（男）

従
事
日
数
別
農
従
事
者
数
を
一
〇
〇
に
し
、
そ
れ
に
対
す
る
一
〇

年
の
各
従
事
日
数
別
従
事
者
数
の
％
で
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
都

府
県
の
場
合
、
従
事
日
数
別
の
少
な
い
従
事
者
ほ
ど
減
少
度
合
が

高
い
が
、
一
番
減
少
度
合
が
高
い
男
の
二
九
日
未
満
農
業
従
事
者

数
で
も
七
一
％
（
減
少
率
二
九
％
）
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ

に
対
し
佐
賀
の
場
合
、
減
少
度
合
が
一
番
高
い
の
は
男
の
三
〇
〜

五
九
日
従
事
階
層
だ
が
、
一
〇
年
は
〇
五
年
の
四
〇
％
（
減
少
率

六
〇
％
）
に
な
っ
て
い
る
。
二
五
〇
日
以
上
従
事
階
層
の
減
少
度

合
は
都
府
県
よ
り
高
い
こ
と
は
高
い
が
、
男
で
九
九
％
と
九
二
％

（
減
少
率
で
一
％
と
八
％
）
で
、
三
〇
〜
五
九
日
階
層
の
七
二
％

と
四
〇
％
（
減
少
率
で
二
八
％
と
六
〇
％
）
と
較
べ
れ
ば
、
減
少

度
合
に
差
は
な
い
と
い
っ
て
も
い
い
。
佐
賀
の
場
合
、
低
従
事
日

数
の
従
事
者
ほ
ど
極
め
て
高
い
減
少
度
合
と
な
っ
て
い
る
。

都
府
県
と
の

違
い
は
、
男
性

よ
り
も
女
性
の

方
に
著
し
い
。

都
府
県
女
の
場

合
、
減
少
度
合

い
に
は
従
事
日

数
別
の
差
は
無

い
と
い
っ
て
い

い
く
ら
い
に
七

八
〜
八
七
％
の
間
に
な
ら
ん
で
い
る
の
に
、
佐
賀
の
場
合
は
男
性

と
同
じ
よ
う
に
低
従
事
日
数
階
層
ほ
ど
従
事
者
数
の
減
少
は
著
し

い
。こ
の
違
い
も
要
注
意
点
で
あ
ろ
う
。

第
２
表
に
�
六
五
歳
以
上
�
の
欄
を
作
っ
て
お
い
た
が
、
年
齢

別
と
農
業
従
事
日
数
別
を
組
み
合
わ
せ
た
農
業
従
事
者
の
数
字

は
、
九
五
年
と
二
〇
〇
〇
年
の
セ
ン
サ
ス
報
告
書
に
は
掲
載
さ
れ

て
い
た
が
、
〇
五
年
以
降
の
報
告
書
に
は
無
い
。
九
五
年
と
〇
〇

年
の
こ
の
数
字
を
見
た
と
き
、
〇
〇
年
の
六
五
歳
以
上
の
女
性
の

従
事
者
数
が
ど
の
従
事
日
数
階
層
で
も
九
五
年
よ
り
も
増
え
て
い

る
こ
と
、
男
性
の
場
合
も
二
九
日
未
満
層
と
六
〇
〜
九
九
日
階
層

を
除
く
そ
の
他
の
階
層
と
計
で
プ
ラ
ス
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気

づ
き
、
興
味
深
い
動
き
を
示
す
数
字
と
し
て
第
１
表
に
つ
け
加
え

て
お
い
た
。
佐
賀
の
場
合
は
男
性
六
〇
〜
九
九
日
層
を
除
い
て
プ

ラ
ス
に
な
っ
て
い
る
。
他
の
年
齢
階
層
で
は
、
都
府
県
で
は
女
性

の
四
〇
〜
五
九
歳
層
の
二
九
日
未
満
階
層
で
、
佐
賀
で
は
男
性
四

〇
〜
五
九
歳
層
と
女
性
四
〇
〜
五
九
歳
層
の
二
九
日
未
満
階
層
で

プ
ラ
ス
に
な
っ
て
い
た
。

六
五
歳
以
上
で
の
こ
う
し
た
現
象
は
、
こ
の
時
期
だ
け
だ
っ
た

の
か
、
興
味
あ
る
論
点
だ
が
〇
五
年
以
降
は
こ
う
し
た
集
計
は
発

表
さ
れ
て
い
な
い
。
例
え
ば
佐
賀
の
〇
五
年
六
五
歳
以
上
農
業
従

事
者
数
は
一
万
五
八
七
四
人
だ
が
、
〇
〇
年
を
一
一
二
人
下
回
る

だ
け
で
あ
る
。
従
事
日
数
別
に
み
れ
た
ら
、
或
い
は
こ
の
段
階
で

も
一
五
〇
日
以
上
階
層
は
増
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
し

佐賀県農業従事者の近年の変動状況についての考察 ��������������
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第２図ア　年齢別農業従事者数の推移（男）
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第２図イ　年齢別農業従事者数の推移（女）

た
こ
と
が
吟
味
で
き
る
よ
う
に
、
こ
う
し
た
集
計
は
続
け
て
ほ
し

い
も
の
だ
。

第
２
図
は
佐
賀
県
の
年
齢
別
農
業
従
事
者
の
推
移
を
示
し
た
も

の
で
あ
る
。
男
女
と
も
九
五
年
に
は
二
つ
の
山
を
も
っ
て
い
た
。

男
子
で
は
四
〇
〜
四
四
歳
層
と
六
五
〜
六
九
歳
層
、
女
子
で
は
四

〇
〜
四
四
歳
層
と
六
〇
〜
六
四
歳
層
で
あ
る
。
が
、
四
〇
〜
四
四

歳
層
の
山
は
〇
〇
年
以
降
、
特
に
〇
五
年
以
降
崩
れ
て
女
子
で
は

〇
五
年
に
無
く
な
り
、
六
〇
歳
以
上
に
山
は
シ
フ
ト
し
て
行
く
。

そ
の
傾
向
は
男
子
よ
り
も
女
子
で
早
く
進
み
、
男
子
も
一
〇
年
に

は
同
じ
形
に
な
る
。
男
子
で
言
え
ば
九
五
年
に
は
六
八
〇
〇
人
い

た
四
〇
〜
四
四
歳
層
の
農
業
従
事
者
が
一
〇
年
に
は
一
七
三
四
人

に
な
り
、
二
七
二
八
人
だ
っ
た
七
五
以
上
農
業
従
事
者
が
一
〇
年

に
は
四
六
八
五
人
に
な
る
。こ
れ
が
老
人
農
業
化
の
内
実
で
あ
る
。

（
三
）

例
え
ば
佐
賀
県
の
〇
五
年
の
一
五
〜
一
九
歳
の

農
業
就
業
人
口
は
一
二
三
四
人
だ
っ
た
。
こ
の
一

五
〜
一
九
歳
の
人
た
ち
は
一
〇
年
に
は
二
〇
〜
二

四
歳
に
な
る
。
一
二
二
四
人
が
〇
五
〜
一
〇
年
の

間
に
離
農
し
て
減
っ
た
か
、
或
い
は
五
年
間
に
こ

の
年
齢
層
の
人
で
新
規
に
就
農
し
た
人
が
い
る
か

ど
う
か
は
、
一
〇
年
の
二
〇
〜
二
四
歳
の
農
業
就

業
人
口
が
幾
ら
に
な
っ
た
か
を
見
る
こ
と
で
わ
か

る
。
こ
う
い
う
か
た
ち
で
特
定
年
齢
階
層
の
動
態

を
分
析
す
る
や
り
方
を
コ
ー
ホ
ー
ト
分
析

（coh
ort
an
aly
sis

）
と
い
っ
て
い
る
が
、
第
３

表
の
ア
、
イ
は
佐
賀
の
農
業
就
業
人
口
に
つ
い
て

そ
の
手
法
で
動
態
を
見
る
た
め
に
つ
く
っ
た
。
一

見
し
て
〇
五
年
ま
で
の
動
き
と
〇
五
年
以
降
の
動

き
で
大
き
な
ち
が
い
が
あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
よ

う
。
男
子
か
ら
見
て
い
こ
う
。
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1088
　
1613

1018

1143

2617

3159

3383
4871
5030

4224

　
1234
627
405
374
483
799
1058
1668
1833
2346
3980
4635
3737
1673
503

　
498
243
343
392
378
463
752
1030
1621
2123
1911
2601
2459
1492
566

(370)
867
(497)
(767)
1748
(981)
(1828)
3330
(1502)
(1711)
4009
(2298)
4426
5369
3571

2647

△440
△986

△991
△284
△13
＋4
＋20
△47
△28
△48

△435△1379△2176△2245
△1610

＋290

△239

＋139

＋109

＋1020＋587△235△1293

△2048

△121

△192

＋1085＋445

△54

△339

△2174

27,235
1995年 2000年 2005年 2010年

27,058 25,355 16,932計
15才~19才
~24才
~29才
~34才
~39才
~44才
~49才
~54才
~59才
~64才
~69才
~74才
~79才
~84才
85才~

　
912

827

2408

3841

5061

4675
5720
5081

3791

　
833
303
316
542
824
1110
1510
2151
2305
3383
4602
4856
3427
1338
439

　
344
127
169
260
345
535
789
1218
1785
1909
2316
2776
2365
1414
524

(392)
1029
(637)
(1472)
3598
(2126)
(2497)
4624
(2127)
(3098)
6978
(3880)
5838
5655
3385

2140

33,828
1995年 2000年 2005年 2010年

32,316 27,989 16,895
581

計
15才~19才
~24才
~29才
~34才
~39才
~44才
~49才
~54才
~59才
~64才
~69才
~74才
~79才
~84才
85才~

△146
△609

△706
△134
△56
△197△289△321△292
△366

△1067△1826△2491△2013
△1303

△396

＋31

△474

△180

＋627
△73
△864△1653

△1964

＋299

△782

＋795△118

△164

△574

△1734

九
五
〜
〇
〇
年
の
時
期
に
は
九
五
年
の
五
五
〜
五
九
歳
及
び
六

〇
〜
六
四
歳
層
で
プ
ラ
ス
に
な
っ
て
い
る
が
、
〇
〇
〜
〇
五
年
に

な
る
と
プ
ラ
ス
は
〇
〇
年
の
三
〇
〜
三
九
歳
層
、
四
〇
〜
四
九
歳

層
に
ま
で
拡
が
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
ほ
し
い
。

定
年
帰
農
と
い
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
九
五
〜
〇
〇
年
に
九
五

年
の
五
五
〜
五
九
歳
層
で
一
六
八
五
人
、
六
〇
〜
六
四
歳
層
で
四

四
五
人
が
増
え
て
い
る
の
は
、
そ
れ
を
意
味
し
て
い
る
と
し
て
い

い
か
も
し
れ
な
い
。

〇
〇
〜
〇
五
年
に
〇
〇
年
の
三
〇
〜
三
九
歳
層
及
び
四
〇
〜
四

九
歳
層
が
新
た
に
農
業
就
業
人
口
を
増
加
さ
せ
る
年
齢
階
層
に
な

っ
た
の
は
、
ど
う
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
こ
の
時
期
の
実
質
国

民
総
生
産
対
前
年
増
減
率
は
〇
〇
年
一
・
一
％
、
〇
一
年
マ
イ
ナ

ス
一
・
〇
％
、
〇
二
年
マ
イ
ナ
ス
一
・
三
％
、
〇
三
年
マ
イ
ナ
ス

〇
・
二
％
、
〇
四
年
〇
・
六
％
、
〇
五
年
〇
・
七
％
だ
っ
た
。
失

業
率
も
五
％
台
に
な
っ
た
。
不
況
が
三
〇
〜
四
九
歳
層
の
帰
農
を

も
た
ら
し
た
、
と
考
え
て
い
い
の
で
は
な
い
か
。

〇
五
〜
一
〇
年
の
時
期
に
な
る
と
三
〇
〜
四
九
歳
層
の
帰
農
は

無
く
な
り
、
定
年
帰
農
も
五
五
〜
五
九
歳
層
だ
け
に
な
る
。
そ
し

て
六
五
歳
以
上
の
農
業
就
業
人
口
減

の
勢
い
が
強
ま
る
。

こ
の
〇
五
〜
一
〇
年
の
動
き
は
、

都
府
県
全
体
の
動
き
と
相
当
ち
が
う

こ
と
を
注
意
し
て
お
こ
う
。
第
４
表

を
見
ら
れ
た
い
。

都
府
県
の
場
合
、
〇
五
年
二
五
〜

二
九
歳
層
か
ら
六
〇
〜
六
四
歳
層
に

至
る
全
年
齢
階
層
で
就
業
人
口
増
と

な
っ
て
い
る
。
表
示
は
略
し
た
が
〇

〇
〜
〇
五
年
の
各
年
齢
階
層
の
動
き

は
佐
賀
と
同
じ
く
〇
〇
年
の
三
〇
〜

三
九
歳
層
か
ら
六
〇
〜
六
四
歳
層
に

至
る
各
年
齢
階
層
で
就
業
者
増
と
な

第３表のア 年齢別農業就業者の推移（男）

第３表のイ 年齢別農業就業者の推移（女）

注）１９９５年の( )の数字は、例えば２０～２９歳層８６７人を農業従事
者の（２０～２４歳）と（２４～２９歳）の人数比で分割し、（２０～
２４歳）層３７０、（２４～２９歳）層４９７人として算出した。
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計

15才~19才

~24才

~29才

~34才

~39才

~44才

~49才

~54才

~59才

~64才

~69才

~74才

~79才

~84才

85才~

60.6

35.2

19.3

20.5

23.7

35.3

51.7

81.5

98.2

143.7

227.5

290.4

247.8

115.8

45.5

21.1

15.5

16.1

19.7

22.2

25.6

37.0

55.7

92.9

150.3

168.1

210.9

214.9

140.7

56.3

1496.7

2005年 2010年

1246.9
△4.1
△19.1
＋0.4
＋1.7
＋1.9
＋1.7
＋4.0
＋11.4
＋52.1
＋24.4
△16.6
△75.5
△107.1

△105.0

っ
て
い
た
。
そ
し
て
六
五
歳
以
上
の
農
業
就
業
人
口
減
の
勢
い
が

強
ま
る
と
い
う
こ
と
も
、
都
府
県
で
は
見
ら
れ
な
い
。

こ
の
違
い
が
ど
う
し
て
生
じ
た
の
か
。
興
味
あ
る
論
点
だ
が
、

指
摘
に
止
め
て
お
く
。

佐
賀
の
六
五
歳
以
上
の
動
き
に
つ
い
て
だ
が
、
六
五
歳
以
上
を

一
括
し
て
み
る
と
、
九
五
〜
〇
〇
年
で
は
、
九
五
年
の
六
五
歳
以

上
の
農
業
就
業
者
一
万
一
五
八
四
人
の
二
割
二
五
一
三
人
が
農
業

就
業
者
で
は
な
く
な
っ
た
だ
け
だ
が
、
〇
五
〜
一
〇
年
に
な
る

と
、
〇
五
年
の
六
五
歳
以
上
一
万
四
五
二
八
人
の
五
割
以
上
に
な

る
七
四
一
〇
人
が
農
業
就
業
者
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
農
業
就

業
者
で
な
く
な
る
、と
い
う
こ
と
は
転
職
し
た
が
、死
亡
し
た
か
、

リ
タ
イ
ア
し
た
か
と
い
う
こ
と
だ
が
、
こ
の
年
齢
階
層
で
は
転
職

は
考
え
に
く
い
か
ら
、
死
亡
も
し
く
は
リ
タ
イ
ア
と
い
う
こ
と
に

な
る
が
、
後
で
ふ
れ
る
こ
と
に
す
る
が
、
こ
の
一
〇
年
死
亡
率
は

低
下
し
続
け
て
い
る
か
ら
、
減
少
率
の
こ
の
高
ま
り
は
リ
タ
イ
ア

率
が
著
し
く
、高
ま
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。ど
う
し
て
な
の
か
、

こ
れ
も
興
味
あ
る
論
点
で
あ
る
（
都
府
県
の
場
合
、
〇
五
〜
九
五

の
六
五
歳
以
上
男
子
就
業
者
の
減
少
率
は
二
七
％
、
〇
五
〜
一
〇

の
そ
れ
は
三
三
％
で
若
干
高
ま
っ
た
が
佐
賀
の
よ
う
な
激
し
さ
で

は
な
い
）。佐
賀
の
こ
の
リ
タ
イ
ア
率
の
高
ま
り
を
も
た
ら
し
た
の

は
、
何
が
原
因
な
の
か
。
集
落
営
農
の
強
化
が
高
齢
者
の
リ
タ
イ

ア
率
の
高
ま
り
を
可
能
に
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
私
は
考

え
る
の
だ
が
、
ど
ん
な
も
の
だ
ろ
う
か
。

第
３
表
の
イ
の
女
性
の
動
き
に
つ
い
て
、
一
点
だ
け
、
四
四
歳

以
下
の
減
少
率
が
急
激
に
高
ま
り
、
男
性
以
上
の
減
少
率
を
示
す

よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
こ
う
（
第
５
表
）。女
性

の
就
労
条
件
が
大
き
く
変
り
、
農
業
外
で
の
就
業
分
野
が
拡
が
っ

て
い
る
か
ら
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
れ
る
が
残
念
な
が
ら
セ
ン
サ

ス
に
そ
れ
に
関
す
る
数
字
は
な
い
。

（
四
）

高
齢
農
業
者
の
近
年
の
動
き
に
つ
い
て
、
リ
タ
イ
ア
率
が
高
ま

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
て
お
い
た
が
、

第
６
表
は
そ
の
確
認
の
た
め
の
表
で
あ
る
。
高
齢
者
の
場
合
、
転

職
に
よ
る
減
は
考
え
難
い
と
い
う
こ
と
を
前
提
に
減
少
数
か
ら
推

定
死
亡
数
を
差
引
い
た
数
を
リ
タ
イ
ア
し
た
も
の
と
し
て
計
算
し

て
あ
る
。
年
齢
別
死
亡
率
は
厚
労
省
「
人
口
動
態
統
計
」
に
よ
る

年
齢
階
層
別
死
亡
率
に
よ
り
、
九
五
〜
〇
〇
年
な
ら
九
五
年
の
死

第４表 都府県男子農業就業人口の動き
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３４



　

60才~64才

65才~69才

70才~74才

75才~79才

80才~84才

~85才

60才~64才
65才~69才

80才~84才
85才~89才

70才~74才
75才~79才

13.1
20.0

1995 2000
男 女

2005 1995 2000 2005

94.8
156.8

31.5
54.6

11.3
18.2

80.5
131.6

28.7
45.6

10.5
15.6

73.3
126.4

26.4
44.0

5.5
8.6

54.3
100.7

15.1
28.1

4.6
7.5

43.3
81.8

12.4
22.7

4.3
6.6

38.7
73.6

11.3
20.0

1995年

4426

5369

3571

2647

2000年

3383

4871

5030

4224

2005年

2346

3980

4635

3737

1673

503

2011年

2123

1911

2601

2459

1492

566

＋445(290)＋735
△339(537)＋198

△2174(563)(1254)△357
△1610(613)(318)△679

＋587(191)＋778
△235(443)＋208
△1293(722)＋571

△1379(310)△1069

△2176(612)△1564
△2245(823)△1422

△435(123)△302

△2048(1700)△348

の＋A△Aは年次間の増減数（a）（b）は推定死亡数、＋Cは推定新規就農数、△Cは推定
リタイア数。（a）＋C

（b）△C

＋A或は△A

（適用死亡率）（1000人当たり）

亡
率
が
五
年
間
続
く
と
仮
定
し
て
算
出
し
た
。（
死
亡
率
が
ど
の
年

齢
階
層
で
も
近
年
低
下
し
て
い
る
こ
と
は
表
で
見
ら
れ
た
い
）。

第
一
に
第
３
表
の
ア
で
は
九
五
〜
〇
〇
年
及
び
〇
〇
〜
〇
五
年

の
定
年
帰
農
と
思
わ
れ
る
農
業
就
業
者
増
は
六
〇
〜
六
四
歳
層
ま

で
だ
っ
た
が
、
両
期
間
と
も
六
五
〜
六
九
歳
層
ま
で
定
率
機
能
と

思
わ
れ
る
農
業
就
業
者
増
が
あ
っ

た
（
九
五
〜
〇
〇
年
は
一
九
八

人
、
〇
〇
〜
〇
五
年
は
二
〇
八

人
）
こ
と
が
一
つ
の
発
見
で
あ

る
。リ

タ
イ
ア
率
だ
が
、
第
６
表
か
ら
計
算
す
る
と
６５
歳
以
上
で
九

五
〜
〇
〇
年
が
一
・
四
％
、
〇
〇
〜
〇
五
年
が
五
％
、
〇
五
〜
一

〇
年
が
二
・
五
％
に
な
る
。
急
激
な
高
ま
り
と
い
う
べ
き
だ
ろ

う
。
〇
五
〜
一
〇
年
の
都
府
県
六
五
歳
以
上
の
リ
タ
イ
ア
率
は
同

じ
よ
う
な
計
算
を
し

て
み
る
と
一
三
・
二

％
に
な
る
。
都
府
県

の
な
か
で
も
抜
群
に

高
い
リ
タ
イ
ア
率
と

い
う
べ
き
だ
ろ
う
。

集
落
営
農
が
高
い
リ

タ
イ
ア
率
を
実
現
し

て
い
る
と
み
て
い
い

い
の
だ
ろ
う
か
。

第６表 死亡数を推定しての男子６０歳以上農業就業者の変動

第５表 減少率の男女比較
女
７，７０５
６２９
８．２
３，９２８
１，７０３
４３．４
１４，７１２
７，６３３
５１．９

（第３表から作製）

男
５，５３１
７５３
１３．６
３，４２２
１，３５５
３４．５
１４，５２８
７，４１０
５１．０

９５年農業就業者数（人）
９５～００年減少数（人）
減少率（%）
０５年農業就業者数（人）
０５～１０年減少数（人）
減少率（％）
０５年農業就業者数（人）
０５～１０年減少数（人）
減少率（%）

４４歳
以下

６５歳
以上

佐賀県農業従事者の近年の変動状況についての考察 ��������������
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１
、
は
じ
め
に
―
水
田
農
業
に
お
け
る
佐
賀
県
の
位
置
―

今
後
の
水
田
作
農
業
の
展
開
に
お
い
て
は
、
生
産
の
組
織
化
を

図
り
つ
つ
、
規
模
拡
大
や
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
地
域

的
な
土
地
利
用
調
整
を
進
め
て
い
く
と
と
も
に
、
そ
こ
で
の
作
物

生
産
に
お
い
て
は
土
地
利
用
率
を
高
め
、
か
つ
、
土
地
生
産
性（
収

量
）
の
水
準
を
向
上
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
中
心
課
題
と
な
る
。
そ

し
て
、
こ
の
よ
う
な
観
点
に
お
い
て
先
進
的
な
取
り
組
み
を
実
施

し
て
い
る
の
が
佐
賀
県
で
あ
る
。

佐
賀
県
の
田
本
地
の
水
田
利
用
率
は
一
四
九
・
九
％
と
全
国
一

位
で
あ
る
。
全
国
の
平
均
は
九
七
・
八
％
で
あ
り
、
ま
た
、
第
二

位
の
沖
縄
県
で
も
一
二
七
・
六
％
、
第
三
位
の
福
岡
県
で
一
二
五

・
八
％
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
か
ら
も
佐
賀
県
の
水
田
利
用
率
の
高

さ
が
伺
え
る
。
こ
れ
は
、
図
１
に
示
す
よ
う
に
、
夏
作
と
し
て
の

水
稲
（
二
七
・
三
千
ha
）、大
豆
（
八
・
三
千
ha
）
に
対
し
て
、
麦

類
（
二
一
・
一
千
ha
）
や
玉
葱
（
約
二
・
六
千
ha
）
な
ど
冬
作
物

が
多
い
こ
と
が
そ
の
背
景
に
あ
る
。
ま
た
、
同
時
に
、
不
作
付
地

が
相
対
的
に
少
な
い
こ
と
も
土
地
利
用
率
を
高
く
し
て
い
る
。
水

田
で
の
主
な
作
付
体
系
は
水
稲
―
麦
類
、
麦
類
―
大
豆
と
い
う
二

年
四
作
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
体
系
の
も
と
で
は
水
田
利
用
率

は
二
〇
〇
％
で
あ
り
、
こ
の
点
で
佐
賀
県
は
わ
が
国
に
お
け
る
土

地
利
用
型
作
物
の
主
要
な
食
料
供
給
基
地
と
し
て
の
役
割
を
果
た

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

２
、
大
豆
作
に
お
け
る
高
生
産
力
の
技
術
的
背
景

こ
の
よ
う
な
水
田
で
の
二
年
四
作
体
系
に
お
い
て
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
の
が
大
豆
で
あ
り
、
佐
賀
県
は
北
海
道
に
次
い

で
多
い
全
国
第
二
位
の
収
穫
量
と
な
っ
て
い
る
（
平
成
二
三
年

稲
麦
大
豆
二
年
四
作
体
系
下
に
お
け
る
水
田
農
業
の
展
開
と
課
題

―
佐
賀
県
の
大
豆
作
を
中
心
と
し
て
―

中
央
農
業
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

梅
本

雅

農村と都市をむすぶ２０１２．１２
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産
）。な
お
、
表
１
は
、
地
域
別
の
大
豆
の

作
付
動
向
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
平
成

一
二
年
か
ら
の
水
田
農
業
経
営
確
立
対
策

以
降
、
米
の
生
産
調
整
面
積
が
大
き
く
拡

大
す
る
中
で
大
豆
の
作
付
は
増
加
し
、
平

成
一
五
年
に
は
約
一
五
万
二
千
ha
に
達
す

る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
降
は
や
や
減
少
傾

向
に
あ
る
と
と
も
に
、
そ
の
過
程
で
は
地

域
別
な
違
い
も
生
じ
て
き
た
。
そ
し
て
、

関
東
東
山
、
北
陸
、
中
国
四
国
が
作
付
面

積
を
減
少
さ
せ
る
中
で
、
北
海
道
や
九
州

で
は
平
成
一
二
年
に
比
べ
一
・
三
〜
一
・

五
倍
に
増
加
し
て
お
り
、
特
に
、
都
府
県

の
中
で
は
佐
賀
県
の
面
積
増
加
が
大
き
い

こ
と
が
分
か
る
。
新
規
需
要
米
に
対
す
る

八
万
円
／
一
〇
ａ
の
助
成
措
置
が
講
じ
ら

れ
た
こ
と
か
ら
、
近
年
は
大
豆
作
か
ら
飼

料
米
や
飼
料
稲
へ
と
転
換
す
る
地
域
も
多

い
。
そ
の
中
で
、
佐
賀
県
は
、
夏
作
に
お

い
て
大
豆
作
を
強
化
し
て
き
た
の
で
あ

り
、
そ
の
こ
と
が
、
上
述
し
た
水
田
利
用

率
の
高
さ
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
言
え

る
の
で
あ
る
。

表１ 大豆作付面積の地域別動向 （単位：千ha)

図１ 水田利用状況（佐賀県）

資料：佐賀県資料より引用・加工。原資料は農林水産省「平成２３年耕地及び作付面積統計」

資料：農林水産省統計部「作物統計」
注：括弧内の数字は、２００年の作付面積を１００とする指数である。

稲麦大豆二年四作体系下における水田農業の展開と課題 ������������
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ま
た
、
表
２
は
、
大
豆
単
収
の
動
向
を
地

域
別
に
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
わ
が
国
の

大
豆
作
の
問
題
と
し
て
収
量
が
低
位
・
不
安

定
で
あ
る
と
い
う
点
が
あ
る
が
、
事
実
、
表

に
示
す
よ
う
に
全
国
平
均
単
収
が
二
〇
〇
�

／
一
〇
ａ
を
超
え
る
こ
と
は
な
く
、
そ
の
変

動
も
大
き
い
と
と
も
に
、
平
成
一
二
〜
一
四

年
頃
に
比
べ
、
近
年
は
む
し
ろ
低
下
し
て
い

る
。
特
に
、
東
北
〜
中
国
四
国
に
お
い
て
低

位
・
不
安
定
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
実
態
が

あ
る
地
域
で
大
豆
作
付
面
積
が
減
少
し
て
い

る
。
そ
の
中
で
佐
賀
県
は
、
台
風
等
に
よ
る

被
害
か
ら
平
成
一
六
年
の
よ
う
に
大
き
く
減

少
す
る
年
は
あ
る
も
の
の
、
平
成
一
二
〜
二

三
年
平
均
で
二
一
七
�
／
一
〇
ａ
と
、
北
海

道
と
ほ
ぼ
同
等
の
収
量
水
準
を
維
持
し
て
い

る
。
特
に
、
畑
作
大
豆
を
中
心
と
す
る
北
海

道
に
対
し
て
、
佐
賀
県
は
基
本
的
に
水
田
大

豆
で
の
収
量
で
あ
り
、
都
府
県
の
多
く
の
地

域
が
大
豆
作
の
低
収
に
悩
む
中
で
、
佐
賀
県

の
単
収
水
準
の
高
さ
が
注
目
さ
れ
る
の
で
あ

る
。で

は
、
こ
の
よ
う
な
収
量
水
準
は
ど
の
よ

表２ 大豆単収の地域別動向 (kg／１０a)

資料：農林水産省統計部「作物統計」

表３ 大豆作における作業の状況

資料：西川副地区営農組合資料より引用・加工
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う
な
技
術
的
経
済
的
条
件
の
も
と
で
達
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
表
３
は
、
後
述
す
る
西
川
副
地
区
営
農
組
合
の
大
豆
作
に

関
わ
る
作
業
の
状
況
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
組
合
は
平

成
二
三
年
度
に
お
い
て
三
五
七
�
／
一
〇
ａ
と
い
う
高
単
収
を
実

現
し
て
お
り
、
同
年
度
の
全
国
豆
類
経
営
改
善
共
励
会
に
お
い
て

農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

今
回
の
聞
き
取
り
調
査
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
た
収
量
確
保
の
た

め
の
ポ
イ
ン
ト
の
第
一
は
、
い
か
に
適
期
に
播
種
を
行
う
か
で
あ

る
。
佐
賀
県
で
は
七
月
の
第
一
半
旬
が
播
種
適
期
で
は
あ
る
が
、

天
候
の
推
移
を
見
な
が
ら
、
か
つ
、
湿
害
、
及
び
播
種
後
の
干
害

の
回
避
を
目
的
に
土
壌
水
分
五
％
程
度
の
時
に
播
く
こ
と
を
目
標

に
作
業
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
適
期
に
作
業
を

終
え
る
に
は
耕
起
〜
播
種
を
同
時
に
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
有
効

で
あ
り
（
注
１
）、そ
の
た
め
複
数
の
オ
ペ
レ
ー
タ
に
よ
る
組
作
業

体
制
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
よ
う
に
対
応
を
行
う
と

し
て
も
、
ど
う
し
て
も
急
な
降
雨
な
ど
か
ら
発
芽
不
良
が
生
じ
る

こ
と
が
あ
り
、
そ
の
時
に
は
二
回
、
三
回
と
蒔
き
直
し
が
な
さ
れ

る
が
、
こ
の
よ
う
に
コ
ス
ト
を
か
け
て
で
も
蒔
き
直
し
が
行
わ
れ

る
の
も
、
良
好
な
出
芽
・
苗
立
ち
が
そ
の
後
の
生
育
、
収
量
を
決

定
付
け
る
最
も
重
要
な
要
素
だ
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
第
二
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
水
田
で
の
大
豆
作
に
お
い

て
排
水
対
策
が
重
要
な
こ
と
か
ら
、
大
豆
前
作
の
麦
作
付
け
時
に

弾
丸
暗
渠
を
三
〜
五
ｍ
間
隔
で
施
工
し
、
大
豆
作
付
圃
場
の
乾
田

化
を
図
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
前
作
の
麦
に
お
い
て
も

排
水
対
策
を
徹
底
し
て
行
う
こ
と
で
、
大
豆
作
で
の
好
適
な
栽
培

条
件
に
努
め
て
い
る
。

さ
ら
に
、
地
力
維
持
も
多
収
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。
大

豆
は
地
力
収
奪
型
の
作
物
で
あ
る
。
そ
の
た
め
根
粒
活
性
を
高
め

る
と
と
も
に
、
有
機
物
の
施
用
等
を
通
し
た
地
力
維
持
を
図
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
二
年
四
作
体
系
の
も
と
で
は
常
に

圃
場
に
作
物
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
堆
肥
を
投
入
す
る
時
間
的
余
裕

が
な
い
。
そ
の
た
め
、
こ
の
組
合
で
は
土
作
り
の
た
め
の
麦
わ
ら

は
全
量
圃
場
に
還
元
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
大
豆
多
収
化
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
出
芽
・
苗
立
ち

の
安
定
化
、
圃
場
の
乾
田
化
（
排
水
性
の
確
保
）、地
力
維
持
等
の

対
応
に
加
え
、
さ
ら
に
、
無
人
ヘ
リ
（
委
託
）
と
乗
用
管
理
機
に

よ
る
適
期
防
除
や
、
高
品
質
大
豆
生
産
に
向
け
た
適
期
収
穫
（
注

２
）、収
穫
前
の
雑
草
の
除
去
（
注
３
）
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
。
ま
た
、
除
草
対
策
に
つ
い
て
は
播
種
後
の
除
草
剤
散
布

が
一
般
的
と
言
え
る
が
、
こ
の
組
織
で
は
「
除
草
剤
は
使
用
し
な

い
」
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
お
り
、
ト
ラ
ク
タ
ー
カ
ル
チ
を
用
い
て

本
葉
三
〜
五
葉
期
に
中
耕
・
培
土
を
一
〜
二
回
程
度
行
う
こ
と
で

対
応
し
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
組
合
で
は
後
述
す
る
よ
う
に
機
械
作
業
は
共
同
で

行
う
が
、
管
理
作
業
は
個
人
で
実
施
し
て
い
る
。
し
か
し
、
技
術

的
な
対
応
方
針
は
組
合
で
統
一
さ
れ
て
お
り
、
作
業
時
期
等
に
つ
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い
て
指
示
が
出
さ
れ
、
そ
れ
に
沿
う
方
向
で
管
理
が
行

わ
れ
て
い
る
。
組
合
の
事
務
所
に
は
大
豆
の
栽
培
ご
よ

み
が
掲
示
さ
れ
て
お
り
、
技
術
対
応
も
こ
の
よ
う
な
指

導
機
関
の
指
導
内
容
に
添
っ
た
、
い
わ
ば
基
本
に
忠
実

な
大
豆
栽
培
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
も

高
い
収
量
品
質
を
実
現
さ
せ
る
大
き
な
要
因
と
な
っ
て

い
る
と
言
え
よ
う
。

３
、
大
豆
作
の
収
量
向
上
に
対
す
る
経
済
的
条
件

以
上
、
技
術
的
側
面
か
ら
大
豆
高
単
収
の
要
因
を
見

た
が
、
さ
ら
に
、
経
営
経
済
的
な
条
件
と
し
て
、
ブ
ロ

ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
加

え
、
共
同
作
業
の
た
め
の
組
織
形
成
が
な
さ
れ
て
い
る

と
い
う
点
も
重
要
で
あ
る
。
例
え
ば
、
南
川
副
地
区
で

は
、
地
区
全
体
の
転
作
圃
場
が
わ
ず
か
三
つ
の
ブ
ロ
ッ

ク
に
分
け
ら
れ
る
な
ど
、
非
常
に
大
き
な
面
積
で
の
ブ

ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
組
織

形
成
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
こ
の
よ
う
な
地
域
的

な
営
農
体
制
の
形
成
が
、
大
豆
の
生
産
力
を
高
め
て
い

く
上
で
の
基
礎
的
条
件
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
大
豆
増
収
に
向
け
た
農
業
者
の
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
（
誘
因
）
と
い
う
点
も
重
要
な
要
素
で
あ
る
。

表
４
は
、
水
稲
単
収
を
平
年
収
量
に
近
い
五
二
七
�
／

表４ 水田１０a当たりの作物別の所得比較（試算） （単位：kg／１０a、円／６０kg、円／１０a)

注：JA佐賀中央会資料より引用・加工。単収は直近（平成２３年時点）の県平均収量。単価は主食用米は平成

２３年産ヒノヒカリ相対価格（佐賀）、大豆は平成２３年産平均価格（佐賀）。加工米は平成２３年産全農平均価格。

飼料米及び米粉用米は、県内の平均価格。米及び大豆の生産費は平成２２年度の生産費調査の生産費－家族

労働費＋流通経費（搬送運賃、倉庫管理料等、米１，８００円／６０kg、大豆５００円／６０kg)で計算。畑作物の所

得補償交付金は、大豆は１等区分で計算。参考（水田経営所得安定対策）における畑作物の所得交付金の

欄は、同制度の固定払と成績払の金額を加えた交付額（１０a当たり）である。
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一
〇
ａ
と
し
た
場
合
の
稲
作
所
得
を
基
準
に
、
大
豆
や
飼
料
米
な

ど
夏
作
物
同
士
で
交
付
金
を
含
む
所
得
の
状
況
を
比
較
し
た
も
の

で
あ
る
。
大
豆
は
単
収
水
準
別
に
示
し
て
い
る
が
、
近
年
の
県
平

均
に
近
い
二
五
〇
�
／
一
〇
ａ
の
場
合
、
水
田
活
用
の
所
得
補
償

交
付
金
や
畑
作
物
の
所
得
補
償
交
付
金
を
加
え
る
と
一
〇
ａ
当
た

り
大
豆
作
所
得
は
八
万
円
を
上
回
る
と
試
算
さ
れ
る
の
で
あ
り
、

主
食
用
米
や
新
規
需
要
米
を
大
き
く
上
回
る
。
参
考
ま
で
に
都
府

県
で
一
般
的
と
な
っ
て
い
る
一
五
〇
�
／
一
〇
ａ
と
い
っ
た
低
い

収
量
水
準
を
設
定
す
る
と
、
大
豆
作
所
得
は
主
食
用
米
を
下
回

り
、
ま
た
、
減
価
償
却
費
が
考
慮
さ
れ
な
い
と
す
る
と
新
規
需
要

米
の
方
が
よ
り
多
く
の
所
得
と
な
る
可
能
性
も
想
定
さ
れ
る
の
で

あ
る
が
、
し
か
し
、
佐
賀
県
の
よ
う
に
大
豆
の
収
量
水
準
が
高
い

と
、
ま
さ
に
大
豆
が
水
田
作
経
営
に
お
け
る
基
幹
部
門
と
し
て
位

置
付
く
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
、
表
の
右
欄
に
は
、
大
豆
の
収
量
水
準
別
に
従
来
の
水
田

経
営
所
得
安
定
対
策
の
下
で
の
助
成
額
及
び
所
得
を
示
し
た
が
、

戸
別
所
得
補
償
制
度
の
下
で
は
収
量
水
準
に
比
例
し
て
助
成
金
が

増
加
す
る
仕
組
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
例
え
ば
、
先
の
西
川
副
地

区
営
農
組
合
の
よ
う
に
三
五
〇
�
／
一
〇
ａ
と
い
う
高
単
収
を
実

現
す
る
と
、
農
業
者
が
受
取
る
助
成
金
は
従
来
制
度
の
下
で
の
交

付
額
よ
り
さ
ら
に
三
二
、
二
八
一
円
多
い
七
〇
、
九
九
一
円
／
一

〇
ａ
と
な
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
一
〇
ａ
当
た
り
大
豆
作
所
得
は

一
一
〇
、
三
八
二
円
／
一
〇
ａ
に
も
達
す
る
と
試
算
さ
れ
る
の
で

あ
る
。
加
え
て
、
今
年
度
は
大
豆
価
格
が
高
騰
し
、
今
回
の
試
算

で
用
い
た
六
、
三
〇
〇
円
／
六
〇
�
の
一
・
五
倍
近
い
九
、
二
〇

〇
円
／
六
〇
�
と
い
っ
た
入
札
価
格
の
水
準
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
大
豆
作
所
得
は
さ
ら
に
多
く
な
る
と
思
わ
れ
る
。
こ

の
よ
う
に
、
大
豆
作
は
水
田
作
経
営
に
お
い
て
、
も
は
や
生
産
調

整
対
策
へ
の
対
応
と
し
て
で
は
な
く
、
経
営
の
基
幹
的
収
益
部
門

と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
助

成
体
系
と
し
て
も
、
収
量
水
準
の
向
上
が
農
業
者
の
収
入
に
そ
の

ま
ま
比
例
す
る
仕
組
み
と
な
っ
た
こ
と
が
農
業
者
の
イ
ン
セ
ン
テ

ィ
ブ
を
高
め
（
注
４
）、そ
の
こ
と
が
大
豆
の
収
量
水
準
を
高
位
に

維
持
す
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

４
、
大
豆
共
同
乾
燥
調
製
施
設
に
よ
る
出
荷
体
制
の
整
備

大
豆
作
に
関
す
る
佐
賀
県
の
特
徴
と
し
て
、
さ
ら
に
大
規
模
な

大
豆
共
同
乾
燥
調
製
施
設
が
建
設
さ
れ
、
統
一
的
な
出
荷
体
制
が

整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
今
回
調
査
を
行
っ
た
Ｊ
Ａ
佐
城

南
部
地
域
大
豆
共
同
乾
燥
調
製
施
設
は
、
佐
城
農
業
協
同
組
合
が

実
施
主
体
と
な
っ
て
平
成
一
三
年
度
に
建
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

が
、
日
本
で
は
最
大
規
模
と
も
言
え
る
大
豆
の
共
乾
施
設
で
あ

る
。
管
内
の
大
豆
作
付
面
積
は
二
、
四
五
〇
ha
で
あ
る
が
、
隣
接

す
る
地
域
か
ら
の
荷
受
け
も
あ
る
た
め
、
約
三
、
〇
〇
〇
ha
の
受

益
面
積
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
は
、
佐
城
南
部
大
豆
共

乾
施
設
利
用
組
合
が
運
営
を
Ｊ
Ａ
か
ら
委
託
さ
れ
て
お
り
、
荷
受
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け
や
乾
燥
調
製
等
を
経
て
、
検
査
後
、
出
荷
を
行
っ
て
い
る
。

専
従
者
一
人
、
臨
時
二
名
と
い
う
労
働
力
の
も
と
で
運
営
さ
れ

て
い
る
が
、
大
豆
の
共
乾
施
設
で
専
従
者
が
い
る
ケ
ー
ス
は
珍
し

く
、
い
か
に
大
豆
の
荷
受
数
量
が
多
い
施
設
か
を
示
す
も
の
と
言

え
よ
う
。
な
お
、
荷
受
重
量
は
三
、
〇
〇
〇
ｔ
近
く
に
達
す
る
と

言
う
。ま
た
、利
用
料
金
は
水
分
一
五
％
で
一
七
円
／
�
で
あ
る
。

こ
の
共
乾
施
設
は
、
平
成
一
〇
年
か
ら
建
設
の
検
討
が
開
始
さ

れ
一
三
年
か
ら
稼
働
し
て
い
る
が
、
施
設
建
設
当
時
の
生
産
調
整

の
割
当
て
が
二
〇
％
程
度
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
今
日
で
は
そ

れ
は
四
〇
％
近
く
に
達
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
大
豆
の
荷
受
量
も

当
初
計
画
を
大
き
く
上
回
る
量
と
な
っ
て
お
り
、
施
設
の
受
け
入

れ
能
力
も
ほ
ぼ
限
界
に
達
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
早
生
品
種
の

導
入
が
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
販
路
の
問
題
も
あ
り
、
現
状
で
は

ま
だ
フ
ク
ユ
タ
カ
の
み
の
品
種
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点

で
、
販
路
対
応
も
含
め
今
後
ど
の
よ
う
な
品
種
構
成
と
し
て
い
く

か
が
課
題
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
問
題
点
は
あ
る
が
、
大
豆
共
乾

施
設
の
存
在
が
大
豆
産
地
の
形
成
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
水
稲
と
同
様
、
共
乾
施
設
を
核
と
す
る

生
産
体
制
が
築
か
れ
て
い
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

５
、
組
織
化
を
通
じ
た
地
域
営
農
体
制
の
構
築

上
述
し
て
き
た
よ
う
に
、
大
豆
の
生
産
振
興
に
お
い
て
地
域
営

農
の
組
織
化
は
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
佐
賀
県
に
お
け

る
集
落
営
農
組
織
の
多
く
は
水
田
経
営
所
得
安
定
対
策
を
契
機
に

設
立
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
経
理
の
一
元
化
と
い
う
要
件
を
満
た

す
の
み
で
、
実
態
と
し
て
は
個
人
で
の
営
農
が
継
続
さ
れ
る
と
い

う
、
い
わ
ゆ
る
技
番
型
の
方
式
が
一
般
的
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の

中
で
、
前
述
し
た
西
川
副
地
区
営
農
組
合
は
、
完
全
な
協
業
体
と

し
て
は
展
開
し
て
い
な
い
が
、
一
つ
の
統
一
し
た
意
思
決
定
に
基

づ
く
組
織
体
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
る
事
例
で
あ
る
。

こ
の
組
合
は
平
成
一
八
年
に
設
立
さ
れ
て
お
り
、
法
人
化
は
行

っ
て
い
な
い
。
集
落
数
一
三
、
構
成
員
一
六
四
、
加
入
面
積
が
三

四
八
ha
に
達
す
る
県
内
で
も
有
数
の
大
き
な
集
落
営
農
組
織
で
あ

る
。
こ
の
組
織
は
、
主
要
作
業
の
共
同
化
や
、
田
植
機
、
コ
ン
バ

イ
ン
、
管
理
機
の
共
同
利
用
、
集
団
栽
培
、
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
の
実
施
を
中
心
に
組
織
を
運
営
し
て
い
る
。
特
に
、
コ
ン

バ
イ
ン
（
大
豆
用
八
台
、
自
脱
型
四
台
）
に
加
え
、
田
植
機
に
つ

い
て
も
組
織
で
機
械
を
所
有
し
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
り
、
ま

た
、
栽
培
面
で
も
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
耕
起
播
種
な
ど
は
共
同
作
業

が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
栽
培
面
で
の
指
導
を
通
し
た
統
一
化
を

図
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
ト
ラ
ク
タ
ー
が
個
人
所
有
で
あ
る

こ
と
か
ら
耕
起
・
播
種
・
管
理
作
業
に
つ
い
て
は
組
合
か
ら
の
作

業
指
示
に
基
づ
き
作
業
が
行
わ
れ
る
が
、
そ
の
他
は
田
植
機
利
用

班
、
水
稲
・
麦
コ
ン
バ
イ
ン
利
用
班
、
乗
用
管
理
機
利
用
班
、
大

豆
コ
ン
バ
イ
ン
利
用
班
な
ど
様
々
な
機
械
作
業
班
が
形
成
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
単
位
ご
と
に
指
示
に
沿
っ
て
作
業
を
行
う
体
制
が
と

����������� 稲麦大豆二年四作体系下における水田農業の展開と課題
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ら
れ
て
い
る
。こ
の
よ
う
に
、統
一
し
た
方
針
の
も
と
で
協
業
化
を

図
り
な
が
ら
、前
述
し
た
高
単
収
を
実
現
し
得
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
大
豆
を
中
心
と
す
る
技
術
対
応
や
地
域
的
営
農
体

制
の
構
築
は
、
佐
賀
県
を
主
要
な
大
豆
産
地
と
し
て
成
立
さ
せ
、

こ
の
地
域
の
水
田
農
業
の
展
開
を
可
能
と
す
る
基
礎
的
条
件
と
な

っ
て
い
る
。
特
に
、
米
価
が
下
落
し
、
稲
作
の
収
益
性
が
低
迷
す

る
中
で
二
四
〇
�
／
一
〇
ａ
を
超
え
る
大
豆
単
収
を
確
保
し
て
い

く
こ
と
は
、
水
田
作
経
営
に
お
け
る
大
豆
の
位
置
付
け
を
大
き
く

変
え
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
今
日
ま
さ
に
稲
麦
大
豆
作
全
体
の

生
産
力
を
高
め
な
が
ら
経
営
発
展
を
図
っ
て
い
く
こ
と
の
必
要
性

を
具
体
的
に
示
す
も
の
で
あ
り
、
こ
の
点
で
佐
賀
県
の
取
り
組
み

は
、
わ
が
国
の
水
田
農
業
の
生
産
力
的
展
開
方
向
を
示
し
て
い
る

と
言
え
る
の
で
あ
る
。

注
１

耕
起
後
に
降
雨
が
あ
る
と
し
ば
ら
く
は
圃
場
に
入
れ
ず
蒔
き

遅
れ
る
こ
と
に
な
る
。

注
２

汚
粒
等
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
水
分
一
六
％
以
下
を
確
認

し
た
場
合
の
み
収
獲
作
業
を
実
施
し
て
い
る
。

注
３

組
合
員
に
雑
草
の
抜
き
取
り
を
指
示
し
、
除
去
さ
れ
な
い
圃

場
は
収
穫
が
後
回
し
と
な
る
。

注
４

今
回
の
聞
き
取
り
調
査
に
お
い
て
も
、
農
業
者
戸
別
所
得
補

償
制
度
に
変
わ
り
農
業
者
が
俄
然
や
る
気
が
出
る
よ
う
に
な
っ

た
と
い
う
こ
と
を
関
係
機
関
の
担
当
者
は
指
摘
し
て
い
る
。

稲麦大豆二年四作体系下における水田農業の展開と課題 ������������
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１

は
じ
め
に

こ
こ
で
は
、
四
つ
の
訪
問
先
の
う
ち
、
九
月
六
日
に
訪
れ
た
佐

賀
市
南
西
部
の
久
富
西
（
ひ
さ
と
み
・
に
し
）
営
農
組
合
と
嘉
瀬

地
区
共
乾
施
設
利
用
組
合
を
中
心
に
報
告
す
る
。

２

圃
場
全
体
に
作
ら
れ
、
一
面
に
広
が
る
大
豆

久
富
西
営
農
組
合
と
嘉
瀬
地
区
共
乾
施
設
利
用
組
合
を
訪
れ
た

後
、
同
地
区
の
田
で
育
っ
て
い
る
大
豆
を
見
学
し
た
。
佐
賀
で
は

大
豆
は
、
田
に
お
い
て
表
作
と
し
て
、
コ
メ
と
と
も
に
ブ
ロ
ッ
ク

ロ
ー
テ
イ
シ
ョ
ン
の
も
と
で
作
ら
れ
て
い
る
。そ
の
田
の
裏
作（
コ

メ
・
大
豆
の
裏
作
）
と
し
て
麦
が
つ
く
ら
れ
る
。

大
豆
が
圃
場
全
体
に
く
ま
な
く
整
然
と
作
ら
れ
、
遠
く
ま
で
一

面
に
大
豆
が
広
が
っ
て
い
る
。
大
豆
は
し
っ
か
り
と
根
を
張
っ
て

育
ち
、
見
た
目
に
も
収
量
が
高
い
こ
と
が
伺
え
る
（
写
真
１
）。か

つ
て
、
日
本
の
各
地
で
、
転
作
作
物
の
大
豆
・
麦
は
、
転
作
奨
励

金
を
得
る
た
め
に
、�
形
だ
け
栽
培
す
る
�
荒
ら
し
作
り
が
行
わ
れ

た
。
こ
こ
で
見
る
大
豆
は
、
全
く
違
う
。

大
豆
の
播
種
期
に
雨
が
降
り
、
播
種
が
失
敗
し
て
も
、
決
し
て

放
棄
し
な
い
。
再
度
、
播
種
を
し
、
ま
た
雨
で
失
敗
し
て
も
、
さ

ら
に
播
種
を
行
な
う
、
播
種
三
回
も
あ
る
と
い
う
。
生
産
者
が
そ

こ
ま
で
行
い
う
る
の
は
、
戸
別
所
得
補
償－

農
業
者
所
得
補
償
制

度
に
よ
っ
て
、
①
田
に
大
豆
を
作
る
場
合
に
も
主
食
用
米
を
作
る

場
合
と
同
じ
額
の
所
得
が
保
障
さ
れ
て
い
る
（
表
１
）。②
交
付
金

の
支
払
い
を
数
量
払
い
と
し
て
生
産
が
ふ
え
る
と
と
も
に
、
交
付

金
の
受
給
額
も
増
え
る
仕
組
み
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
根
拠
に
な

っ
て
い
る
。
大
豆
価
格
の
い
い
昨
年－

今
年
は
大
豆
の
一
〇
ａ
当

た
り
の
所
得
が
コ
メ
を
三
割
も
上
回
っ
て
い
る
（
表
２
）。農
業
者

所
得
補
償
制
度
の
も
と
で
、
大
豆
生
産
が
押
し
進
め
ら
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

３

大
豆
と
麦：

全
国
第
二
位
と
そ
の
背
景

農
業
者
所
得
補
償
制
度
の
下
、
品
質
向
上
を
軸
に
、

土
地
利
用
型
農
業（
コ
メ
・
大
豆
、
麦
）を
全
面
的
に
進
め
る

－

佐
賀
市
・
久
富
西
営
農
組
合
、
Ｊ
Ａ
佐
賀
・
嘉
瀬
地
区
共
乾
施
設
利
用
組
合－

日
本
農
業
研
究
所
客
員
研
究
員

服
部

信
司

農村と都市をむすぶ２０１２．１２

４４



 12   79   44   35   91   45   46 
 21   74   39   35   95   42   53 
42 25   80    80  105   62   43 
20   9   80    80   89   62   28 
20   9   93    93  102   62   41 
 65   20    20   85   62   23 
 106   15     121   80   41 

�
大
豆
・
麦
・
コ
メ
に
つ
い
て
の
佐
賀
の
位
置

そ
の
大
豆
の
佐
賀
県
の
生
産
量
（
二
〇
〇
九
年：

以
下
同
じ
）

は
二
万
一
〇
〇
〇
ト
ン
、
全
国
二
二
万
ト
ン
の
九
・
六
％
。
北
海

道
四
万
八
、
五
〇
〇
ト
ン
に
次
い
で
第
二
位
で
あ
る
（
表
３
）。ま

た
、
麦
（
小
麦
、
二
条
大
麦
、
六
条
大
麦
、
ラ
イ
麦
の
合
計
）
は

佐
賀
県
七
万
一
、
五
四
〇
ト
ン
、
全
国
八
四
万
三
、
四
〇
〇
ト
ン

の
八
・
五
％
で
、
こ
れ
も
北
海
道
四
〇
万
七
、
二
〇
〇
ト
ン
に
次

い
で
、
第
二
位
と
な
っ
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
佐
賀
県
の
コ
メ
生
産
量
は
一
四
万
二
、
〇
〇
〇
ト

ン
（
二
〇
〇
九
年
）、全

国
八
四
六
万
六
、
〇
〇

〇
ト
ン
の
一
・
七
％
で

第
二
二
位
に
と
ど
ま

る
�

。コ
メ
の
位
置
は
、

佐
賀
県
の
田
の
面
積
四

万
三
、
七
〇
〇
�
が
全

国
二
四
七
万
四
、
〇
〇

〇
�
の
一
・
八
％
で
第

二
三
位
で
あ
る
こ
と
に

対
応
し
て
い
る
�

。
な

お
、
佐
賀
県
の
畑
面
積

（
樹
園
地
を
含
む
）
は

一
万
五
〇
〇
�
。
全
国

二
〇
八
万
七
、
〇
〇
〇
�
の
〇
・
五
％
、
第
三
三
位
で
あ
る
�

。

佐
賀
県
の
大
豆
と
麦
は
、
耕
地
面
積
の
全
国
比
率
（
田：

二
三

位
、
畑
三
三
位
）に
比
べ
、
突
出
し
て
高
い
全
国
的
位
置（
二
位
）

を
し
め
て
い
る
と
い
っ
て
い
い
。そ
れ
は
、以
下
の
理
由
に
よ
る
。

�
基
盤
整
備
の
徹
底

暗
渠
排
水
を
含
む
基
盤
整
備
が
昭
和
三
〇
年
代
か
ら
行
わ
れ
、

圃
場
整
備
が
行
き

渡
っ
て
お
り
、
ほ

ぼ
す
べ
て
の
平
地

の
田
に
お
い
て
、

畑
作
が
可
能
に
な

っ
て
い
る
。
佐
賀

市
の
基
盤
整
備
率

は

八

四
％
に

及

ぶ
�

。
こ
れ
に
よ

り
、
平
地
の
ほ
ぼ

す
べ
て
の
田
で
大

豆
・
麦
の
作
付
が

可
能
で
あ
り
、
田

の
表
作
と
し
て
、

「
コ
メ
と
大
豆
の

ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ

イ
シ
ョ
ン
（
地
域

広い圃場にくまなく作られている大豆。
佐賀市久保田町。

（表１）米と転作作物の所得比較 （１０００円／１０ア－ル）

資料：農林水産省。
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(1) (1) 

/10 -     527      250     430    350 
/60kg,50kg  14,654    6,300    1,500   7,000 

  128.7     26.3     10.8     49.0 
(2)    81.7     31.5     43.0     43.0 

   47.0 5.3   32.2     6.0 
   15.0    

35.0   
     50.7   46.2
      15.0     15;0 

+    62.0     80.4     29.0     21.0 
 (%)    (100)    (130)     (47)     (34) 

674.2  100 3   39.4   5.8  400.1   59.3 
115.8  100 2   31.7  27.3   33.3   28.8 
219.9  100   2   21.0   9.6   48.5   22.1 
8,466 100  22  142   1.7  627    7.4 

・
集
落
営
農
に
お
け
る
コ
メ
と
大
豆
の
輪
作
）」
が
広

く
行
わ
れ
て
い
る
。
佐
賀
県
に
お
け
る
二
〇
一
一
年
の

コ
メ
作
付
面
積
二
万
六
、
六
〇
〇
�
に
対
し
、
大
豆
作

付
面
積
は
八
、
三
九
〇
�
に
及
ん
で
い
る
。

ま
た
、田
の
裏
作
と
し
て
、佐
賀
県
全
体
で
二
万
一
、

二
一
〇
�
の
麦
が
作
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
コ
メ
と

大
豆
の
合
計
作
付
面
積
三
万
四
、九
九
〇
�
の
六
割
強
�

に
当
た
る
。
そ
の
結
果
、
佐
賀
県
の
耕
地
利
用
率
は
一

三
二
％
に
達
し
、
全
国
で
最
も
高
い
。
ち
な
み
に
、
全

国
平
均
の
耕
地
利
用
率
は
九
二
・
二
％
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
佐
賀
の
大
豆
と
麦
が
、
耕
地
面
積
の

全
国
比
率
に
比
べ
、
突
出
し
て
高
い
位
置
を
占
め
て
い

る
基
本
的
な
理
由
は
、
暗
渠
排
水
を
含
む
圃
場
整
備
の

普
及
と
そ
れ
を
基
礎
に
し
た
耕
地
利
用
率
の
高
さ
に
あ

る
。
そ
れ
以
外
に
、
以
下
の
点
が
加
わ
る
。

�
平
均
五
〇
ａ
の
圃
場

基
盤
整
備
の
結
果
、
佐
賀
市
の
田
一
枚
の
圃
場
面
積

は
、
平
均
五
〇
ａ
に
達
す
る
。
圃
場
面
積
が
大
き
い
こ

と
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
コ
メ
・
大
豆
・
麦
の
耕
作

や
収
穫
な
ど
の
機
械
作
業
に
と
っ
て
好
ま
し
い
。

�
一
農
家
平
均
二
・
三
�
の
規
模

佐
賀
市
（
六
、
〇
〇
〇
戸
）
の
一
農
家
平
均
の
面
積

は
二
・
三
�
に
及
ぶ
。
全
国
平
均
の
二
倍
近
い
。
そ
の

（表２）佐賀：１０ア－ルあたりの所得（２０１１） （１０００円／１０ア－ル）

（表３）麦・大豆・コメの生産量における佐賀県の位置（２００９） （１０００トン）

注１）佐賀市S営農組合。
注２）生産費＝２０１０年生産費（副産物控除後）－家族労働費＋流通経費。
資料：佐賀県、佐賀市S営農組合。

資料：農林水産省『ポケット農林水産統計 ２０１０』

���������� 農業者所得補償制度の下、品質向上を軸に、土地利用型農業（コメ・大豆、麦）を全面的に進める
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2010 2011
     37.3       35.6 
     37.5        / (2) 

     25.9       28.5 
      0.6        0.6 
      1.5        1.5 
      2.2        5.3 
      0.2        0.4 
     31.3       31.6 
      0.3        0.4 
      2.6 (1)        8.4 
     54.6       57.5 
       (42.7) (2)         (27.9) 
     23.9       37.0 
       (15.1) (2)         (17.0) 

1.7029.712

ほ
と
ん
ど
の
農
家
が
集
落
営
農
に
入
っ
て
い
る
。
そ
の
集
落
営
農

組
織
の
も
と
で
、
コ
メ
と
大
豆
の
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
イ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

�
農
業
者
所
得
補
償
制
度
に
よ
る
支
援

前
述
の
よ
う
に
、
農
業
者
所
得
補
償
制
度
に
よ
っ
て
、
田
に
大

豆
を
作
る
場
合
に
、
主
食
用
米
を
作
る
場
合
と
同
じ
所
得
が
保
障

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
麦
な
ど
田
に
作
る
作
物
す
べ
て
に
つ
い

て
も
同
じ
で
あ
る
。
田（
コ
メ
と
大
豆
）の
裏
作
と
し
て
、
麦
が
、

広
範
に
作
ら
れ
て
い
る
の
も
、
こ
う
し
た
政
策
的
な
支
援
（
二
毛

作
助
成：

一
〇
ａ
一
万
五
、
〇
〇
〇
円
な
ど：

表
４
）
の
下
に
お

い
て
で
あ
る
。

実
際
、
表
５
が
示
す
よ
う
に
、
二
〇
一
〇
年
産
の
佐
賀
の
麦
へ

の
交
付
金
額
は
八
六
・
五
億
円
で
、
コ
メ
（
定
額
払
い
と
変
動
払

い
の
合
計
額
）
七
四
・
七
億
円
を
上
回
り
、
二
〇
一
一
年
産
の
場

合
に
は
、
変
動
払
い
が
発
動
さ
れ
な
か
っ
た
コ
メ
が
三
五
・
六
億

円（
佐
賀
全
体
の
交
付
金
の
一
七
・
二
％
）で
あ
っ
た
の
に
対
し
、

麦
へ
の
交
付
金
額
は
八
九
・
七
億
円
（
同
四
三
・
三
％
）
で
コ
メ

の
二
・
五
倍
に
達
し
て
い
る
。
ま
た
、
大
豆
へ
の
交
付
金
額
は
、

二
〇
一
〇
年
の
四
九
・
八
憶
円
か
ら
二
〇
一
一
年
に
は
六
五
・
五

億
円
（
全
体
三
一
・
六
％
）
へ
と
増
大
し
、
コ
メ
の
一
・
八
倍
に

及
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
な
政
策
的
な
支
援
が
、
佐
賀
に
お
け
る

高
い
耕
地
利
用
に
基
づ
く
コ
メ
・
大
豆
・
麦
の
生
産
を
支
え
て
い

る
の
で
あ
る
。

（表４）佐賀県：農業者所得補償制度の交付金額（２０１０年産、２０１１年産）
（億円）

注１）佐賀市S営農組合。
注２）生産費＝２０１０年生産費（副産物控除後）－家族労働費＋流通経費。
資料：佐賀県、佐賀市S営農組合。
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2010 2011

    74.7      34.2  35.6 (1)     17.2 
    86.5      39.7      89.7     43.3 
    49.8      22.9      65.5     31.6 
   217.9     100     207.0    100 

４

Ｊ
Ａ
嘉
瀬
地
区
共
乾

施
設
利
用
組
合：

生
産

に
積
極
的
な
役
割
を
果

た
す

�
共
乾
施
設

共
乾
と
は
、
共
同
乾
燥
の
こ
と

で
あ
り
、
Ｊ
Ａ
嘉
瀬
地
区
・
生
産

者
（
Ｊ
Ａ
組
合
員
）
の
コ
メ
・
麦

の
共
同
乾
燥
施
設
（
カ
ン
ト
リ
ー

エ
レ
ベ
ー
タ
）の
こ
と
で
あ
る（
写

真
２
）。コ
メ
と
麦
は
乾
燥
し
、
コ

メ
は
玄
米
に
す
る
。
ま
た
、
大
豆

を
荷
受
け
し
、一
時
保
管
す
る（
大

豆
の
乾
燥
は
、
大
豆
共
乾
施
設
に

移
し
て
行
わ
れ
る
）。

設
立
は
一
九
八
三
年
。
旧
佐
賀

市
農
協
初
め
て
の
共
同
乾
燥
施
設

で
あ
り
、
長
い
歴
史
を
誇
る
。
共

乾
施
設
は
、
常
勤
の
組
合
長
の
も

と
、
三
人
の
オ
ペ
レ
イ
タ
ー
と
事

務
員
一
人
で
運
営
さ
れ
て
い
る
。

繁
忙
期
に
は
ア
ル
バ
イ
ト
一
四－

一
五
人
を
雇
う
と
言
う
。

�
傘
下
の
農
業
と
集
落
営
農
組
織

嘉
瀬
地
区
の
農
地
は
四
四
〇
�
。
佐
賀
市
一
一
、
〇
〇
〇
�
の

四
％
に
あ
た
る
。
共
乾
利
用
組
合
へ
の
加
入
戸
数
は
三
八
五
戸
。

こ
こ
に
集
落
営
農
八
組
織
、
六
戸
の
認
定
農
家
（
集
落
営
農
と
は

別
）
が
あ
る
。
ち
な
み
に
、
佐
賀
市
に
は
一
二
一
の
集
落
営
農
組

織
、
九
三
〇
―
九
五
〇
人
の
認
定
農
業
者
が
存
在
す
る
。

八
つ
の
集
落
営
農
組
織
は
、
平
成
一
八
年
（
二
〇
〇
六
）
に
設

立
さ
れ
た
。
品
目
横
断
型
・
経
営
所
得
安
定
対
策
の
発
足－

そ
れ

に
伴
う
政
策
支
援
を
受
け
る
た
め
の
規
模
要
件
（
平
地
の
個
人
四

�
以
上
、
同
集
落
営
農
組
織
二
〇
�
以
上
）
を
満
た
す
必
要
か
ら

形
成
さ
れ
た
。
そ
の
集
落
営
農
組
織
は
、
集
落
の
全
員
（
戸
）
参

加
型
が
多
い
と
さ
れ
る
。

嘉
瀬
地
区
で
は
、
表
作
に
コ
メ
と
大
豆
で
合
計
四
〇
〇
�
（
三

分
の
二
コ
メ
、
三
分
の
一
大
豆
）、そ
の
四
〇
〇
�
全
体
に
裏
作
の

麦
が
作
ら
れ
て
い
る
。

�
共
乾
施
設
利
用
組
合
の
生
産
へ
の
積
極
的
な
役
割

共
乾
施
設
利
用
組
合
は
、
単
に
、
コ
メ
・
麦
の
乾
燥
・
保
管
を

行
っ
て
い
る
だ
け
で
は
な
い
。
嘉
瀬
共
乾
組
合
（
カ
ン
ト
リ
ー
）

と
し
て
、
品
質
の
高
い
コ
メ
、
大
豆
、
麦
を
作
る
。
そ
の
た
め
に
、

関
係
農
家
が
一
緒
に
、
足
並
み
を
そ
ろ
え
、
同
一
の
も
の
を
生
産

す
る
。
同
一
の
種
類
の
コ
メ
・
大
豆
を
生
産
期
間
・
生
育
ス
テ
ー

ジ
を
合
わ
せ
て
作
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
品
質
の
バ
ラ
ツ
キ
を
少

（表５）佐賀県：品目別の農業者所得補償制度・交付金額（２０１０年産、２０１１年産）
（億円）

注１）２０１１年産についての変動支払いの発動は無し。
資料：佐賀県。
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な
く
し
、
一
等
比
率
を
上
げ
る
こ

と
、
良
食
味
の
コ
メ
を
作
る
こ
と

を
進
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
等

比
率
が
上
が
れ
ば
、
そ
の
分
、
価

格
が
高
く
な
る
。
大
豆
と
麦
に
は

品
質
加
算
�

が
つ
く
か
ら
、
農
家

の
収
入
に
プ
ラ
ス
に
な
る
わ
け
で

あ
る
。
大
豆
の
畑
作
物
所
得
補
償

交
付
金
が
二
〇
一
〇
年
産
の
二
三

・
九
億
円
か
ら
二
〇
一
二
年
産
三

七
億
円
へ
と
増
大
し
て
い
る
（
前

掲
表
４
）
な
か
に
は
、
こ
う
し
た

品
質
向
上
に
伴
う
交
付
額
の
増
加

も
含
ま
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

ま
た
、
そ
う
し
た
努
力
の
結
果
、
コ
メ
の
良
食
味
コ
ン
テ
ス
ト

で
嘉
瀬
地
区
の
「
さ
が
び
よ
り
」
が
優
勝
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ

は
、「
嘉
瀬
地
区
の
全
品
目
全
農
家
の
栽
培
技
術
の
向
上
の
結

果
」
�

と
さ
れ
て
い
る
。

�
簡
単
に
は
で
き
な
い
法
人
化

嘉
瀬
地
区
共
乾
施
設
利
用
組
合
傘
下
の
八
集
落
営
農
組
織
の
う

ち
、
四
集
落
営
農
は
、�
大
豆
・
麦
は
プ
ー
ル
計
算
、
コ
メ
は
個
別

管
理
・
個
別
経
営
�、他
の
四
集
落
営
農
が
�
大
豆
・
麦
だ
け
で
な

く
、コ
メ
も
プ
ー
ル
計
算
�を
行
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

プ
ー
ル
計
算
と
は
、
集
落
営
農
と
し
て
販
売
・
購
買
を
一
元
化

し
て
計
算
す
る
こ
と
。
そ
の
基
礎
に
は
、
生
産
自
体
が
個
人
別
で

は
な
く
、共
同
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る（
集
落
の
み
ん
な
で
作
る
）

状
態
が
あ
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
個
人
の
機
械
は
処
分
さ
れ
て
い

る
（
個
人
所
有
の
機
械
は
な
い
）。

「
プ
ー
ル
計
算
が
で
き
る
の
も
、
戸
別
所
得
補
償－

農
業
者
所

得
補
償
の
お
陰
」
と
い
わ
れ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
田
に
作
ら
れ

る
主
食
用
米
以
外
の
作
物
（
麦
・
大
豆
な
ど
）
に
主
食
用
米
と
同

じ
所
得
が
保
障
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

コ
メ
に
つ
い
て
、
半
数
の
集
落
営
農
組
織
が
�
個
人
別
の
作
業

・
経
営
�
で
あ
る
の
は
、
①
一
農
家
の
平
均
面
積
が
二
・
三－

三

�
と
一
定
の
規
模
が
あ
る
。
②
各
生
産
者
が
機
械
を
持
っ
て
い

る
。
③
生
産
者
各
自
が
コ
メ
の
作
業
（
耕
作－

収
穫
）
を
な
し
う

る
。
こ
れ
ら
が
、
そ
の
背
景
に
あ
る
。

な
お
、
利
用
組
合
で
は
、
集
落
営
農
組
織
の
今
後
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

１）

プ
ー
ル
計
算
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
こ
の
ま
ま
で
い
い
。

法
人
化
は
し
な
い
。

２）

プ
ー
ル
計
算
に
ま
で
い
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
、

プ
ー
ル
計
算
へ
移
行
す
る
手
助
け
を
す
る
。

３）

将
来
、
オ
ペ
レ
イ
タ
ー
の
い
な
く
な
る
と
こ
ろ
に
、
オ
ペ
レ

イ
タ
ー
を
送
れ
る
よ
う
に
、
共
乾
組
織
を
法
人
化
し
、
そ
こ

に
オ
ペ
レ
イ
タ
ー
を
置
く
こ
と
を
考
え
て
行
く
、
と
。

JAさが嘉瀬地区共乾施設利用組合の外観。
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「
集
落
営
農
組
織
の
法
人
化
は
簡
単
に
は
で
き
な
い
。全
体
が
、

コ
メ
を
含
め
プ
ー
ル
計
算
し
う
る
よ
う
に
一
歩
一
歩
進
ん
で
い

く
」。こ
れ
が
、
嘉
瀬
地
区
共
乾
施
設
利
用
組
合
傘
下
の
集
落
営
農

組
織
の
現
状
と
見
受
け
ら
れ
た
。

５

久
富
西
営
農
組
合
（
佐
賀
市
久
保
田
町
）：

集

落
営
農
は
個
人
の
作
業
に
基
づ
く

�
久
保
田
町：

八
〇
〇
�
の
農
地

久
富
西
営
農
組
合
が
所
在
す
る
佐
賀
市
久
保
田
町
は
八
〇
〇
�

の
農
地
を
擁
し
て
お
り
、
コ
メ
・
麦
・
大
豆
を
中
心
に
、
き
ゅ
う

り
、
ト
マ
ト
、
イ
チ
ゴ
な
ど
が
作
ら
れ
て
い
る
。
き
ゅ
う
り
は
農

林
大
臣
賞
を
得
て
い
る
。
久
富
西
営
農
組
合
に
は
七
つ
の
集
落
営

農
組
織
が
あ
り
、
個
人
の
大
規
模
農
家
も
二
つ
あ
る
（
各
一
〇
�

前
後
）。

集
落
営
農
組
織
は
、
嘉
瀬
地
区
の
場
合
と
同
様
、
一
定
規
模
以

上
の
集
落
営
農
に
し
な
い
と
品
目
横
断
型
・
経
営
所
得
安
定
対
策

に
よ
る
政
策
支
援
を
受
け
ら
れ
な
い
の
で
、
政
策
支
援
の
受
け
皿

と
し
て
作
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
佐
賀
県－

あ
る
い
は
、
日
本
全
国

－

の
多
く
の
集
落
営
農
に
つ
い
て
言
い
う
る
こ
と
で
も
あ
る
。

�
集
落
営
農
は
個
人
経
営
の
集
合＝

協
業
体

久
富
西
営
農
組
織
の
集
落
営
農
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
す
べ
て
の

メ
ン
バ
ー
が
耕
作
者
で
あ
り
、
集
落
営
農
組
織
は
耕
作
者
の
組
織

で
あ
る
と
い
う
。

コ
メ
は
、
耕
作
・
収
穫
と
も
に
個
人
が
行
っ
て
お
り
、
そ
れ
を

集
落
で
集
計
す
る
わ
け
で
あ
る
。

大
豆
は
、
耕
作
は
個
人
が
行
い
、
収
穫
は
共
同
で
、
す
な
わ
ち

集
落
の
メ
ン
バ
ー
（
大
豆
コ
ン
バ
イ
ン
・
汎
用
コ
ン
バ
イ
ン
を
操

作
し
得
る
メ
ン
バ
ー
）
が
行
う
。
こ
れ
は
、
個
人
の
観
点
か
ら
み

れ
ば
、
大
豆
の
収
穫
作
業
を
集
落
の
メ
ン
バ
ー
に
委
託
す
る
の
と

同
じ
で
あ
る
（
一
日
一
万
五
〇
〇
〇
円
の
作
業
賃
）。そ
の
収
穫
物

は
個
人
に
帰
属
す
る
。
大
豆
に
つ
い
て
も
、
実
質
的
に
は
個
人
経

営
で
あ
る
。

裏
作
の
麦
に
つ
い
て
も
、
耕
作
は
個
人
が
持
つ
ト
ラ
ク
タ
ー
で

個
人
が
行
う
。
収
穫
も
、
個
人
が
各
人
の
コ
ン
バ
イ
ン
を
用
い
る

か
、
ま
た
は
、
組
合
所
有
の
コ
ン
バ
イ
ン
を
持
ち
回
り
で
利
用
し

て
個
人
が
行
う
。

こ
の
よ
う
に
、
コ
メ
・
大
豆
・
麦
の
い
ず
れ
も
、
各
個
人
の
作

業
を
基
礎
に
し
た
実
質
的
に
は
個
人
経
営
と
な
っ
て
い
る
。「
集
落

営
農
は
、
個
人
経
営
の
集
合＝

個
人
の
協
業
体
」
な
の
で
あ
る
。

そ
の
背
景
は
、
先
に
、
嘉
瀬
地
区
の
集
落
営
農
の
半
数
が
コ
メ

に
つ
い
て
は
個
人
作
業
・
個
人
経
営
で
あ
る
こ
と
の
背
景
に
つ
い

て
指
摘
し
た
点
が
、
同
じ
よ
う
に
指
摘
し
得
る
。
す
な
わ
ち
、
①

一
農
家
平
均
の
農
地
面
積
が
二
・
五－

三
�
と
一
定
の
規
模
に
達

し
て
い
る
。
②
各
自
が
必
要
な
機
械
を
持
っ
て
い
る
。
③
各
生
産

者
が
、必
要
な
作
業
・
経
営
を
な
し
う
る
、と
い
う
要
因
で
あ
る
。

���������� 農業者所得補償制度の下、品質向上を軸に、土地利用型農業（コメ・大豆、麦）を全面的に進める

５０



�
コ
メ
戸
別
所
得
補
償
に
、
集
落
組
織
と
し
て
で
は
な
く
、
個
人

と
し
て
参
加

コ
メ
戸
別
所
得
補
償
制
度
に
お
い
て
は
、
そ
の
交
付
（
補
償
）

額
を
算
定
す
る
際
に
、
各
自
の
生
産
数
量
に
対
応
す
る
面
積
か
ら

自
給
分
と
し
て
一
〇
ａ
を
控
除
す
る
。
だ
が
、
集
落
営
農
組
織
の

場
合
に
は
、
集
落
営
農
組
織
と
し
て
一
〇
ａ
控
除
す
れ
ば
、
各
参

加
農
家
は
一
〇
ａ
の
控
除
を
す
る
必
要
が
な
い
。こ
れ
が
、集
落
営

農
と
し
て
戸
別
所
得
補
償
に
入
る
場
合
の
メ
リ
ッ
ト
で
も
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
久
富
西
営
農
組
合
に
お
い
て
は
、
戸
別
所
得
補
償

に
集
落
営
農
と
し
て
で
は
な
く
、
個
々
の
農
家
と
し
て
契
約
し
参

加
し
て
い
る
。
集
落
と
し
て
の
一
〇
ａ
控
除
を
受
け
ず
に
、
各
自

が
一
〇
ａ
控
除
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
理
由
は
、「
コ
メ
の
単

収
が
人
に
よ
っ
て
大
幅
に
異
な
る
か
ら
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。
私

が
こ
の
よ
う
な
例
を
聞
く
の
は
、
初
め
て
で
あ
っ
た
。

�
個
人
経
営
の
集
合
体
も
集
落
営
農
組
織
の
在
り
方
の
一
つ

久
富
西
営
農
組
合
に
お
い
て
は
、
個
人
と
し
て
経
営
を
行
う
こ

と
が
徹
底
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
な
か
に
は
、
経
営
を
改
善

し
単
収
を
高
め
る
努
力
を
す
る
、
そ
の
た
め
に
競
争
を
す
る
生
産

者
が
少
な
か
ら
ず
存
在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
う

し
た
生
産
者
・
経
営
者
の
な
か
か
ら
、
個
人
経
営
と
し
て
さ
ら
に

発
展
し
て
い
く
人
た
ち
が
生
ま
れ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
そ
の
中
に
は
二－

三
�
の
規
模
の
農
業
生
産
を
着
実
に

行
い
つ
つ
、
兼
業
を
主
と
し
て
い
る
人
た
ち
も
数
多
く
い
る
で
あ

ろ
う
。
そ
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
も
、
農
業
生
産
・
農
業
の
多
面
的

機
能
が
維
持
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
み
れ
ば
、
久
富
西
営
農
組
合
に
お
け
る
状
況＝

集

落
営
農
組
織
が
個
人
の
作
業
を
基
礎
と
し
た
、
個
人
経
営
の
集
合

組
織＝

協
業
体
で
あ
る
こ
と
は
、
な
ん
ら
マ
イ
ナ
ス
と
考
え
る
必

要
は
な
い
。
そ
れ
は
、
佐
賀
農
業
・
日
本
農
業
の
在
り
方
の
一
つ

と
し
て
ポ
ジ
テ
イ
ブ
（
積
極
的
）
に
捉
え
る
べ
き
も
の
で
は
な
い

か
。
こ
れ
が
、
久
富
西
営
農
組
合
に
伺
っ
た
こ
と
を
振
り
返
り
つ

つ
、
私
が
今
思
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

注�

農
林
水
産
省
『
ポ
ケ
ッ
ト
農
林
水
産
統
計

二
〇
一
〇
』
一
八
二
頁
。

�
�
佐
賀
県
資
料
。

�

佐
賀
県
の
基
盤
整
備
は
、
昭
和
三
〇
年
代
に
始
ま
り
同
五
〇
年
代
に

は
基
本
的
に
終
わ
っ
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
、
早
い
時
期
か

ら
基
盤
整
備
が
広
く
行
わ
れ
た
の
は
、
戦
前
か
ら
の
共
同
で
行
う
と

い
う
気
風
、
平
坦
な
地
勢
、
干
拓
地
の
存
在
に
よ
る
、
と
さ
れ
る
。

Ｊ
Ａ
嘉
瀬
地
区
共
乾
施
設
利
用
組
合
に
よ
る
。

�

佐
賀
県
資
料
に
基
づ
い
て
計
算
。

�

一
等
の
大
豆
一
二
、
一
七
〇
円
／
六
〇
㎏
は
一－

三
等
平
均
一
一
、

三
一
〇
円
よ
り
も
八
％
高
い
。

�

「
嘉
瀬
地
区
共
乾
利
用
施
設
を
核
と
し
た
良
食
味
生
産
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
」

（
二
〇
一
二
年
一
〇
月
一
一
日
）

農業者所得補償制度の下、品質向上を軸に、土地利用型農業（コメ・大豆、麦）を全面的に進める �����������
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１
、
佐
賀
平
坦
地
域
農
業
の
特
徴

佐
賀
平
坦
地
域
（
有
明
海
に
面
し
た
干
拓
地
帯
を
含
む
）
の
水

田
農
業
の
特
徴
は
、（
米
・
大
豆
プ
ラ
ス
麦
）
の
二
毛
作
に
よ
る
土

地
利
用
型
農
業
を
集
落
営
農
が
大
半
を
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。『

佐
賀
県
「
食
」
と
「
農
」
の
振
興
計
画
二
〇
一
〇
』
は
、
佐

城
地
域
（
佐
賀
市
と
旧
小
城
郡
）
の
平
坦
地
域
水
田
農
業
に
つ
い

て
、
①
「
生
産
性
の
高
い
米
・
麦
・
大
豆
づ
く
り
」
を
集
落
営
農

や
大
規
模
経
営
を
担
い
手
と
し
て
展
開
す
る
こ
と
、
②
水
稲
直
播

・
大
豆
不
耕
起
播
種
機
な
ど
の
高
性
能
農
業
機
械
・
施
設
、
大
豆

共
同
乾
燥
調
製
施
設
な
ど
の
共
同
利
用
を
つ
う
じ
て
生
産
コ
ス
ト

を
低
減
す
る
こ
と
、
③
集
落
営
農
の
基
幹
作
業
の
共
同
化
に
よ
っ

て
生
じ
る
余
剰
労
働
力
を
活
用
し
て
タ
マ
ネ
ギ
な
ど
露
地
野
菜
を

導
入
し
て
経
営
複
合
化
・
法
人
化
を
は
か
る
こ
と

を
展
開
方

向
と
し
て
打
ち
だ
し
て
い
る
。

こ
こ
で
の
調
査
対
象
で
あ
る
佐
城
南
部
地
域
（
川
副
町
・
諸
富

町
）
は
、
干
拓
地
帯
で
大
豆
共
乾
施
設
の
下
に
集
落
営
農
を
広
範

に
組
織
し
て
（
米
・
大
豆
プ
ラ
ス
麦
）
の
二
毛
作
農
業
を
展
開
し

て
い
る
典
型
的
な
地
域
で
あ
る
。

二
〇
一
〇
年
度
の
戸
別
所
得
補
償
制
度
モ
デ
ル
対
策
の
実
施
に

と
も
な
う
産
地
確
立
交
付
金
の
廃
止
に
よ
っ
て
、
佐
賀
県
の
水
田

活
用
の
大
豆
作
・
麦
作
は
減
少
し
た
が
、
一
一
年
度
は
多
少
回
復

し
た
。
一
二
年
度
は
、
麦
作
（
二
毛
作
カ
ウ
ン
ト
含
む
）
が
九
二

�
増
加
し
た
の
に
対
し
て
、
大
豆
作
は
一
一
一
�
減
少
し
た
。
Ｗ

Ｃ
Ｓ
用
稲
の
二
一
三
�
増
、
飼
料
用
米
の
二
二
�
増
と
は
対
照
的

で
あ
る
。

そ
の
な
か
で
、
佐
城
地
域
の
水
田
大
豆
作
（
一
二
年
度
計
画
面

積
）
は
、
他
の
多
く
の
地
域
と
異
な
り
、
増
加
し
た
。
佐
賀
市
が

三
〇
�
増
の
九
四
三
�
、
川
副
町
が
七
四
�
増
の
八
八
二
�
で
あ

る
。
佐
賀
市
の
麦
作
が
四
七
�
減
の
二
八
〇
三
�
な
の
に
対
し

て
、
川
副
町
で
は
麦
作
も
八
〇
�
増
の
二
一
〇
二
�
で
あ
る
。
佐

干
拓
地
帯
に
み
る
集
落
営
農
と
水
田
大
豆
作

―
佐
賀
県
川
副
地
域
の
大
豆
共
乾
施
設
と
大
規
模
集
落
営
農
―

国
学
院
大
学
兼
任
講
師

神
山

安
雄

農村と都市をむすぶ２０１２．１２
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賀
市
・
諸
富
町
・
川
副
町
の
三
市
町
合
計
の
水
田
大
豆
作
は
県
全

体
（
八
〇
四
〇
�
）
の
二
五
％
、
麦
作
は
県
全
体
（
二
万
〇
八
二

四
�
）
の
二
六
％
を
占
め
て
い
る
。

こ
れ
は
、
佐
城
地
域
の
水
田
大
豆
作
が
、
ブ
ロ
ッ
ク
・
ロ
ー
テ

ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
作
付
け
の
団
地
化
、
集
落
営
農
に
よ
る
機
械
・

施
設
の
共
同
利
用
・
共
同
作
業
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
。
大
豆
の
単
収
の
高
い
佐
賀
平
坦
地
域
で
は
、
畑
作
物
（
品
質

加
算
）
・
水
田
活
用
の
所
得
補
償
に
支
え
ら
れ
て
、
大
豆
作
の
総

所
得
が
主
食
用
米
の
総
所
得
の
一
・
六
倍
水
準
で
あ
る
こ
と
の
た

め
で
あ
る
。

以
下
、
佐
城
南
部
地
域
（
川
副
町
・
諸
富
町
）
の
大
豆
共
乾
施

設
と
大
規
模
集
落
営
農
に
つ
い
て
実
態
を
み
る
こ
と
に
す
る
。

２
、
佐
城
南
部
地
域
の
大
豆
共
乾
施
設

Ｊ
Ａ
さ
が
佐
城
南
部
地
域
大
豆
共
同
乾
燥
調
製
施
設
は
、
二
〇

〇
〇
年
度
農
業
生
産
総
合
対
策
の
条
件
整
備
事
業
に
よ
っ
て
総
事

業
費
五
・
五
億
円
（
う
ち
国
庫
補
助
二
・
四
七
億
円
）
で
建
設
さ

れ
た
。
佐
城
南
部
地
域
（
川
副
町
、
諸
富
町
）
の
大
豆
生
産
農
家

二
四
二
三
戸
、
七
五
〇
�
を
当
初
計
画
の
対
象
に
し
て
、
処
理
能

力
二
二
五
〇
ト
ン
の
大
規
模
な
大
豆
共
乾
施
設
で
あ
る
。
一
時
間

当
た
り
二
〇
ト
ン
を
荷
受
け
す
る
設
備
が
二
系
列
、
貯
蔵
乾
燥
ビ

ン
（
一
基
五
〇
ト
ン
）
が
三
〇
基
あ
り
、
調
製
機
は
一
時
間
当
た

り
六
ト
ン
の
処
理
能
力
が
あ
る
。
同
じ
敷
地
内
に
別
施
設
と
し
て

低
温
貯
蔵
倉
庫
（
収
容
能
力
二
五
八
〇
ト
ン
）
を
備
え
て
い
る
。

佐
城
地
域
に
は
、
こ
う
し
た
大
規
模
な
大
豆
共
乾
施
設
が
、
南

部
地
域
も
含
め
三
か
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
の
特
徴

は
、
大
豆
共
乾
施
設
ご
と
に
共
同
利
用
組
合
を
組
織
し
、
集
落
ご

と
の
集
落
営
農
組
織
の
代
表
を
運
営
委
員
と
し
て
利
用
組
合
運
営

委
員
会
を
組
織
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

南
部
地
域
大
豆
共
乾
施
設
へ
の
大
豆
出
荷
は
、
水
田
大
豆
作
の

共
同
作
業
を
お
こ
な
っ
て
い
る
集
落
営
農
の
展
開
に
よ
っ
て
さ
さ

え
ら
れ
て
い
る
。川
副
地
区
全
体
の
水
田
面
積
約
二
九
〇
〇
�（
川

副
町
二
四
〇
〇
�
、
諸
富
町
五
〇
〇
�
）、七
一
集
落
で
、
集
落
営

農
三
一
組
織
・
農
業
法
人
三
法
人
が
組
織
さ
れ
て
い
る
（
表
１
）。

川
副
地
区
の
水
田
大
豆
作
は
、
一
〇
年
度
は
作
付
面
積
九
二
一

�
、
生
産
量
二
一
九
六
ト
ン
で
あ
っ
た
（
表
２
）。こ
れ
は
、
一
〇

年
度
の
戸
別
所
得
補
償
制
度
モ
デ
ル
対
策
の
実
施
に
よ
る
産
地
確

立
交
付
金
の
廃
止
、
大
豆
作
期
の
天
候
不
順
が
影
響
し
た
た
め
で

あ
る
。
一
一
年
度
は
、
大
豆
作
付
面
積
九
七
〇
�
、
生
産
量
二
六

〇
五
ト
ン
に
回
復
し
、
一
〇
ａ
当
た
り
収
量
も
二
六
八
�
、
大
粒

割
合
八
〇
・
五
％
、
一
等
比
率
九
五
％
に
回
復
し
た
。
一
一
年
度

か
ら
の
戸
別
所
得
補
償
制
度
の
本
格
実
施
に
よ
っ
て
、
水
田
大
豆

作
に
は
、
水
田
活
用
の
所
得
補
償
交
付
金
（
一
〇
ａ
当
た
り
三
・

五
万
円
）
に
加
え
て
、
畑
作
物
の
所
得
補
償
交
付
金
（
品
質
加
算

六
〇
�
当
た
り
一
万
二
一
七
〇
円
）
が
交
付
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
た
め
で
あ
る
。

干拓地帯にみる集落営農と水田大豆作 ��������������������
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一
二
年
産
の
水
田
大
豆
作
で
は
、
作
付
計
画
面
積
（
一
二
年
八

月
現
在
の
暫
定
値
）
は
、
諸
富
町
が
前
年
産
に
比
べ
て
八
・
一
�

減
の
一
六
三
・
四
�
で
あ
る
が
、
川
副
町
は
同
七
三
・
九
�
増
の

八
八
一
・
六
�
で
、
川
副
地
区
全
体
で
は
一
〇
四
五
�
に
な
っ
て

い
る
（
佐
賀
県
資
料
）。

干
拓
地
に
お
け
る
集
落
営
農
に
よ
る
水
田
大
豆
作
の
典
型
的
な

事
例
は
、
南
川
副
地
区
の
展
開
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
南
川
副

地
区
は
、
お
よ
そ
七
〇
〇
年
前
の
海
岸
線
と
現
在
の
海
岸
線
と
で

は
七
�
ほ
ど
離
れ
て
い
る
と
い
う
典
型
的
な
干
拓
地
で
あ
る
。
南

川
副
地
区
の
三
〇
集
落
は
、
海
岸
線
よ
り
奥
ま
っ
た
地
区
に
形
成

さ
れ
て
お
り
、
集
落
群

か
ら
海
岸
線
に
向
か
っ

て
干
拓
造
成
さ
れ
て
い

っ
た
水
田
が
広
が
っ
て

い
る
。
水
田
大
豆
作

は
、
地
区
内
の
水
田
を

三
ブ
ロ
ッ
ク
に
区
分
し

て
（
一
ブ
ロ
ッ
ク
は
三

団
地
で
形
成
さ
れ
て
い

る
）、ブ
ロ
ッ
ク
・
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
で
お
こ
な

わ
れ
て
い
る
。
地
区
内

の
一
八
集
落
営
農
・
二

農
業
法
人
そ
れ
ぞ
れ
の
共
同
作
業
に
よ
っ
て
大
豆
作
が
担
わ
れ
て

い
る
が
、
各
集
落
営
農
の
構
成
員
農
家
の
経
営
水
田
は
、
大
豆
作

団
地
内
に
ま
と
ま
っ
て
あ
る
わ
け
で
な
く
分
散
し
て
い
る
。
そ
の

た
め
、
各
集
落
営
農
は
、
年
度
ご
と
に
決
ま
っ
て
い
る
大
豆
作
団

地
内
に
お
い
て
構
成
員
農
家
の
経

営
水
田
を
特
定
し
、
集
落
営
農
ご

と
の
共
同
作
業
に
よ
っ
て
大
豆
作

を
お
こ
な
う
こ
と
に
な
る
。

地
区
全
体
と
し
て
干
拓
事
業
に

参
画
し
て
き
た
が
、
干
拓
田
は
個

別
農
家
ご
と
に
増
反
し
て
き
た
と

い
う
干
拓
地
帯
特
有
の
歴
史
的
事

情
が
反
映
し
た
結
果
と
い
え
よ

う
。南

川
副
地
区
で
も＜

米
・
大
豆

プ
ラ
ス
麦＞

と
い
う
二
毛
作
体
系

が
確
立
し
て
い
る
。
各
集
落
営
農

と
も
米
・
大
豆
・
麦
の
経
理
一
元

化
で
は
あ
る
が
、
集
落
営
農
に
よ

る
共
同
作
業
が
お
こ
な
わ
れ
て
い

る
の
は
大
豆
作
だ
け
で
あ
り
、
米

・
麦
作
は
個
別
の
対
応
で
「
枝
番

管
理
方
式
」
で
あ
る
。
米
作
で
は

表１ JAさが佐城南部地域大豆共乾
施設の地区別集落営農数

集落営農数

農業法人

２
１
－
－
３

資料；南部地域大豆共乾施設資料および聞き取りによる。
注１）この他に認定農業者（個別経営）による出荷がある。

集落営農

１８
８
３
２
３１

集落数

３０
１４
１１
１６
７１

地区

南 川 副
中 川 副
大 詫 間
西 川 副
計

表２ 南部地域大豆共乾施設の大豆生産実績（２０１０－２０１１年）
計
２０１１年
９６９．６
２６０５．４
２６８
８０．５
９５．３

資料；佐城南部地域大豆共乾施設資料。
注１）生産量には、種子大豆を含む。

２０１０年
９２１．０
２１９６．３
２３８
４８．８
８８．４

諸富町
２０１１年
１７１．８
４２３．３
２４６

２０１０年
１５７．５
３９９．７
２５３

川副町
２０１１年
７９７．８
２１８２．１
２７３

２０１０年
７６３．５
１７９６．６
２３５

作付面積 �
生 産 量 t
単 収㎏ ／
１００大粒割合 ％
１等比率 ％
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作
業
受
委
託
、
麦
作
で
は
期
間
借
地
な
ど
が
一
部
で
進
ん
で
い
る

が
、
米
・
麦
の
栽
培
管
理
は
個
別
対
応
が
多
い
。

大
豆
作
が
共
同
作
業
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
は
、
そ

の
栽
培
体
系
に
あ
る
。
従
来
か
ら
の
栽
培
体
系＜

耕
起
・
播
種
・

沈
圧
―
中
耕
培
土
・
除
草
―
収
穫
・
調
整＞

は
、
不
耕
起
播
種
機

・
大
豆
専
用
コ
ン
バ
イ
ン
・
大
型
共
同
乾
燥
調
製
施
設
な
ど
の
導

入
に
よ
っ
て
大
幅
に
省
力
化
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
佐
賀
平
坦

地
域
の
大
豆
作
は
麦
作
と
の
二
毛
作
で
あ
り
、
雨
期
の
最
中
に
、

麦
の
収
穫
後
た
だ
ち
に
播
種
す
る
必
要
が
あ
る
。
不
耕
起
播
種
の

場
合
で
も
、
播
種
と
同
時
に
沈
圧
と
一
回
目
の
除
草
剤
散
布
作
業

を
お
こ
な
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
大
豆
の
播
種
・
沈
圧
・

除
草
剤
散
布
の
同
時
作
業
は
、
少
な
く
と
も
ト
ラ
ク
タ
ー
二
台
で

の
共
同
作
業
を
必
要
と
し
て
い
る
。
防
除
作
業
は
無
人
ヘ
リ
に
よ

る
農
薬
散
布
な
ど
を
委
託
す
る
場
合
が
多
い
。
ま
た
、
収
穫
作
業

で
は
大
豆
専
用
コ
ン
バ
イ
ン
が
導
入
さ
れ
て
い
る
が
、
複
数
台
の

ト
ラ
ッ
ク
と
複
数
人
の
労
働
力
を
必
要
と
し
て
い
る
。

佐
城
南
部
地
域
（
川
副
地
区
）
の
水
田
大
豆
作
は
、
大
粒
種
フ

ク
ユ
タ
カ
の
集
団
栽
培
で
あ
る
。
と
く
に
南
川
副
地
区
な
ど
干
拓

地
帯
で
は
、
基
盤
整
備
済
み
水
田
で
の
ブ
ロ
ッ
ク
・
ロ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
を
弾
丸
暗
渠
な
ど
の
水
位
調
節
で
成
立
さ
せ
な
が
ら
、
集
落

営
農
に
よ
る
共
同
作
業
を
不
耕
起
播
種
、
無
人
ヘ
リ
な
ど
に
よ
る

共
同
防
除
、
大
豆
専
用
コ
ン
バ
イ
ン
に
よ
る
収
穫
作
業
、
大
型
共

乾
施
設
な
ど
高
性
能
機
械
・
施
設
の
導
入
に
よ
っ
て
省
力
化
・
効

率
化
し
て
生
産
コ
ス
ト
を
低
減
し
、
あ
わ
せ
て
単
収
と
品
質
の
向

上
を
実
現
し
て
い
る
。

し
か
し
、
南
部
地
域
大
豆
共
乾
施
設
で
は
、
転
作
率
が
操
業
開

始
年
次
（
二
〇
〇
一
年
）
の
二
〇
％
台
か
ら
現
在
で
は
四
〇
％
近

く
ま
で
上
が
り
、
単
収
も
向
上
し
た
こ
と
か
ら
、
一
日
当
た
り
荷

受
け
量
が
三
二
九
ト
ン
に
ま
で
な
っ
て
い
る
。
最
盛
期
に
は
荷
受

け
時
間
帯
（
八
時
半
〜
十
七
時
）
だ
け
で
は
間
に
合
わ
ず
、
二
二

時
す
ぎ
ま
で
荷
受
け
す
る
こ
と
が
多
い
。
作
期
分
散
の
た
め
、
収

穫
期
が
一
週
間
ほ
ど
早
く
な
る
早
生
種
ス
ズ
オ
ト
メ
の
導
入
を
検

討
し
て
い
る
が
、
中
粒
大
豆
の
た
め
「
そ
の
他
」
品
種
で
の
販
売

と
な
り
、
販
路
の
確
保
が
む
ず
か
し
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

３
、
西
川
副
地
区
営
農
組
合
の
特
徴

こ
こ
で
は
、
南
部
地
域
大
豆
共
乾
施
設
の
利
用
組
合
に
加
入
し

て
い
る
集
落
営
農
の
ひ
と
つ
・
西
川
副
地
営
農
組
合
に
つ
い
て
み

る
こ
と
に
し
た
い
。

西
川
副
地
区
営
農
組
合
は
、
西
川
副
地
区
の
一
三
集
落
の
構
成

員
数
一
六
四
人
、
農
地
（
水
田
）
面
積
二
四
九
�
の
大
規
模
集
落

営
農
組
織
で
あ
る
（
二
〇
一
一
年
現
在
）。二
〇
〇
七
年
度
か
ら
開

始
さ
れ
た
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
（
水
田
経
営
所
得
安
定
対

策
）
に
向
け
て
、
経
理
一
元
化
な
ど
「
担
い
手
」
要
件
を
満
た
す

集
落
営
農
と
し
て
〇
七
年
に
設
立
さ
れ
た
。
一
一
年
度
の
作
付
面

積
は
、
大
豆
九
六
・
七
�
、
水
稲
二
三
〇
・
九
�
、
麦
類
三
〇
三
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・
九
�
で
あ
り
、
佐
賀
平
坦
地
域
で
典
型
的
な＜

米
・
大
豆
プ
ラ

ス
麦＞

の
二
毛
作
体
系
を
確
立
し
て
い
る
（
表
３
）。

営
農
作
業
計
画
は
、
Ｊ
Ａ
の
営
農
指
導
の
下
で
、
各
集
落
の
代

表
で
構
成
さ
れ
る
運
営
委
員
会
が
、
水
稲
収
穫
作
業
、
麦
作
耕
起

・
播
種
作
業
、
大
豆
収
穫
作
業
を
中
心
に
決
め
て
い
る
。

西
川
副
地
区
営
農
組
合
が
保
有
す
る
農
業
機
械
は
、
田
植
機
三

台
、
自
脱
コ
ン
バ
イ
ン
四
台
、
汎
用
コ
ン
バ
イ
ン
二
台
、
大
豆
専

用
コ
ン
バ
イ
ン
七
台
、
乗
用
管
理
機
な
ど
で
あ
る
。
大
豆
専
用
コ

ン
バ
イ
ン
は
、
六
集
落
ご
と
に
組
織
す
る
大
豆
機
械
利
用
組
合
に

一
台
ず
つ
、
計
六
台
が
別
に
あ
る
。
農
業
機
械
に
つ
い
て
は
、
広

域
の
集
落
営
農
を
設
立
す
る
と
き
に
使
用
期
間
一
〇
年
以
上
の
農

業
機
械
は
廃
棄
を
促
し
、

一
〇
年
未
満
の
農
業
機
械

に
つ
い
て
買
上
げ
な
ど
の

措
置
を
と
っ
た
。

こ
う
し
た
保
有
す
る
農

業
機
械
や
利
用
で
き
る
農

業
機
械
に
応
じ
て
、
集
落

を
単
位
に
し
て
機
械
作
業

班
が
組
織
さ
れ
て
い
る

（
図
１
）。佐
賀
平
坦
地
域

に
お
い
て
も
、
従
来
か
ら

集
落
ご
と
に
「
生
産
組

合
」（
農
事
実
行
組
合
）
が
あ
り
、
水
稲
作
の
集
団
栽
培
や
水
田
転

作
に
と
も
な
う
土
地
利
用
調
整
な
ど
を
お
こ
な
い
な
が
ら
、
農
協

の
集
落
単
位
組
織
と
し
て
機
能
し
て
き
た
。
農
家
の
兼
業
化
・
高

齢
化
が
す
す
む
な
か
で
、
生
産
組
合
を
土
台
に
し
て
機
械
共
同
利

用
組
合
が
つ
く
ら
れ
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
集
団
も
形
成
さ
れ
た
。
広

域
集
落
営
農
の
組
織
化
を
機
に
、
こ
の
機
械
利
用
組
合
は
広
域
組

織
に
機
械
作
業
班
と
し
て
組
み
入
れ
ら
れ
、
再
編
成
さ
れ
た
の
で

あ
る
。

機
械
作
業
班
は
、
集
落
を
単
位
に
組
織
さ
れ
て
い
る
（
図
１
）。

機
械
作
業
班
は
、
各
集
落
の
保
有
・
利
用
可
能
の
農
業
機
械
に
応

じ
て
編
成
が
異
な
っ
て
い
る
。

大
豆
の
収
穫
作
業
に
つ
い
て
は
、
西
川
副
地
区
営
農
組
合
が
保

有
す
る
大
豆
コ
ン
バ
イ
ン
七
台
が
七
集
落
に
一
台
ず
つ
配
置
さ

れ
、
集
落
ご
と
に
大
豆
コ
ン
バ
イ
ン
利
用
班
が
編
成
さ
れ
て
い

る
。
残
り
六
集
落
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
大
豆
コ
ン
バ
イ
ン
を
一
台
ず

つ
保
有
し
て
大
豆
機
械
利
用
組
合
を
組
織
し
て
い
た
た
め
、
機
械

利
用
組
合
の
下
で
大
豆
収
穫
作
業
を
お
こ
な
っ
て
い
る
（
西
川
副

地
区
営
農
組
合
か
ら
み
れ
ば
、
大
豆
作
の
基
幹
作
業＝

耕
起
・
播

種
・
管
理
作
業
と
収
穫
作
業＝

を
六
集
落
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
大
豆

機
械
利
用
組
合
に
委
託
し
て
い
る
か
た
ち
に
な
る
）。大
豆
コ
ン
バ

イ
ン
利
用
班
の
あ
る
七
集
落
の
う
ち
、
西
川
副
地
区
営
農
組
合
保

有
の
乗
用
管
理
機
の
利
用
班
が
あ
る
の
は
一
集
落
だ
け
で
、
他
は

大
豆
作
の
耕
起
・
播
種
・
管
理
作
業
を
構
成
員
農
家
所
有
の
ト
ラ

表３ 西川副地区営農組合の概要
２００７年３月

１３集落

１６４人（２０１１年） ← ２２５人（２００６年）

３４９�（２０１１年） ← ４０８�（２００６年）
（２０１１年）（２０１０年）（２００９年）

大豆 ９６．７ １１６．８ １２５．７

水稲 ２３０．９ ２３６．０ ２２４．８

麦類 ３０３．９ ３２９．１ ３１８．９

設立年次

構成員

農地面積

作付面積

�
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ク
タ
ー
等
を
利
用
す
る
作
業
班
が
お
こ
な
っ
て
い
る
。
防
除
は
乗

用
管
理
機
・
無
人
ヘ
リ
に
よ
る
一
斉
防
除
で
あ
り
、
無
人
ヘ
リ
に

よ
る
防
除
は
川
副
地
区
無
人
ヘ
リ
利
用
組
合
に
委
託
し
て
い
る
。

水
稲
作
・
麦
作
で
は
、
西
川
副
地
区
営
農
組
合
保
有
の
田
植
機

四
台
に
よ
る
利
用
班
が
二
集
落
に
、
水
稲
・
麦
コ
ン
バ
イ
ン
四
台

に
よ
る
利
用
班
が
四
集
落
に
あ
る
。
他
は
、
営
農
作
業
計
画
に
も

と
づ
き
、
構
成
員
農
家
所
有
の
農
業
機
械
に
よ
る
作
業
に
委
ね
ら

れ
て
い
る
。

西
川
副
地
区
で
も
、
水
田
大
豆
作
は
、
干
拓
地
水
田
を
三
区
分

し
た
ブ
ロ
ッ
ク
・
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
大
粒
種
フ
ク
ユ
タ
カ

の
集
団
栽
培
で
あ
る
。

大
豆
収
穫
作
業
は
、
大
豆
コ
ン
バ
イ
ン
一
台
に
つ
い
て
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
一
人
・
運
搬
作
業
員
二
〜
三
人
の
編
成
で
、
一
日
一
台
四

〇
ａ
収
穫
を
め
や
す
に
し
て
七
〜
一
〇
日
間
で
収
穫
を
終
え
て
い

る
。
作
付
面
積
に
応
じ
て
出
役
す
る
た
め
、
作
付
規

模
の
大
き
い
農
家
は
出
役
日
数
が
多
く
な
る
。
小
規

模
農
家
は
出
役
せ
ず
、
田
の
畦
畔
管
理
・
水
管
理
な

ど
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

一
三
集
落
の
ひ
と
つ
の
小
々
森
地
区
は
、
構
成
員

四
〇
戸
、＜

米
・
大
豆
プ
ラ
ス
麦＞

の
二
毛
作
を
水

田
一
〇
〇
�
で
営
農
し
て
い
る
。
大
豆
収
穫
作
業
は

大
豆
コ
ン
バ
イ
ン
二
台
で
お
こ
な
う
が
、
大
豆
コ
ン

バ
イ
ン
一
台
に
つ
き
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
一
人
、
運
搬
な

ど
二
人
の
編
成
に
な
る
。
大
豆
収
穫
作
業
へ
の
出
役

は
、
作
業
員
（
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
）
一
〇
人
、
補
助
作

業
員
二
〇
人
で
あ
り
、
小
規
模
農
家
一
〇
戸
か
ら
の

出
役
は
な
い
。

西
川
副
地
区
営
農
組
合
の
大
豆
作
（
フ
ク
ユ
タ

カ
）
は
、
二
〇
〇
九
年
が
作
付
面
積
一
二
六
�
、
収

穫
量
三
六
一
ト
ン
、
一
〇
ａ
収
量
二
八
八
㎏
。
一
〇

図１ 西川副地区営農組合の組織体制
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年
が
一
一
七
�
、
三
〇
五
ト
ン
、
二
六
一
㎏
。
一
一
年
が
九
七
�
、

三
四
五
ト
ン
、
三
五
七
㎏
と
増
収
を
実
現
し
て
い
る
。
水
稲
作
も

〇
九
年
の
作
付
面
積
二
四
五
�
、
一
〇
ａ
収
量
四
三
六
㎏
に
対
し

て
一
一
年
は
二
三
一
�
、
五
三
一
㎏
と
増
収
。
麦
類
も
〇
九
年
の

作
付
面
積
三
一
九
�
、
一
〇
ａ
収
量
二
二
九
㎏
に
対
し
て
一
一
年

は
三
〇
四
�
、
三
九
二
㎏
と
い
う
増
収
で
あ
る
。

大
豆
な
ど
の
増
収
の
秘
訣
は
、
共
同
作
業
を
つ
う
じ
た
基
本
技

術
の
徹
底
で
あ
る
。
大
豆
多
収
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
①
圃
場
の
乾
田

化
、
②
出
芽
・
苗
立
ち
の
安
定
化
、
③
中
耕
・
培
土
に
よ
る
根
系

発
達
の
促
進
。
乾
田
化
で
は
、
本
暗
渠
に
加
え
、
前
作
の
麦
作
付

け
時
に
弾
丸
暗
渠
を
三
〜
五
ｍ
間
隔
で
実
施
。
適
期
播
種
と
出
芽

・
苗
立
ち
の
安
定
化
は
、
適
正
な
土
壌
水
分
の
状
態
の
と
き
に
、

耕
起
を
お
こ
な
い
な
が
ら
、
後
方
か
ら
播
種
機
装
着
の
ト
ラ
ク
タ

ー
で
播
種
す
る
と
い
う
組
作
業
で
一
斉
に
実
施
し
て
い
る
。
ま
た

播
種
直
後
に
、
沈
圧
を
兼
ね
て
一
回
目
の
除
草
剤
散
布
を
お
こ
な

っ
て
い
る
。
中
耕
・
培
土
は
、
ト
ラ
ク
タ
ー
カ
ル
チ
を
集
落
や
農

家
数
戸
で
共
同
購
入
し
、
適
期
に
省
力
化
し
て
実
施
し
て
い
る
。

西
川
副
地
区
営
農
組
合
の
大
豆
な
ど
の
増
収
は
、
大
豆
コ
ン
バ

イ
ン
な
ど
農
業
機
械
の
共
同
利
用
・
共
同
作
業
を
つ
う
じ
た
多
収

に
向
け
て
の
基
本
技
術
の
徹
底
に
あ
る
と
い
え
る
。

４
、
ま
と
め
（
残
さ
れ
た
課
題
）

以
上
の
よ
う
に
、
干
拓
地
帯
で
あ
る
佐
城
南
部
地
域
の
水
田
大

豆
作
の
展
開
・
増
産
は
、
大
規
模
な
南
部
地
域
大
豆
共
乾
施
設
を

核
に
し
て
、
広
範
に
組
織
さ
れ
た
集
落
営
農
な
ど
が
、
農
業
機
械

の
共
同
利
用
・
共
同
作
業
を
つ
う
じ
て
多
収
へ
の
取
り
組
み
を
積

み
重
ね
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
さ
さ
え
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
水
田
大
豆
作
は
、＜

米
・
大
豆
プ
ラ
ス
麦＞

と
い

う
二
毛
作
体
系
の
下
で
、
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
の
体
系
―

と
く
に
水
田
活
用
の
所
得
補
償
（
大
豆
一
〇
ａ
三
・
五
万
円
）
と

畑
作
物
の
所
得
補
償
（
大
豆
の
品
質
加
算
は
六
〇
㎏
当
た
り
一
万

二
一
七
〇
円
）
―
に
よ
っ
て
さ
さ
え
ら
れ
て
い
る
。

西
川
副
地
区
営
農
組
合
の
事
例
（
表
４
）
で
み
る
と
、
高
収
量

の
大
豆
作
の
一
〇
ａ
当
た
り
所
得
は
、
米
の
所
得
補
償
（
一
〇
ａ

一
・
五
万
円
）
を
加
え
た
水
稲
作
の
一
〇
ａ
当
た
り
所
得
に
匹
敵

し
、
二
毛
作
加
算
（
一
〇
ａ
一
・
五
万
円
）
し
か
対
象
に
な
ら
な

い
麦
類
に
比
べ
る
と
四
倍
以
上
の
水
準
に
な
っ
て
い
る
。
小
麦
を

畑
作
物
の
所
得
補
償
の
基
幹
作
物
と
し
て
も
、
小
麦
の
品
質
加
算

金
（
六
〇
㎏
六
四
一
〇
円
）
は
、
高
収
量
の
北
海
道
畑
作
地
帯
の

生
産
費
が
反
映
し
た
水
準
で
あ
る
た
め
、
大
豆
の
所
得
補
償
水
準

に
は
と
て
も
と
ど
か
な
い
の
で
あ
る
。

西
川
副
地
区
営
農
組
合
が
か
か
え
る
課
題
は
、
集
落
営
農
組
織

の
維
持
の
問
題
で
あ
る
。
集
落
営
農
の
設
立
時
点
で
あ
る
二
〇
〇

六
年
度
末
の
構
成
員
数
二
二
五
人
、
加
入
水
田
面
積
四
〇
八
�

は
、
一
一
年
度
時
点
で
一
六
四
人
、
三
四
九
�
に
減
少
し
て
い
る

（
表
３
）。こ
れ
は
、
高
齢
化
し
て
後
継
者
の
い
な
い
農
家
な
ど
が

������������������� 干拓地帯にみる集落営農と水田大豆作
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集
落
営
農
か
ら
脱
退
し
た
た
め
で
あ
る
。
川
副
町
全
体
で
は
認
定

農
業
者
等
の
約
七
〇
経
営
、
西
川
副
地
区
で
は
約
二
〇
経
営
が
集

落
営
農
に
参
加
し
て
い
な
い
。
一
年
間
に
一
〇
戸
ほ
ど
の
離
農
が

つ
づ
き
、
離
農
農
家
か
ら
認
定
農
業
者
等
大
規
模
経
営
へ
の
水
田

の
賃
貸
借
が
増
え
て
い
る
。

個
別
農
家
に
と
っ
て
は
、集
落
営
農
に
参
加
し
つ
づ
け
る
か
、大

規
模
経
営
に
ま
か
せ
集
落
営
農
か
ら
抜
け
る
か
、
広
域
の
集
落
営

農
組
織
に
と
っ
て
は
、集
落
ご
と
の
機
械
作
業
班
・
機
械
利
用
組
合

を
統
合
し
な
が
ら
広
域
組
織
を
維
持
す
る
か
、
広
域
組
織
を
小
学

校
区
四
つ
に
分
割
し
て
法
人
化
も
視
野
に
入
れ
て
集
落
営
農
組
織

を
強
化
す
る
か
―
と
い
っ
た
分
岐
点
に
さ
し
か
か
っ
て
い
る
。

当
面
は
、
三
年
後
を
め
ど
に
、
機
械
利
用
料
金
・
作
業
料
金
の

基
準
を
統
一
し
な
が
ら
、
西
川
副
地
区
内
の
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
水

稲
作
・
大
豆
作
・
麦
作
の
作
業
組
織
化
を
め
ざ
し
て
い
る
。

南
部
地
域
大
豆
共
乾
施
設
利
用
組
合
の
か
か
え
る
課
題
は
、
共

乾
施
設
を
核
に
し
た
一
地
区
一
農
場
を
実
現
す
る
た
め
の
農
業
生

産
法
人
化
で
あ
る
。
大
豆
共
同
乾
燥
調
製
・
貯
蔵
施
設
の
利
用
組

合
を
核
に
し
て
、
川
副
地
区
無
人
ヘ
リ
利
用
組
合
と
各
地
区
・
集

落
の
機
械
利
用
組
織
を
組
み
入
れ
て
、
ひ
と
つ
の
農
業
生
産
法
人

を
起
ち
あ
げ
、
生
産
資
材
の
共
同
購
入
・
生
産
物
の
共
同
販
売
を

お
こ
な
う
構
想
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
大
豆
共
乾
施
設
が
現
在
か
か
え
て
い
る
課
題

―
作
期
分
散
に
よ
る
荷
受
け
期
間
の
分
散
な
ど
―
を
ひ
と
つ
ず
つ

解
決
し
な
が
ら
、
水
田
大
豆
作
を
に
な
う
集
落
営
農
組
織
の
強
化

が
必
要
に
な
る
。
集
落
営
農
を
地
区
単
位
ま
た
は
ブ
ロ
ッ
ク
単
位

に
組
織
し
な
お
せ
る
か
。
水
田
大
豆
作
が
団
地
化
さ
れ
て
い
る
と

は
い
え
、
集
落
営
農
ご
と
に
分
散
し
て
作
業
し
て
い
る
状
況
か

ら
、
大
豆
作
団
地
内
の
基
幹
作
業
を
組
織
化
す
る
こ
と
が
で
き
る

か
。
集
落
営
農
内
の
水
稲
作
・
麦
作
基
幹
作
業
の
組
織
化
は
可
能

か
―
な
ど
、
集
落
営
農
組
織
の
強
化
の
た
め
の
課
題
は
多
い
。

表４ 西川副地区営農組合の農業所得・生産費（２０１１年）

麦類

１４，８９３
１０，３９７
１０，１０５
４，７８８
５，４２８
４９，００７
７，５１０
３２，２５１
１，０００
３３，２５１
１６，７５６
３９２
２６４

資料；西川副地区営農組合資料。
注１）その他助成金等は、水田活用の所得補償金、各種

加算措置等。

水稲

３１，１９４
－

１３，３７０
１７，８２４
３，３０６
１３５，０８６
１５，２６２
５６，０９６
１，８００
５７，８９６
７８，９９０
５３１
４６５

大豆

９，９３８
６，７９５
３，２００
６，７３７
３，８００
１０２，８７４
１７，２７８
２９，３４７
３，７８０
３３，１２７
７３，５２７
３５７
３０２

農業粗収益
うち畑作物所得補償
農業経営費
農業所得
その他助成金等
粗収益
単価 円／６０㎏
物財費
労働費
費用合計
所得

２０１１年
２００９－１１平均

１０a当たり
収量（㎏）

農
業
収
益

生
産
費
（
円
）

１０
ａ
当
た
り

（万円）
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１
、
自
給
政
策

食
糧
自
給
問
題
は
常
に
中
国
政
府
農
業
政
策
の
最
重
要
課
題
と

し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
食
糧
供
給
の
基
本
的
な
自
給
は
一

三
億
の
人
口
を
抱
え
て
い
る
国
に
と
っ
て
は
当
然
か
も
し
れ
な
い
。

二
〇
〇
八
年
に
「
国
家
糧
食
安
全
中
長
期
規
画
網
要
（
二
〇
〇

八
〜
二
〇
二
〇
）」（
食
糧
安
全
保
障
の
中
長
期
計
画
）
が
発
表
さ

れ
、
そ
の
後
二
〇
〇
九
年
に
新
た
に
二
〇
二
〇
年
ま
で
五
〇
〇
〇

万
ト
ン
の
食
糧
生
産
能
力
増
の
計
画
、
食
糧
産
業
の
第
十
二
次
五

カ
年
発
展
計
画
な
ど
、
多
く
の
食
糧
増
産
計
画
が
発
表
さ
れ
た
。

生
産
能
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
農
地
、
水
利
施
設
の
整
備
や
流

通
シ
ス
テ
ム
の
改
善
な
ど
生
産
か
ら
市
場
ま
で
多
肢
に
わ
た
る
。

食
糧
安
全
保
障
に
関
し
て
は
九
五
％
の
自
給
率
を
保
持
し
よ
う

と
し
て
い
る
。
食
糧
は
穀
物
と
大
豆
を
中
心
と
す
る
マ
メ
類
、
芋

類
が
含
ま
れ
る
。
一
九
九
五
年
以
降
大
豆
の
大
量
輸
入
に
よ
っ
て

食
糧
自
給
率
は
す
で
に
九
五
％
を
割
り
込
ん
で
い
る
。
二
〇
一
〇

年
の
食
糧
自
給
率
は
九
〇
・
六
％
�

に
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。
今
後

の
食
糧
自
給
率
に
つ
い
て
は
政
府
の
目
標
値
に
戻
せ
る
か
、あ
る
い

は
主
食
と
飼
料
作
を
分
け
て
考
え
る
べ
き
か
と
で
議
論
が
あ
る
。

今
年
の
ア
メ
リ
カ
の
干
ば
つ
に
よ
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
大
幅
の

減
産
、
中
国
の
主
産
地
東
北
で
も
虫
害
に
直
面
し
、
国
際
市
場
で

は
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
大
豆
の
高
値
が
続
き
、
供
給
へ
の
不
安
が

高
ま
っ
て
い
る
。
中
国
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
輸
入
は
二
〇
一
〇
年

か
ら
増
え
、
二
〇
一
二
年
の
四
月
の
時
点
で
す
で
に
昨
年
の
輸
入

量
を
超
え
た
。
食
糧
安
全
保
障
に
お
け
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
重
要

性
は
高
い
。
中
国
の
食
糧
自
給
に
問
題
は
起
き
る
の
だ
ろ
う
か
？

２
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
大
豆
の
需
給
変
動

食
糧
自
給
率
の
低
下
は
飼
料
需
要
と
油
需
要
の
増
加
に
起
因
す

る
。
こ
こ
で
の
飼
料
需
要
は
主
に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
大
豆
を
指

し
、
油
需
要
は
大
豆
油
を
中
心
に
し
た
食
用
油
の
増
加
を
意
味
す

る
。
二
〇
〇
〇
年
ま
で
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
生
産
量
は
主
食
で
あ
る

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
需
給
動
向
か
ら
み
る
中
国
の
食
糧
自
給
問
題

国
際
農
林
水
産
業
研
究
セ
ン
タ
ー

銭

小
平

シリーズ“世界の食料と農業�”
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小
麦
と
ほ
ぼ
互
角
だ
っ
た
の
だ
が
、
そ
れ
以
降
両
者
の
差
が
大
き

く
開
く
よ
う
に
な
り
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
生
産
量
は
第
一
の
作
物

で
あ
る
コ
メ
の
生
産
量
に
近
づ
い
て
い
る（
図
１
）。ま
た
、作
付
け

面
積
か
ら
み
る
と
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
最
大
の
作
物
と
な
っ
て
い
る
。

二
〇
一
一
年
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
生
産
量
は
一
・
九
億
ト
ン
に

達
し
た
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
需
要
は
一
九
九
〇
年
代
以
降
飼
料
需
要

を
中
心
に
高
ま
っ
て
い
る
。
飼
料
需
要
の
増
加
に
は
、
畜
産
物
生

産
量
が
増
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
飼
育
方
式
の
変
化
も
影
響
し
て

い
る
。
小
規
模
零
細
の
飼
育
か
ら
中
規
模
あ
る
い
は
大
規
模
の
飼

育
方
式
に
転
換
し
た
こ
と
で
、
配
合
飼
料
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
需

要
を
高
め
る
要
因
に
な
っ
た
。
ま
た
畜
産
物
の
消
費
構
造
が
変
化

し
、
牛
肉
や
乳
製
品
の
消
費
が
増
え
、
一
層
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
需

要
増
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
。
飼
料
以
外
に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
デ

ン
プ
ン
加
工
や
医
薬
品
な
ど
多
く
の
用
途
が
あ
り
、
そ
の
加
工
分

野
の
拡
大
も
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
需
要
を
押
し
上
げ
て
い
る
。

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
を
み
る
と
、
二
〇
〇
三
年
の

飼
料
用
需
要
は
七
二
％
、
工
業
加
工
用
需
要
は
一
五
％
で
あ
っ
た

が
、
二
〇
一
〇
年
に
は
そ
れ
ぞ
れ
六
二
％
と
二
八
％
と
な
り
、
加

工
用
需
要
の
伸
び
は
著
し
い
。
ま
た
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
自
給
率

で
は
多
く
の
年
は
一
〇
〇
％
を
超
え
た
が
、
二
〇
一
〇
年
か
ら
輸

入
量
が
急
劇
に
増
え
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
二
〇
一
〇
年
の
輸

入
量
は
一
五
七
万
ト
ン
、
二
〇
一
一
年
は
一
七
五
万
ト
ン
、
二
〇

一
二
年
の
八
月
ま
で
に
三
七
二
万
ト
ン
�

と
大
幅
の
輸
入
増
加
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
輸
入
増
加
の
局
面
に
対
し
、
第
二
の
大
豆
に

な
ら
な
い
の
か
と
い
う
懸
念
が
わ
き
起
こ
っ
て
い
る
。

図
２
に
一
九
九
〇
年
以
降
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
大
豆
の
自
給
率

の
変
化
を
示
し
て
い
る
。
一
九
九
五
年
ま
で
大
豆
は
輸
出
品
目
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
貿
易
自
由
化
に
よ
り
輸
入
量
が
急
速
に
増

え
、
い
ま
や
世
界
最
大
の
輸
入
国
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
輸
入
量

は
世
界
輸
出
量
の
六
割
を
占
め
る
。
一
方
で
国
内
大
豆
の
生
産
量

は
一
五
〇
〇
万
ト
ン
前
後
で
維
持
さ
れ
て
い
る
。
大
豆
の
輸
入
急

増
は
飼
料
用
大
豆
粕

と
食
用
油
需
要
の
増

加
に
よ
る
も
の
と
言

い
切
れ
る
が
、
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
の
輸
入
増

加
の
動
向
は
、
飼
料

用
の
増
加
と
工
業
用

の
増
加
の
動
き
に
左

右
さ
れ
る
。

大
豆
の
場
合
、
豆

と
油
の
輸
入
が
あ
る

よ
う
に
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
も
原
物
と
副
産
物

の
輸
入
シ
ェ
ア
の
問

題
が
あ
る
。
ど
ち
ら

図１ 食糧生産量の推移 （万トン）

データ：中国統計年鑑２０１１
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に
し
て
も
今
後
輸
入
が
増
え
る
見
込
み
で
あ
る
が
、
大
豆
に
比
べ

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
政
府
関
与
度
は
高
く
、
輸
入
量
の
生
産
量
に
し

め
る
比
重
も
現
在
二
％
程
度
で
、
自
給
率
を
大
豆
の
よ
う
に
急
劇

に
下
げ
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
二
〇
〇
四
年
以
降
低
関
税
の

政
府
割
り
当
て
量
は
七
二
〇
万
ト
ン
が
あ
り
、
当
分
こ
の
範
囲
内

で
の
輸
入
が
考
え
ら
れ
る
。

世
界
最
大
の
輸
出
国
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
生
産

量
の
四
割
を
エ
タ

ノ
ー
ル
生
産
に
向

け
て
い
る
こ
と
か

ら
、
エ
タ
ノ
ー
ル

生
産
の
副
産
物
Ｄ

Ｄ
Ｇ
Ｓ
�

に
つ
い

て
は
、
二
〇
〇
九

／
二
〇
一
〇
年
度

か
ら
中
国
の
輸
入

が
急
速
に
増
え
、

二
二
〇
万
ト
ン
と

ト
ッ
プ
に
な
っ

た
。
今
後
Ｄ
Ｄ
Ｇ

Ｓ
の
飼
料
用
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
の
代
替

は
ど
の
程
度
進
む

か
は
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
輸
入
量
に
影
響
す
る
こ
と
に
な
る
。
多

く
の
民
間
企
業
は
Ｄ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
に
興
味
を
示
し
、
国
営
企
業
へ
の
輸

入
割
当
の
多
い
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
よ
り
関
税
面
な
ど
政
府
の
制
限
の

少
な
い
Ｄ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
今
後
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
輸

入
は
国
際
市
場
価
格
と
Ｄ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
の
輸
入
等
に
影
響
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
で
あ
ろ
う
。

３
、
価
格
の
推
移
と
今
後
の
動
向

二
〇
〇
四
年
の
食
糧
市
場
開
放
と
と
も
に
主
要
穀
物
価
格
の
最

低
買
い
付
け
価
格
も
公
表
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
主
要
食
糧
品
目

に
対
す
る
生
産
奨
励
の
意
味
合
い
が
あ
り
、
最
低
買
い
付
け
価
格

は
農
家
の
生
産
コ
ス
ト
と
一
定
の
利
益
を
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
設

定
さ
れ
、
毎
年
作
付
け
の
前
に
公
表
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

市
場
価
格
は
最
低
買
い
付
け
価
格
よ
り
低
く
な
っ
た
場
合
、
政
府

に
よ
る
買
付
が
実
施
す
る
と
言
う
価
格
政
策
が
実
施
さ
れ
て
い

る
。
政
府
最
低
買
い
付
け
価
格
の
平
均
値
は
二
〇
〇
四
年
の
一
・

五
五
元
／
�
か
ら
二
〇
一
二
年
の
二
・
八
元
／
�
ま
で
引
き
上
げ

ら
れ
て
い
る
。
近
年
穀
物
の
国
内
価
格
は
国
際
価
格
の
よ
う
な
高

騰
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
高
値
で
推
移
し
て
い
る
（
図
３
）。食
糧

特
に
穀
物
生
産
は
政
府
の
政
策
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
た
め
、
国

際
市
場
の
よ
う
な
価
格
変
動
が
現
れ
ず
、
政
府
の
備
蓄
に
よ
る
市

場
調
整
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

二
〇
〇
三
年
以
降
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
生
産
は
連
続
し
て
増
加
し

図２ トウモロコシと大豆の自給率 (%)

データ：USDA, http : //worldfood.apionet.or.jp/
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て
お
り
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
価
格
は
上
昇
し
畜
産
農
家
の
利

益
幅
を
圧
縮
し
て
い
る
。
政
府
は
備
蓄
を
放
出
す
る
な
ど
対
応
し

て
い
る
が
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
価
格
の
高
騰
は
収
ま
ら
な
い
。
酪
農

・
肉
牛
生
産
の
増
加
、
養
豚
な
ど
大
規
模
化
の
進
行
な
ど
に
よ
る

飼
料
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
需
要
の
高
ま
り
と
、
工
業
加
工
用
需
要
の

増
加
が
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
需
要
増
の
主
要
因
で
あ
る
。
こ
の
傾
向

は
今
後
も
続
く
と
み
ら
れ
、
需
要
の
恒
常
的
な
上
昇
に
対
し
、
生

産
の
さ
ら
な
る
増
加
は
面
積
と
単
収
の
制
約
で
急
速
に
対
応
す
る

こ
と
は
難
し

く
、
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
の
自

給
率
が
五
％

下
げ
る
こ
と

は
充
分
に
あ

り
得
る
。
一

方
、
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
は
政

府
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
下
に

お
か
れ
て
い

る
た
め
、
そ

の
変
動
幅
の

不
確
実
性
が

存
在
す
る
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
大
豆
に
は
な
ら
な
い
も
の
の
輸
入

の
増
加
は
避
け
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

注�
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献
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Ｇ
Ｓ
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図３ トウモロコシの国際価格と国内卸売価格（ドル／トン）
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１
、
は
じ
め
に

鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
へ
の
被
害
は
二
〇
一
〇
年
度
の
農
林
水
産

省
の
統
計
で
は
二
三
九
億
円
で
、
こ
の
う
ち
約
二
割
を
鳥
、
の
こ

り
約
八
割
を
獣
が
占
め
る
。
獣
に
よ
る
被
害
（
金
額
）
は
さ
ま
ざ

ま
な
作
物
に
分
散
し
、
多
い
順
に
イ
ネ
（
二
五
％
）、野
菜
（
二
二

％
）、飼
料
作
物
（
一
九
％
）、果
樹
（
一
六
％
）
で
あ
る
が
、
鳥
に

よ
る
被
害
（
金
額
）
は
、
果
樹
（
四
九
％
）
と
野
菜
（
三
〇
％
）

に
集
中
し
て
い
る
。
果
樹
と
野
菜
の
二
品
目
に
限
れ
ば
、
被
害
金

額
の
約
四
割
は
鳥
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
特
に
被
害
の
多
い
収
穫

期
の
果
樹
と
果
菜
類
で
の
鳥
害
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

鳥
害
対
策
と
し
て
現
場
で
よ
く
使
わ
れ
る
の
は
、
か
か
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
防
鳥
用
品
、
鳥
の
死
体
を
つ
る
す
等
の
、
鳥
を
お
ど
か

し
て
追
い
払
う
方
法
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
、
危
険
が
な
い

こ
と
を
鳥
が
学
習
し
て
慣
れ
て
し
ま
う
の
で
、
収
穫
期
の
果
樹
園

の
よ
う
な
鳥
に
と
っ
て
魅
力
的
な
場
所
で
は
、
短
期
間
で
効
果
が

薄
れ
て
し
ま
う
。

捕
獲
に
よ
る
対
策
は
、
鳥
の
移
動
能
力
や
繁
殖
力
が
高
い
こ
と

か
ら
、
個
体
数
を
減
ら
す
効
果
は
低
く
、
捕
獲
の
み
で
被
害
を
な

く
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
捕
獲
の
意
義
は
、
む
し
ろ
鳥
と
人
と
の

緊
張
関
係
を
維
持
す
る
こ
と
に
あ
り
、
守
り
た
い
圃
場
付
近
で
少

数
で
も
銃
器
に
よ
っ
て
駆
除
す
る
こ
と
で
、
鳥
に
そ
の
場
所
や
人

間
が
本
当
に
危
険
で
あ
る
こ
と
を
学
習
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

駆
除
隊
と
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
で
共
通
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用
す
る

等
、
駆
除
と
見
回
り
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
組
織
的
な
「
攻
撃
的

追
い
払
い
」
と
い
っ
た
か
た
ち
で
捕
獲
を
位
置
づ
け
る
こ
と
が
す

す
め
ら
れ
る
。

圃
場
単
位
で
確
実
に
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
物
理
的
に
鳥
の

侵
入
を
防
ぐ
防
鳥
網
の
設
置
が
必
要
と
な
る
。
し
か
し
、
大
が
か

り
な
防
鳥
網
は
資
材
費
が
高
額
と
な
る
う
え
に
、
降
雪
や
強
風
で

壊
れ
る
な
ど
維
持
管
理
も
問
題
に
な
り
、
設
置
を
た
め
ら
う
場
合

が
多
い
。

鳥
害
の
物
理
的
防
止
技
術
の
開
発

独
立
行
政
法
人

農
業
・
食
品
産
業
技
術
総
合
研
究
機
構

中
央
農
業
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

情
報
利
用
研
究
領
域

吉
田
保
志
子
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そ
こ
で
、
中
央
農
業
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
等
で
は
、
防
鳥
網
の

設
置
を
簡
易
に
す
る
工
夫
と
し
て
、
樹
高
二
ｍ
程
度
ま
で
の
低
樹

高
の
果
樹
お
よ
び
果
菜
類
に
、
一
般
的
な
資
材
を
用
い
て
手
軽
に

防
鳥
網
を
掛
け
外
し
で
き
る
方
法
「
防
鳥
網
の
簡
易
設
置
技
術
」

を
開
発
し
た
。
ま
た
、
カ
ラ
ス
の
よ
う
な
大
型
の
鳥
で
は
、
テ
グ

ス
や
針
金
な
ど
を
飛
来
の
邪
魔
に
な
る
よ
う
に
張
る
と
、
あ
る
程

度
侵
入
を
防
げ
る
た
め
、
カ
ラ
ス
の
侵
入
行
動
に
つ
い
て
飼
育
下

試
験
を
行
い
、
テ
グ
ス
と
防
鳥
網
を
組
み
合
わ
せ
た
果
樹
園
へ
の

カ
ラ
ス
侵
入
抑
制
技
術
「
く
ぐ
れ
ん
テ
グ
ス
君
」
を
徳
島
県
と
共

同
で
開
発
し
た
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
物
理
的
な
鳥
害
防
止
技

術
の
概
要
と
そ
の
広
報
普
及
活
動
を
紹
介
す
る
。

２
、
防
鳥
網
の
簡
易
設
置
技
術

防
鳥
網
の
簡
易
設
置
技
術
（
図
１
）
は
、
樹
高
二
ｍ
程
度
ま
で

の
低
樹
高
の
果
樹
や
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
の
果
菜
類
に
、
防
鳥

網
を
手
軽
に
掛
け
外
し
す
る
方
法
で
あ
る
。
こ
の
方
法
で
は
、
直

管
パ
イ
プ
（
農
業
ハ
ウ
ス
用
の
金
属
パ
イ
プ
）
と
、
弾
性
ポ
ー
ル

（
ビ
ニ
ー
ル
ト
ン
ネ
ル
支
柱
用
の
ポ
ー
ル
）
を
組
み
合
わ
せ
て
、

網
が
引
っ
掛
か
り
に
く
い
骨
組
を
つ
く
り
、
そ
の
上
に
防
鳥
網
を

滑
ら
せ
て
掛
け
る
。
簡
素
な
構
造
で
作
業
も
簡
単
な
の
で
、
被
害

発
生
時
期
が
近
づ
い
た
ら
網
を
掛
け
、
収
穫
直
前
に
外
す
な
ど
、

気
軽
に
防
鳥
網
を
使
う
こ
と
が
で
き
る
。
使
用
す
る
資
材
や
工
具

は
す
べ
て
一
般
的
な
も
の
で
、
廃
材
等
で
使
え
る
も
の
が
あ
れ
ば

資
材
費
を
安
く
済
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

防
鳥
網
は
、
網
目
が
三
〇
ｍ
ｍ
で
糸
の
太
さ
が
一
〇
〇
〇
デ
ニ

ー
ル
の
「
強
力
防
鳥
網
」
タ
イ
プ
が
、
果
樹
や
果
菜
類
の
主
要
加

害
鳥
で
あ
る
カ
ラ
ス
や
ヒ
ヨ
ド
リ
を
同
時
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
、

扱
い
や
す
く
耐
久
性
も
優
れ
て
い
る
。網
の
両
端
に
マ
イ
カ
線（
農

業
ハ
ウ
ス
の
ビ
ニ
ー
ル
押
さ
え
用
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ひ
も
）
を
通

図１ 「防鳥網の簡易設置技術」の構造

表１ 長さ２０mの果樹３列（約１０m×２０m)に網を掛ける場合の資材費
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1m

4m

1.5 2m

30 70cm

1m

30m

1.8m

1m

4m

1.5 2m

30 70cm

1m

30m

1.8m

し
て
、
扱
い
や
す
く
し
て
使
う
。
掛
け
る
圃
場
に
対
し
て
、
縦
横

と
も
五
〜
六
ｍ
以
上
大
き
い
防
鳥
網
が
必
要
で
、
余
裕
が
あ
る
大

き
め
の
網
の
ほ
う
が
作
業
し
や
す
い
。
な
お
、
ス
ズ
メ
も
加
害
す

る
場
合
に
は
、
網
目
が
二
〇
ｍ
ｍ
の
網
が
必
要
に
な
る
。

長
さ
二
〇
ｍ
の
果
樹
三
列
（
約
一
〇
ｍ
×
二
〇
ｍ
、
二
ａ
）
に

設
置
す
る
資
材
費
は
六
万
円
弱
で
（
表
１
）、二
名
で
作
業
し
た
場

合
の
初
回
の
作
業
時
間
は
約
五
時
間
、
次
回
以
降
は
約
四
〇
分
で

網
を
掛
け
ら
れ
る
。
本
技
術
は
固
定
的
な
設
計
で
は
な
い
た
め
、

圃
場
の
状
況
や
作
物
の
種
類
に
合
わ
せ
た
応
用
も
容
易
で
あ
る
。

３
、果
樹
園
の
カ
ラ
ス
対
策「
く
ぐ
れ
ん
テ
グ
ス
君
」

防
鳥
網
よ
り
簡
易
な
物
理
的
対
策
と
し
て
テ
グ
ス
設
置
が
広
く

行
わ
れ
て
い
る
が
、
テ
グ
ス
を
設
置
し
て
も
侵
入
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
、
確
実
な
対
策
と
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
大
型
フ

ラ
イ
ン
グ
ケ
ー
ジ
で
カ
ラ
ス
を
飼
育
し
て
、
テ
グ
ス
の
設
置
間
隔

や
設
置
方
法
に
つ
い
て
試
験
を
行
い
、
侵
入
を
阻
害
す
る
条
件
を

解
明
し
た
。
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
、
テ
グ
ス
と
防
鳥
網
を
組
み

合
わ
せ
た
果
樹
園
へ
の
カ
ラ
ス
侵
入
抑
制
技
術
を
設
計
し
た
。
徳

島
県
で
は
、
現
地
の
ナ
シ
園
に
お
け
る
設
置
方
法
を
検
討
し
て
実

証
展
示
圃
を
設
置
し
、
中
央
農
業
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
模

擬
果
樹
園
を
設
置
し
て
野
生
カ
ラ
ス
の
侵
入
抑
制
効
果
の
検
証
試

験
を
行
っ
た
。

開
発
さ
れ
た
果
樹
園
の
カ
ラ
ス
対
策
「
く
ぐ
れ
ん
テ
グ
ス
君
」

（
図
２
）
は
、
弾
性
ポ
ー
ル
（
ビ
ニ
ー
ル
ト
ン
ネ
ル
支
柱
用
の
ポ

ー
ル
）
を
用
い
て
テ
グ
ス
を
一
ｍ
間
隔
で
果
樹
園
の
天
井
部
に
張

り
、
側
面
に
防
鳥
網
を
張
っ
て
テ
グ
ス
と
果
樹
園
外
周
囲
い
の
間

の
空
間
を
ふ
さ
ぐ
。
テ
グ
ス
間
隔
が
狭
い
ほ
ど
侵
入
抑
制
効
果
は

高
ま
る
が
、
カ
ラ
ス
を
用
い
た
実
験
結
果
や
設
置
経
費
・
労
力
の

点
か
ら
、
一
ｍ
間
隔
が
実
用
的
で
あ
る
。
棚
仕
立
て
の
果
樹
園
で

全
国
的
に
利
用
可
能
で
あ
り
、
棚
の
な
い
果
樹
園
で
は
、
外
周
囲

い
を
設
け
て
同
様
に
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

三
〇
ｍ
×
一
〇
〇
ｍ
（
三
〇
ａ
）
の
果
樹
園
に
設
置
す
る
場
合

図２ 果樹園のカラス対策「くぐれんテグス君」の構造
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の
資
材
費
は
一
三
・
五
万
円
程
度

で
（
表
２
）、二
〜
三
名
の
作
業
で

約
三
日
か
か
る
。
一
〇
ａ
あ
た
り

の
資
材
費
は
四
・
五
万
円
で
、
固

定
型
防
鳥
網
に
比
べ
て
大
幅
に
安

価
で
あ
る
。

中
央
農
業
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

構
内
に
設
置
し
た
三
〇
ｍ
×
一
五

ｍ
の
模
擬
果
樹
園
に
餌
台
を
配
置

し
て
行
っ
た
野
外
試
験
で
は
、
テ

グ
ス
設
置
期
間
中
の
カ
ラ
ス
の
侵

入
は
わ
ず
か
で
、
試
験
餌
の
消
費

量
は
一
／
五
〇
以
下
に
抑
え
ら
れ

た
（
図
３
）。

徳
島
県
の
ナ
シ
園
に
設
け
た
二

ヶ
所
合
計
六
七
ａ
の
実
証
展
示
圃

（
図
４
）
で
の
聞
き
取
り
調
査
で

は
、
前
年
は
一
〇
％
あ
っ
た
カ
ラ

ス
被
害
果
率
が
、
設
置
後
は
二
ヶ

所
と
も
一
％
に
減
少
し
た
。

４
、
広
報
普
及
活
動

「
く
ぐ
れ
ん
テ
グ
ス
君
」
と
「
防

鳥
網
の
簡
易
設
置
技
術
」
の
概
要
を
紹
介
し
た
カ
ラ
ー
八
頁
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
「
農
研
機
構
の
鳥
害
対
策
」（
図
５
）
を
印
刷
し
、
農

林
水
産
省
の
各
地
方
農
政
局
、
都
道
府
県
を
通
じ
て
、
地
域
の
鳥

獣
害
担
当
部
署
に
配
布
す
る
と
と
も
に
、
個
人
や
団
体
に
対
し
て

希
望
に
応
じ
て
無
償
で
配
付
し
て
い
る
（
中
央
農
業
総
合
研
究
セ

ン
タ
ー
情
報
広
報
課
の
Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
二
九
―
八
三
八
―
八
八
五
八

へ
、
住
所
、
氏
名
、
希
望
部
数
、
電
話
番
号
を
添
え
て
申
込
）。

同
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
鳥
獣
害
管
理
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ホ
ー
ム
ペ

ー

ジh
ttp
://w
w
w
.n
aro.affrc.g

o.jp
/org
/n
arc/ch

ou
g
ai/

か

ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
ま
た
、「
く
ぐ
れ
ん
テ
グ
ス

君
」
と
「
防
鳥
網
の
簡
易
設
置
技
術
」
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
作

業
方
法
を
詳
し
く
解
説
し
た
設
置
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
用
意
し
て
お

表２ ３０m×１００m（３０a)の果樹園に設置する場合の資材費

図３ 模擬果樹園での野外試
験における試験餌（ドッ
グフード）の消費量

テグス設置期間と無設置期間（対照）を３週間ず
つ交互に４回繰り返した。
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り
、
同
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。

こ
れ
ら
二
つ
の
物
理
的
な
鳥
害
対
策
技
術
は
、
一
般
的
な
資
材

を
用
い
て
、
農
家
が
自
前
で
施
工
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
開

発
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
お
り
、
今
後
、
広
く
活
用
さ
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
る
。

謝
辞：

本
成
果
は
、
平
成
二
二
年
度
農
林
水
産
省
産
学
官
連
携
経
営
革
新
技

術
普
及
強
化
促
進
事
業
「
平
坦
地
域
で
の
カ
ラ
ス
等
の
鳥
類
被
害
防
止
技
術

の
確
立
」（
総
括
：
徳
島
県
）、農
林
水
産
省
実
用
技
術
開
発
事
業
「
営
農
管
理

的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
鳥
獣
害
防
止
技
術
の
開
発
」（
平
成
一
九
〜
二
一
年

度
）
で
実
施
さ
れ
た
研
究
に
よ
る
。
共
同
研
究
者
を
は
じ
め
関
係
者
に
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

図４ 徳島県のナシ園に設けた実証展示圃

写真提供：徳島県立農林水産総合技術支援センター

図５ パンフレット「農研機
構の鳥害対策」の表紙
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編
集
後
記

広
大
な
農
地
に
、
旺
盛
に
繁
茂
し
た
大
豆
が
見
渡
す
限
り
続
い

て
い
る
。
天
地
の
恵
み
を
存
分
に
吸
収
し
た
で
あ
ろ
う
そ
の
草
勢

が
、
す
で
に
収
穫
期
の
高
品
質
・
多
収
量
を
う
か
が
わ
せ
て
い

た
。
こ
れ
ま
で
見
た
水
田
作
大
豆
と
の
違
い
は
明
ら
か
で
、
さ
す

が
に
北
海
道
に
次
ぐ
生
産
量
を
誇
る
の
も
う
な
ず
け
る
。

そ
し
て
、
こ
こ
で
展
開
さ
れ
て
い
る
集
落
営
農
も
他
地
域
の
そ

れ
と
か
な
り
趣
を
異
に
し
て
い
た
。
集
落
営
農
と
い
っ
て
も
、
多

く
は
家
族
経
営
を
軸
と
し
た
機
械
・
施
設
の
協
同
所
有
・
利
用
を

主
体
と
し
て
お
り
、
耕
起
・
播
種
か
ら
無
人
ヘ
リ
に
よ
る
農
薬
・

肥
料
の
散
布
、
収
穫
・
乾
燥
に
至
る
ま
で
大
型
機
械
・
乾
燥
施
設

を
駆
使
し
た
経
営
が
展
開
さ
れ
て
い
た
。

本
号
の
品
川
先
生
が
い
う
、
佐
賀
県
水
田
の
八
〇
％
以
上
が
三

〇
ａ
以
上
の
区
画
地
で
、
排
水
良
好
水
田
が
六
五
％
を
超
え
る
と

い
う
汎
用
性
が
、
水
田
作
麦
・
大
豆
生
産
、
一
五
〇
％
を
超
え
る

全
国
一
の
耕
地
利
用
率
を
生
み
出
し
て
い
る
。

だ
が
、
一
見
順
風
満
帆
の
佐
賀
農
業
と
思
い
き
や
、
ひ
と
た
び

生
産
現
場
に
入
れ
ば
他
の
地
域
と
同
様
悩
み
は
尽
き
な
い
。
県
の

担
当
者
は
、
平
坦
地
で
は
何
と
か
担
い
手
を
維
持
で
き
て
も
中
山

間
地
帯
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
状
況
と
い
う
。
集
落
営
農
を
直

接
担
う
人
達
も
、
多
く
が
後
継
者
不
在
で
、
い
て
も
未
婚
の
者
が

多
い
と
将
来
へ
の
不
安
を
募
ら
せ
て
い
た
。
婚
期
を
迎
え
て
い
る

者
の
四
割
程
が
未
婚
の
ま
ま
と
い
う
話
は
、
経
営
持
続
云
々
は
別

と
し
て
、
一
般
論
と
し
て
深
刻
な
社
会
問
題
で
も
あ
る
。

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
で
は
、
今
の
若
者
（
三
五

歳
未
満
）
の
四
人
に
一
人
は
生
涯
未
婚
と
予
想
す
る
。
二
〇
一
〇

年
時
点
で
、
五
〇
歳
男
性
の
未
婚
率
は
既
に
二
割
を
超
え
た
。
大

雑
把
に
い
え
ば
、
こ
れ
か
ら
結
婚
し
て
子
供
を
育
て
老
後
を
迎
え

る
若
者
、
つ
ま
り
標
準
家
族
を
形
成
・
維
持
で
き
る
若
者
は
四
割

程
度
と
推
計
さ
れ
て
お
り
、
農
業
の
現
場
の
話
と
は
し
な
く
も
符

合
す
る
。

話
が
そ
れ
た
が
、
集
落
営
農
が
担
い
手
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

た
の
が
〇
七
年
か
ら
の
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
。
共
同
の
力

で
生
産
コ
ス
ト
削
減
、
生
産
を
持
続
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
農
地

・
環
境
維
持
に
連
結
す
る
集
落
営
農
の
意
義
・
必
要
性
は
益
々
高

ま
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
野
田
総
理
が
突
然
タ
ン
カ
を
切
っ
て
始
ま
っ
た
衆

院
選
。
当
選
目
当
て
の
離
合
集
散
が
続
く
一
方
で
、�
雨
後
の
竹
の

子
�
の
よ
う
に
生
ま
れ
る
「
第
三
極
」
だ
が
、
そ
の
政
党
が
�
政

策
二
の
次
��
選
挙
区
じ
ゃ
ん
け
ん
�
な
ら
、
マ
ス
コ
ミ
も
や
た
ら

「
第
三
極
」と
煽
る
。民
主
、自
民
の
二
極
に
対
抗
す
る「
三
極
」も
、

主
張
が
テ
ン
デ
ン
バ
ラ
バ
ラ
で
は
選
択
肢
に
も
な
ら
な
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
今
日
の
混
迷
は
政
権
を
民
主
党
か
ら
自
民
党

に
戻
せ
ば
解
決
す
る
と
い
う
話
で
は
な
い
。
有
権
者
の
候
補
者
を

見
抜
く
眼
力
と
賢
明
な
選
択
が
望
ま
れ
る
。

（
太
田
）
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